


















































29歳独身は異世界で自由に生きた……かった。　4
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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ







　やぁ、僕はタイシ。

　正確には三葉大志だ。この世界ではタイシ＝ミツバと名乗ってる。

　この世界？　ああ、うん。元の世界で生活に疲れ果てていてね。異世界に行って悠々自適の生活を送りてぇ、みたいなニュアンスのことを呟つぶやいたら、唐突に神を自称する名めい状じようし難がたい存在にこの異世界、エリアルドに連れてこられたんだ。

　元々は二十九歳の独身男だよ、今は何か若返って年齢と外見が微妙に合ってないけどね。あと元々童貞ではなかった。初めての相手との破局がトラウマになってその一回きりだけどな！

　まぁ、いい。元の世界のことは置いておこうじゃないか。元の世界に戻る手段はあるのかもしれないが、今の所帰るつもりもない。大切な人もできたし、守るべき奴らもいるからな。元の世界への未練もあまりないんだ、実際のところね。




　さて、話を変えよう。




　この世界に来てから色々あった。この世界に来てすぐに冒険者ギルドでマールと名乗る美少女に出会い、その日の内に手て篭ごめにされたり、冒険者として魔物を倒してお金を稼いだり、勇者殺すべしな感じの暗殺部隊に命を狙われたり、それを撃退してむしろその暗殺部隊の所属国家を強ゆ請すったり、元の世界では考えられない奴隷というものを買ったり、大量の魔物が押し寄せてくる大だい氾はん濫らんを乗り越えたり……まぁ色々あったね。

　一番のサプライズはマールがミスクロニア王国という国の第一王女だったことかな。いや、マールが夜よ這ばいしてきたと思ってハッスルしたら実は妹のティナだった時か。あれはもうほんと、目の前が真っ白になりかけたね。

　二人の父親であるミスクロニア王国の王様は言葉が不自由になるくらい激怒して襲い掛かってきたしな。いや、まぁ遠距離から魔法で完封したけど。

　今は何をしているのかって？　ははっ、今はね。

「働きたくないでござる！　絶対に働きたくないでござる！　もう無実の罪でマール達に搾り取られるのは嫌でござる！」

「ワンモアセッ、ファイトよータイシ君。帰ってきたらマールちゃんをフ◯ックしていいわー」

「ファ◯クされるのは俺なんですがねぇ!?」




　お義母さんイルさんに馬車馬のようにこき使われてます。（白目）




　この約一週間の間、俺は婚約者二人の実母であり、俺の義母にあたるミスクロニア王妃のイルオーネ＝ブラン＝ミスクロニア──お義母さんイルさんにこれでもかと使い倒された。

　雨にも負けず、風にも負けず、オークどもの黒鋼の矢の雨や魔物の魔法の弾幕にも負けず……いや、本当に大変だった。この一週間で起こったことを幾つかお話ししよう。

　そう、あれはこの地獄の一週間が始まって三日目のことだった。







　　　第一話　～馬車馬のように働かせられました～







「タイシくん。事件よー」

　ミスクロニア王国の首都クロンで行われた夜会に出席した翌日のこと。王城にあるイルさんの執務室へと出頭するなり、イルさんの全然大変そうじゃない間延びした声に迎えられた。

「おはようございます、イルさん。事件とはどういうことですか？」

　流石さすがにお義か母あさん相手にいつもの口調で話すようなことはしない。下手をしなくともマールのお姉さんくらいにしか見えないイルさんであるが、黄よ泉み返りの代償として十七歳で肉体年齢が止まっているらしい。何かお義父さんおつさん共々厳しい制約があるらしいのだが、それは秘密だとか。

　人に歴史ありというやつだが、何はともあれイルさんの言う事件とやらのことを聞くのが先決だろう。恐らく俺が解決しなきゃならんのだろうし。

「大氾濫の影響で北部に発生した魔物の群れが、北部の一次防衛線、二次防衛線を突破しちゃったのー。東部沿岸部には大氾濫の魔物が襲ってくることがないから、戦力を配置していなくてー、このままだと東部が蹂じゆう躙りんされちゃいそうなのよー」

「いやいや、それのんびりしてる場合じゃないですよね？　滅茶苦茶ヤバいじゃないですか」

「そうなのよー。防衛線を突破したのはデスマジロっていう魔物でねー。大量発生すると、どういうわけか群れで長距離を直進して海に向かう魔物なのー」

　デスマジロ。

　一抱えほどの大きさのアルマジロとネズミを足して二で割ったような外観を持つ魔物で、大量発生するとひたすら海を目指して直進する。山があればその強固な爪と物量でトンネルを掘ってぶち抜き、街や村があれば城壁をぶち抜いて蹂躙していく。なかなかに素早い上に体の各所に鱗うろこに覆われた強固な皮膚を持ち、殺すのもなかなか容易ではない。ちなみに強固な背面部の皮と強固な爪は武具の材料としての需要があるが、その流通量は少ない。

　何な故ぜかというとこのデスマジロという魔物、強力な呪いをその身に宿しているのだ。デスマジロに嚙かみ付かれたり、引っかかれたり、あるいは死体に触ったりすると呪われる。呪われると二日から五日程で寒気や倦けん怠たい感、高熱を発し、最終的には全身が黒い痣あざだらけになって死んでしまうのだそうだ。この呪いは呪いにかかった者の近くにいると広がるらしい。

　というか、これは間違いなくアレじゃなかろうか。いや、異世界だから全くの別物かもしれないけども。

「それ、呪いというか感染症ですよね？」

「あら、やっぱりわかるのねー。やっぱりマリアちゃんと同じ……」

　俺の言葉にイルさんは俯うつむいて考え込む。マリアって誰だ？　俺と同じ？

「とにかく、そんな状況でねー。一次防衛線は足元を掘って通過されて、二次防衛線にデスマジロの群れが到達したことで発覚したのよー。既にクロンから増援を送ったんだけどー、最初にデスマジロの群れにぶつかるトーミセ村への連絡と避難は十中八九間に合わないのねー。増援はトーミセ村の後方、リゼロッテに送ったんだけどー」

「つまりトーミセ村に向かって事態の収拾に当たれってことですかね」

「そうなのー、お願いできるかしらー？　あと、城の倉庫に村の復興に使う物資を用意してあるから、それも持って行ってもらえるかしらー？　トーミセ村への地図なんかも一緒に用意させてるわー」

「わかりました、現場に急行します」

　頷うなずいてその場を後にする。

　イルさんの采さい配はいはまぁ、妥当だろう。二次防衛線を突破され、後は蹂躙を待つばかりのトーミセ村ではなく、その後方に増援を送って被害を食い止める。俺が万が一断っても、村一つの犠牲で多くの人を守れる。一を見捨てて百を救うというわけだ。実に現実的な判断だ。

　今回は俺がいるから、トーミセ村を見捨てずに済むわけだけどな。

　俺はこの二日間で何度か通った城の倉庫へと迷わず足を向け──ずに、イルさんの執務室から出るなり転移魔法で一気に飛ぶ。そこそこ距離があるんだよね、イルさんの執務室からだと。

　イルさんは城の倉庫と言ったが、正確には城の敷地内にあるミスクロニア王国軍本部の物資集積場である。

　ミスクロニア王国軍ではモールス信号のような暗号を使って簡単な文章をやり取りできる簡易通信魔動具を採用して情報通信ネットワークを構築している。空飛ぶ島の話で某大佐が飛行船で使ってたツー、トントンってやつな。

　これだって運用コストが安いわけじゃないらしいが、映像と音声をやり取りできる通信魔動具に比べたらそのコストは非常に安い。馬などによる伝令よりも伝達速度も遥はるかに速いし、何より伝令が魔物に襲われる心配もない。

　馬車に取り付ける整地装置を用いた高機動部隊の編成、高度な兵へい站たんシステム、情報通信ネットワークの構築と運用、そして呪いと言われていた現象を感染症と断定する知識。やはりミスクロニア王国には俺と同じ『別の世界』から来た人物の存在が感じられる。

「マリア、か」

　イルさんが漏らしたマリアという名の人物には十分に注意するべきだろう。できれば敵対したくないものだが、さて。




　　　　─☆★☆─




「そろそろ見えてくるかな」

　凄すさまじい速度で流れていく景色に目をやってから向かう先に目を凝らす。トーミセ村はクロンから馬車で一週間程の場所にある、そこそこ規模の大きな村であるらしい。俺が超音速で飛ぶと三十分もしないで着くけど。

　元冒険者が国の許可を得て作った開拓村で、海にも近い。行く行くは港を作って交易の拠点にする予定なのだとか。ただ、最寄りの都市であるリゼロッテとの距離がそこそこある上に道が険しく、開発は遅れ気味だという。近くに良質な石材を入手できる場所がないのが厳しいらしい。

　それなら土魔法使いでも派遣してやれば良いんじゃないかと思うが、土魔法使いは結構な高級取りらしく、少し大きい程度の村ではなかなか雇えないのだとか。

　今回復興物資として持たされた物資はかなり多いが、中でも石畳の敷設に使うための敷石の量が半端じゃない。もうらめぇ、入らないのぉって言ったのに噓をつかないでください。まだまだ入るでしょう？　とか言ってじゃんじゃん敷石を追加してきた王国軍兵站担当の鬼畜眼鏡め。奴の顔は覚えたので、そのうち何か嫌がらせでもしてやろうと思う。

　そんな感じで鬼畜眼鏡をやり込める作戦を考えているうちに村らしきものが見えてきた。

「チッ、間に合わなかった！」

　トーミセ村は既に黒い濁流に吞のみ込まれていた。いや、よく見れば石造りの建物に立て籠こもって抵抗しているようだ。だがその建物もデスマジロの強力な爪と物量が相手ではそう長くは保もたないだろう。

　極大爆破で村ごと魔物を吹き飛ばすわけにもいかない。俺はストレージから神しん銀ぎん棍こんを取り出し、目を見開いた。石造りの建物に群がるデスマジロ達を残らず捕ほ捉そくし、神銀棍を掲げて魔力を集中する。

「魔弾！　魔弾！　魔弾！」

　視界に捉とらえたデスマジロ達に向かって上空から魔弾マジツクミサイルを連続で放つ。雨のように降り注いだ魔弾は石造りの建物に爪を立てるデスマジロだけでなく、その周辺にいる個体も貫いた。

　しかし上空からの魔法攻撃に気づいているのかいないのか、デスマジロ達の行進は止まらない。石造りの建物の周りを掃除しても、すぐにまた新しいデスマジロが建物へと取り付いていく。

「くっそ、まずいな」

　あの石造りの建物がいつまで保つかわからない。とりあえずあの建物をこれ以上攻撃されないようにしないと駄目だな。降りてって結界を張るしかないか？　いや、それだと狙うための視界が……そうだ！

「土槍嵐舞ジヤベリンストーム！」

　剝むき出しの土である村内の道から大量の土の槍を生成し、石造りの建物を囲うようにどんどん突き立てていく。石造りの建物に取り付いているデスマジロどもを穿うがち、押し潰つぶし、嚙み砕いて魔法で強化された土の槍が防護壁になっていく。

　これならデスマジロ達を迎撃しつつ石造りの建物の防御力を上げられるというわけだ。まさに一石二鳥、俺冴さえてる！　村内の道が見るも無惨な状態になってるけどな！

　土の槍でできた壁に行く手を遮られたデスマジロ達が土壁に向かって爪を振るい始めるが、残念ながら俺の魔力で強化された土の槍は普通の岩石よりも丈夫だ。時間さえ稼げれば後はどうとでもなる。
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「ありがてぇ……ありがてぇ……」

「なんまんだぶなんまんだぶ……」

　どうしてこうなった。

　向かってくる大量のデスマジロを純粋魔法の魔砲マジツクカノンで薙なぎ払い、抜けていったデスマジロ達も追いかけて殲せん滅めつした。そしてトーミセ村に戻ってきて、デスマジロの死体をストレージに収納して掃除し、ボコボコになった村の道路を土魔法で整備してあちこち浄化をかけ、傷病者達をまとめて癒し、イルさんから預かってきた復興物資を渡し……あ、これ救世主だ。

「いや、拝まれてもだな……とりあえず、デスマジロの死体は根こそぎ片付けたし浄化もかけたから大丈夫だと思うが、さっきも言ったように面倒でも衛生管理をしっかりしてくれ。数日で王国軍も来ると思うから、彼らの指示に従うように」

　異世界でもなんまんだぶって言うんだな。詳しくは知らんがあれ、元は南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつだろ？　もしかしたら言語の自動翻訳機能的な何かがバグってるのかもしれん。あまり深く気にしないでおこう。

「それじゃ俺はこれで」

「おう、まぁ待てや」

　ぐわしっ、と凄すごい力で肩を摑つかまれる。振り返ってみると、俺の肩を摑んでいる厳つい爺じいさんがいた。筋骨隆々、左目や頰に刀傷があり、髭ひげはぼうぼう。いかにも山賊ですと言わんばかりに毛皮のチョッキを身に纏まとい、腰には見るからに野蛮な斧おの。どう見ても山賊の頭とかそういう類の人です、本当にありがとうございました。

「村を滅亡の危機から救ってくれた恩人をもてなしもせずに帰らせちゃあトーミセ村の名折れってやつだ。せめて昼飯くらいは食って行ってもらうぜ」

「ああ……ご馳ち走そうになっていくよ」

　別に爺さんの強こわ面もてに屈したわけではないが、ここで断るのも逆に失礼だろう。別に悪意があるわけじゃなし、もてなしを受けるくらいは問題無い。無いよな？

　強面の爺さんの名前はザトルといった。その昔は『隻眼のザトル』として名の知られた冒険者で、このトーミセ村を作った三人の冒険者のうちの一人らしい。

　冒険者時代に稼いだ金とコネでこのトーミセ村を拓き、ここまで大きくしたのだそうだ。現在の人口は二百三十人ほどらしく、最初の三人の冒険者で生き残っているのはこのザトル老だけらしい。他の二人はこの村に呼び寄せた家族や子供達に囲まれて寝床の上で大往生だったとか。

「俺もついに死に場所を得たかと思ったんだがなぁ」

　そう言いながら凶悪な笑みを浮かべるザトル老。いや、なんか全然死にそうに無いぞこの爺さん。デスマジロに齧かじられても気合とかで感染症を跳ね返しそうなんだが。

　今回の魔物の襲撃において、住民の大半は石造りの建物やその地下に避難しており、死傷者は若干名にとどまったようだ。住民が避難するために時間稼ぎをした者や逃げ遅れた者など数名が犠牲になったようだが、彼らはすぐに荼だ毘びに付した。デスマジロに殺された彼らの死体は伝染病の感染源になりかねないためだ。

　ちなみにこの爺さんもデスマジロの足止めをしたそうだが、周りの人間を逃にがす殿しんがりを務めて無事に生還したらしい。流石さすがは老いたとはいっても二つ名持ちの冒険者だ。

「もう、お爺ちゃん！　縁起でもないこと言わないでよ！」

　もてなしの料理を運んできた娘さんがぷりぷりと怒りながらザトル老を窘たしなめる。

「おお、アマンダ。どうだお前、この勇者サマとくっつかんか？　こいつは魔法も達者で腕っ節も強い、王妃様の覚えもめでたいと三さん拍びよう子し揃そろった優良物件だぞ！」

「へっ!?　いや、その、そりゃ悪くはないけどさ……」

　ザトル老にあまりにも突然な話を振られてモジモジするアマンダさん。アマンダさんは鮮やかな赤毛をポニーテールに結い上げた美人さんだ。村娘風の衣装に身を包んでいるが、スタイルもいいし、ドレスでも着せたら映えるんじゃなかろうか。それよりもビキニアーマーとかが似合いそうだけど。今も手斧を腰に下げてるしな！　斧系美人さんである。

「いや、俺には嫁さんいるし」

「別に構やしねぇだろ。冒険者なら行きずりの関係なんてのも珍しくねぇしな。ほら、そこらの茂みでズッコンバッコンしてこいよ。俺が許してやっからよ。あ、この茣ご蓙ざもってくか？」

「あんた年頃の娘さん前にして何言ってんの!?」

「ああ、養育に関しちゃ心配しなくていいぞ。うちにゃまだそれなりに蓄えがあるしな。お前さんほど魔法も腕っ節も達者な男の種なら生まれてくる子供もさぞ才能があるだろ。村全体で育てるから心配すんな。なんならもう二、三人種付けしていくか？　確か未婚の娘があと二人と、今回ので未亡人になったのが──おーい、ちぃっとこっちこいや！」
















　おいやめろ馬鹿。人を呼ぶな、話を広めるな！　やめんかこのやり手ジジイ！　えっ、ちょ……やばい囲まれた！　ぎゃー！　どこ触ってんだ!?　ＹＡ！　ＭＥ！　ＲＯ！
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「タイシさん」

「はい」

「私達以外の女の人を抱きましたか」

「……抱いてはいない」

「そうですかありがとう。首の後ろのキスマーク凄いですね」

「えっ!?」

　馬鹿な、確実に消し──ハッ!?

「他の女の匂いがします」

「いけない暴れん棒にはお仕置きが必要ですね」

「ドゥンドゥン行きましょう！」

　違うんです不可抗力なんですむしろ被害者は俺なんですお願いします助けてくださいなんでもしますから！　俺は無実だぁー！




　　　　─☆★☆─




「タイシくん、事件よー」

「今日もですか……」

　無実の罪でマール達に弄もてあそばれた翌日、イルさんの執務室に出仕するなりまた昨日と同じ事を言われた。思わず嫌そうな声を出しても仕方あるまい。俺許される。

「西部の方で地虫の群れが街道をズタズタに寸断しちゃったのよー。カレンディル王国やゲッペルス王国からの隊商が多く通る大動脈なのー。タイシくん、土魔法得意よね？　パパッと行って直してきてくれないかしらー？」

　地虫というのは超巨大ミミズのような魔物である。普段は地下深くに棲すんでいて人を襲う事はあまりないようなのだが、稀まれに今回のように地表近くまで出てきて悪さをするそうだ。今回も人的な被害は殆ほとんど無かったようなのだが、狙ったかのようにかなりの広範囲にわたって主街道を破壊されたらしい。

「また道ですか……まぁ道は大事ですよね。経済的にも軍事的にも」

「そうなのよー。現地のデュメリ子爵が既に復旧作業に着手しているから、その支援をお願いするわー。これ、紹介状ねー」

　そう言ってイルさんは俺に一通の封書を渡してきた。きちんとイルさんの封ふう蠟ろうで閉じられているから、正式な通達書扱いになるのかね。

「デュメリ子爵はー……所謂いわゆる王権派というか、王家寄りの立場だからー、邪険にはされないはずよー。きっと上う手まくやれば歓待してくれると思うからー、今後のコネ作りのためにもしっかり歓待されてきてねー」

「む……わかりました。今日は支援物資とかは受け取らなくても大丈夫ですか？」

「大丈夫よー」

　イルさんが言うにはデュメリ子爵は『商爵』とあだ名が付けられるほどの有力な商人でもあるらしい。傘下にいくつもの商会を収める大商人だとか。大商人の歓待か……どんな食べ物が出てくるのだろうか。今から胸が熱くなるな。

　イルさんに別れを告げてデュメリ子爵領へと飛ぶ。文字通りの意味で。昨日は酷い目に──いや、酷い目ではないか……？　良い思いもしたし……いや、でも最終的には酷い目に遭ったよな。うん。今日はそうならないように気をつけよう。

　断固とした態度で。断固とした態度で臨むのだ！　ハニートラップになんて、絶対負けない！

　これはあれか、フラグという奴だろうか？　いいや、大丈夫だろう。俺は同じ失敗を二度繰り返す男ではないのだよ。




「勇者様、どうか御慈悲を……」

「待て、落ち着け。話せばわかる」




　はい、絶賛ハニートラップ発動中です。タイシです。

　いや、街道の補修はすぐに終わったんですよ。昨日トーミセ村で試行錯誤したのが早速役に立った。広範囲、長距離の整地はもうお手の物だ。流石に魔法で石畳を作り出すことはできないから適当に均ならして後は敷石を敷き詰めるだけの状態にしただけだが、魔法で固めてあるからそう簡単には崩れない。その上しっかり水は吸収する。この絶妙な調整には昨日かなり苦労したぜ。

　とっとと仕事を終わらせた俺はデュメリ子爵の館に招かれて歓待され、美う味まい料理に舌鼓を打った。ツヤツヤの炊きたてご飯に山海の珍味、腕の良い料理人達が腕を振るった料理の数々は正に美味の一言。海の魚なんかはなんと今朝水揚げされた物を飛ひ竜りゆうを使った航空便で運んだ物であるらしい。デュメリ子爵の美食にかける執念が窺うかがい知れる。

　で、食後の午睡を勧められて部屋に案内されたところで。

「勇者様、お願いします。勇者様に御慈悲を頂けなければ家族が路頭に迷ってしまうのです」

「えー……意味わかりませんがな。どうしてそうなるん？」

　柔らかなベッドでウトウトとしかけたところで部屋付きのメイドさんが俺の寝込みを襲ってきた。俺としては意味不明すぎて困惑するばかりである。そりゃエセ関西弁も出るわ。

「デュメリ子爵からの命令で……私の家族や親族がデュメリ子爵の下で働いていて、言われたとおりにしないと家族や親族が路頭に迷ってしまうんです」

　ヨヨヨ、と胸の上で泣き崩れるメイドさんに俺は半目で疑いの眼差しを向ける。ついでに鑑定眼を発動する。





　【名前】レピア＝ドゥ＝デュメリ




　【レベル】４

　【スキル】礼儀作法２　詐術１　交渉術３　懐柔２




　【称号】ハニートラッパー　自由奔放　デュメリ子爵家次女

　【賞罰】なし






　思いっきり作り話じゃねーか！　つかこの子、デュメリ子爵の身内じゃんか！

「見え見えの噓を吐つかんでください、子爵家次女のレピア＝ドゥ＝デュメリさん」

「あら……本当に鑑定眼をお持ちなんですね。勇者様、私と組んで商会を立ち上げません？　鑑定眼持ちが身内にいるとすごく助かるんです」

「この子開き直った!?　いやいや、とりあえず降りてくれよ」

「勇者様が手て篭ごめにしてくれるって言うまで絶対離れません」

　そう言ってレピアが両手両足を使ってガッシリと抱きついてくる。おおう、体のあちこちに柔らかいものが！　いい匂いするし──おい、体を微妙に揺すってまずいところを刺激するんじゃありません。

「オーケーオーケー、落ち着こうじゃないか。そもそもなんで俺にハニートラップなんて仕掛けるんだよ。わざわざそんな事しなくてもちゃんと誠心誠意頼み込んだり、お互いの利益を提示して協力態勢を築くなり穏当な手はいくらでもあるだろ」

「肉体と血の繫つながりの方がより強固ではないですか」

「なるほど……だが俺にはマーリエル王女やティナーヴァ王女という二人の美姫がいる。俺は彼女達に誠実でありたい。だから君を抱くことはできない」

　とは言うものの、俺に抱きついてじっと顔を見つめてくる彼女もかなりの美人だ。アッシュブロンドの髪の毛はよく手入れされているのかキラキラと輝いているし、ちょっと吊り目気味だけど顔立ちも整っている。そしてフラムに匹敵するおっぱいも俺的に高ポイントである。印象としては銀色の女め豹ひようといったところか。猫耳と尻しつ尾ぽがあったら満点だったな。

「む、勇者様は私じゃ役者不足だと？　これでも自分の容姿には自信がある方なんですが」

「いや、君も大変な美人だとは思うけどな……というか本音を話せ。俺は噓吐きは嫌いだ」

　絡みつく手足を無理矢理引き剝はがし、ベッドから退避する。ベッドに放り出された形になったレピアは不満げな表情でこちらを睨にらみつけてくる。睨まれても困りますがな。

「このままでは近いうちに婚約者を決められてしまうのです」

「んん……？　それが俺となんの関係があるんだ」

　俺はベッドから少し離れた椅子に腰掛け、足を組む。レピアもベッドに腰掛け直し、俺と正面から対たい峙じした。レピアが強い意志の光を宿す瞳ひとみをこちらに向けてくる。

「私は普通に婚約して、普通の貴族の奥方になるのは嫌なんです。婚約前に傷物にされればそうそう貰もらい手なんてつきませんし、その相手が今話題沸騰の魔王ともなればなおさらです。私は、そうして稼いだ時間を使って自分の商会を立ち上げたいのです」

「それあれだよね。俺完全にとばっちりというか、君の都合に巻き込まれるだけだよね？　俺になんの得もないじゃん。ていうか俺もう魔王扱いなの？」

　俺としてはレピアに利用される件よりミスクロニア王国内で魔王として定着してるっていうサプライズの方が気になるわ。

「得はあります。私にはミスクロニア王国内の広い範囲に伝つ手てがあります……それも貴族と取引をするような高級商人との伝手です。勇者様──タイシ様は大樹海、あの魔境を切り拓いて人が住めるようにするのですよね？　大樹海で手に入る魔物の素材や貴重な薬草を売り捌さばく伝手があれば、必ず貴方あなた様の大きな力となるでしょう」

　レピアの話を少しばかり検討してみる。

　そう言われれば確かに俺はカレンディル王国の商業ギルドには伝手があるが、ミスクロニア王国にはそういった伝手はない。イルさんに頼めば如い何か様ようにもしてくれる気はするが、あまりイルさんに借りを作りたくないのも確かだ。今もそうだが、どんな厄介ごとに巻き込まれるかわかったものじゃない。

「ふむ……一理あるが、その言葉が真実だとどう証明する？　俺はお前さんと会うのが初めてで、お互いに信頼関係もない。その上お前さんは自分の願いを叶かなえるためという身勝手な理由で俺に迫ってきた。しかも噓を吐いて、だ。そんな相手をどうやって信用すればいい？」

「そ、それは、だって、もう……後がなくて……」

　レピアはそう言ってさめざめと涙を流し始めた。おい、それは反則だろう……。

「タ、タイシ様にご迷惑をかけることは……ひっく、わかってます……身勝手な行いだということも……そ、それでも私は夢を諦あきらめたくないのです……」

「お、おい……」

　レピアの行動に思わず呻うめき声をあげる。

　それは見事な土下座だった。メイド服姿の美女が涙に身体からだを震わせながら、床に頭を擦り付けるように土下座をしている。

「どうかお願い致します……この身を抱いてくださらないのであれば、この手で純潔を散らします。ご迷惑をおかけする分、必ずお役に立ちます……どうか、どうか私の後ろ盾となってくださいませんか。この身、この心、全て貴方に捧ささげますので、どうかこの通り……」

「あー……」

　汚いというか、えげつねぇ……これ、自分自身を人質にした脅迫じゃねぇか。なんというか正直面白くない。ハニトラ仕掛けて泣き落としに持ち込めば大丈夫なんて思われるのも癪しやくだし、こういった前例が一つ出来れば同じような案件が大量発生しかねない。ここはちょっと脅してでも諦めさせるか。

　俺は暫し考えてからストレージから一振りのダガーを取り出し、土下座するレピアの目の前に放り投げた。ゴトン、とそれなりに重量感のある音が鳴り、レピアが顔を上げる。

「さっきも言ったが、俺は噓吐きが嫌いだ。騙だまそうとしてきたお前の性根が気に食わない。自分の思い通りに行かないからって泣き落としをかけてきたり、自分の純潔やらなにやらを盾にして脅迫してきたりするその態度も気に食わないし、信頼できない」

　捨てられた子犬のような視線を俺に向けてくるのを無視し、俺は彼女に指を突きつける。

「俺に身も心も捧げると言ったな？　本当に俺に身も心も捧げる覚悟があるならそれを証明して見せろ」

「どう致したらよろしいでしょうか？」

「そのダガーで腹を切れ、胸を突け、首を搔かき切って見せろ。本当にお前が身命を賭とせるというのであれば行動で証明して見せろ」

　そう言って俺は口の端を吊つり上げ、とびきり邪悪な笑みを浮かべて見せる。

　流石さすがにこの条件は飲まないだろう。俺の噂は色々聞いているだろうが、強力な回復魔法を大っぴらに使ったのは獣人の村で負傷者を癒したのが初めてだからな。仮に俺が言った事を実行したとして自分が無事でいられるかどうかの確証はないはずだ。強烈な魔法で魔物を薙なぎ払った話や転移魔法で数千規模の戦力を移動させた話は噂として聞いているかもしれないけどな。

　つまり、彼女にとって俺の命令は死ねと言っているのと同義である。きっと実行に及ぶことはないはずだ。多分。

　仮に実行しようとしたとしても止めるけどね。流石の俺も女の子に怪け我がさせて喜ぶ類の性癖は持ち合わせてないからな。逆に、この状況下で実行しようとするだけの根性があるなら彼女の思惑に乗ってもいい。抱きはしないけど。

　どうせこの先あちこちから睨まれたり叩たたかれたりするのは決まってる。行く先々の娘を食い散らかしてるなんて悪名が一つ増えたところでそう変わらんだろう！　何より、この娘の言うことが実現すれば領地にとってプラスに働くのは間違いない。ダメだったら返品するだけだし。

　そんな事を考えながらレピアの様子を見ていると、彼女は放り出されたダガーを震える手で拾い上げた。刀身を鞘さやから引き抜き、その切っ先を自分の喉のどに向ける。緊張のためか、汗が頰を伝って滴り落ちるのが見える。

　暫しの時間が流れる。それは三十秒だったか、一分だったか、それともほんの十秒程の時間だったかもしれない。レピアが軽く息を吐き、俺の目をキッと見据えた。あ、これヤバイ。

　咄とつ嗟さに俺はレピアとの間合いを詰め、ダガーを持つレピアの手を左手で押さえながらレピアの喉とダガーの切っ先の間のごく狭い空間に右手を滑り込ませた。鋭い切っ先が俺の掌を僅わずかに刺し、痛みを感じる。こんなに鋭い刃物の切っ先でもこんなものなのか。今更ながら、自分の身体の異常さに軽く戦せん慄りつする。ザックリと行くのを覚悟していたんだけどな。

　俺は動揺を悟らせないように努めながらレピアの手からダガーを取り上げ、それを後ろに放り投げた。ああ、もう。めんどくさい奴に絡まれたもんだ。

「あんたなぁ……本当にやるかね。もうちょっとこう、命を大事にしろよ」

「止めてくれるって信じてただけや。ちょっと漏らしそうになったけどな」

　そう言ってレピアは未だ汗の滴る顔ににんまりと笑みを浮かべた。急にエセ関西弁になったぞ、この女。こっちが素か。

「そのクソ度胸があれば俺なんかに頼らなくても家出するなりなんなりやりようがあるだろうに。なんでまた自分の尊厳だの命だのまで賭かけて俺に擦り寄ってくるかね」

「そらそうやけど、どうせ賭けるならより利益が見込めて勝率の高い方に張るのが賭けっちゅうもんやないの。それに実際に会ってみたらあんた結構好みやったし」

「さよか。俺はあんたのことあんま好きじゃないけどな。噓吐きだしめんどくさいし」

「そう言わんといてや。これでもうち、結構尽くすタイプやで？」

「お前ね、逆の立場になってみ？　招かれた屋敷で歓待されて、食事を楽しんで、食休みに案内された部屋で昼寝しようと思ったらその家の同年代の異性が寝込み襲ってきて無理矢理既成事実作ろうとしてきたんだぜ？　これ、貴族の間じゃ何の問題にもならないのか？　もし俺に娘や息子がいたとして、そんなことされたら俺は間違いなく一族郎党皆殺しにするね。それと俺の婚約者はこの国の第一王女と第二王女なわけだが、その辺も問題になるんじゃね？」

　冷静な俺の指摘にレピアの顔から急に血の気が引き、ダラダラと脂汗のようなものが流れ始めた。ですよねー。まぁ本人的には乾けん坤こん一いつ擲てきの勝負だったんだろうけど、俺が流されずに冷静になっちゃうとこれはもう壮大な自爆にしかならない。

「えーと、堪忍して？」

「堪忍する理由が全く無いわけなんですがそれは」

　この人騒がせなうっかりさんをどうしてやろうか。首根っこ捕まえてデュメリ子爵に突き出してやるのも良いんだが、それではお詫わびにと奴隷として押しつけられるのがオチのような気がする。何というか、作為的なものを感じるんだよな。

　俺がレピアの色香にヤられて手を出せばデュメリ子爵は俺との縁を手に入れることができる。しかも俺としては輿こし入いれ前の娘を傷物にしたという負い目付き。第二のティナ状態である。

　俺がレピアに手を出さず、今レピアに告げたような論法でクレームをつけた場合、デュメリ子爵は何も知らなかったという体でレピアを叱責して謝罪代わりにレピアを奴隷化して俺に押しつけるんじゃなかろうか。その後で不束ふつつかなアホ娘ですがお願いしますと言って俺が受け容れればよし、受け容れなかったらレピアを適当に『処分』する話で同情を誘う、それでも受け容れなかったら他の方法──金銭や利権で代替する。流石にどれも受け容れず暴れるってわけにもいかないから、どれかは受け容れる形になるだろう。

「ちっ、めんどくせぇ……もう帰るかな」

「えっと、うちは……？」

「知らんがな。そもそも、なんで俺がお前らに振り回されなきゃならんのよ？　あー、めんどくさくてイライラしてきたなぁ。もう魔王呼ばわりされてるみたいだしマジで魔王になっちゃおうかなー。手始めにこの辺一帯サクッと更地にしていい？」

「ほんとにごめんなさい許してください」

　レピアが見事なＤＯＧＥＺＡを決める。さっきも見たけどね、それ。連続で見るＤＯＧＥＺＡほどありがたみというか、効果の薄れるものもなかなかないよね。まぁいいや、一番都合の良さそうな方向に持って行こう。
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「ただいま戻りました」

「あら……早かったわねー」

　デュメリ子爵家で色々と『お話』を終えてきた俺はさっさと転移でミスクロニア王国の首都、クロンまで戻ってきた。で、早速イルさんに苦情を言いに来た。

「イルさん、今回みたいなのはこれっきりにしてください。俺に妾めかけだの愛人だの宛あてがうなら、ちゃんと俺とマール達に話を通した上でやってくれませんか」

「あらー？」

「惚とぼけてもダメです。デュメリ子爵とその娘に関しては徹底的に脅迫してしめあげて全て吐かせてます。言っておきますが、俺は裏切りに類する行為が大嫌いです。一度裏切った相手は絶対に信用しません。そして今、俺はイルさんに裏切られたと思っています」

　結論から言えば、デュメリ子爵家の一連の行動はイルさんの指示によるものだった。イルさんから預かってデュメリ子爵に渡した紹介状がデュメリ子爵への指示書でもあったのだ。

　つまり、イルさんはカネや女や美食で俺を操れるかどうかを試したわけだ。それらに対する欲が全くないというわけではない。俺は聖人君子じゃないからな。

　だが、嵌はめられるのは面白くない。

「ごめんなさい。タイシ君を罠わなにかけて試すような事をしたのは事実よ。謝るわ」

　イルさんはそう言って立ち上がり、俺に深く頭を下げた。

「ただ、そうやって貴方のことを計ろうとした理由に関しては慮おもんぱかってはくれないかしら？　私は──ミスクロニア王国は貴方あなたという強大な存在をどう扱っていいものかわからないというのが本音なの。どんな思想を持っているのか、何を信じているのか、何を目的としているのか、どうすれば機嫌を取れるのか、逆にどうしたら機嫌を損ねるのか……そういった事を知りたいの」

「うーん、普通に接してくれればいいんじゃないですかね。ちゃんと腹割って話してくれれば良いですよ。別に好き勝手に無体を働くつもりはありませんし。俺が規格外の力を有している事は確かでしょうが、俺だってただの人ですよ。自うぬ惚ぼれでもなんでもなく、俺は一国家を傾けさせられるだけの力を持っているんでしょうが、自分一人で生きていけるわけでもありません。美う味まいものを食いたいですし、人間らしい生活を送りたいわけです。だから可能であれば国を相手に戦うだなんてことはしたくありません。あちこち蹂じゆう躙りんして、奪えるものを奪い尽くして、国を滅ぼした先に荒野しか残らなかったら人間らしい生活なんて出来なくなるでしょう？　流石にそれは俺の望む所じゃありませんよ」

　俺の言葉を反はん芻すうしているのか、イルさんは暫しばらく考え込んだ。そんなに難しい事かね？　ヒャッハーして殺して奪いまくって生産者が全滅して供給が無くなったら俺も困るから、そんな無体はしないよっていう単純な話なんだけどな。この物言い自体がかなり不ふ遜そんなものであることは自覚しているが、結局の所物資にせよ暴力にせよ、世の中『持っている者』が勝者なのだ。

「ありがとう、タイシ君のことはよくわかったわ。これからは貴方を嵌めるような真似はしないわ。正直に全て話すことにする。それで、許してくれるかしら？」

「ええ、勿もち論ろんですよ。お義か母あさま」
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「ということになったわけですよ」

「あー、ママのアレはもう病気みたいなものなんですよね……すみませんタイシさん、許してあげてください」

「ミスクロニア王国の王妃様の……辣らつ腕わんぶりはカレンディル王国でも有名ですね」

　フラムさん、今言葉を選んだね？　本当は女め狐ぎつねとか呼ばれてるんじゃないのか。

「ところでタイシさん。今日も他の女の匂いがしますよ？」

「こわっ!?　マールさん鼻良すぎじゃね？」

「むー……私はまだよくわかりません」

「私もわかりませんね」

　ティナとフラムも俺に抱きついてスンスンしている。おい、お前らやめてください。一応帰ってきた時に浄化したから汗臭くはないと思うけど気になりますから。

「今日救援に行ったデュメリ子爵家の令嬢に襲われかけてな。だが今日は貞操をしっかり守り通してきたぞ。褒めてくれ」

「ああ、商爵の……そういう事を躊躇ためらいなくやってきそうな手合いですね。結局どうなったんですか、そっちは」

「ああ、領地を開拓して商売の伝つ手てが必要になった時に五年契約で領地で働いてもらう事にしたよ」

「あの……五年経ったらどうするんですか？」

「え？　領地に帰るなり留まって商売続けるなり自由にしてもらうつもりだけど」

「その方、確か十八歳くらいだったと思うのですが……五年経ったら二十三歳ですよね。タイシ様が側室にされるのですか？」

「えっ？」

「えっ？」

　ティナが何を言っているのかわからない。なんで俺が側室に貰もらう話になるんだ？

「タイシさん、子爵家の娘で十八歳だと既に嫁いき遅れに片足を突っ込んでる頃合いですよ。二十三歳となれば完全にどっぷりですね。タイシさんがその期間を拘束するとなると、もうその辺は暗黙の了解になります、貴族の世界では。貴族の子女は成人する十五歳で嫁ぐ事が多いですし、下手すると初潮が来ると同時になんてこともあるんです」

「な、なんだってー!?」

　え、あれ？　俺もしかして体の良い労働力確保うっしっしとか思ってたけど、盛大に自爆してた？

　うわぁぁぁぁぁぁ！　意味ねええぇぇぇぇぇ！

「ちゃうねん。これはな、ちゃうねん。そんなつもりやなかってん」

「これは一度みっちりとお話した方が良いですね……」

「私もお手伝いします」

「あの、タイシ様……失敗は誰にでもありますよ」

　マールとフラムが何やら話し合いを始め、ティナが俺を慰めてくれる。




　この後滅茶苦茶勉強した。







　　　第二話　～女勇者は腐った果実の匂いがしました～







　東で魔物由来の伝染病が発生すれば、大量の救援物資を抱えて現地で魔物の殲せん滅めつと傷病者の治療を行う。そして現地の爺じいさん婆さんに拝まれたり、孫娘を差し出されたりする。

　西で魔物の群れが街道を寸断、破壊したという報告が上がれば、現地に飛んでいって魔物の殲滅と街道の修繕を行う。そして現地の領主に歓待され、自分の娘を嫁にどうかと差し出される。

　南でミスクロニア王国軍が敗走したという急報があれば、現地に飛んでいって魔物の殲滅と負傷者の治療を行う。そして夫を失った未亡人や命を助けた女性騎士や女性兵士に迫られる。

　北でゲッペルス王国に近しい貴族が謀反を企てているという情報が入れば、現地に飛んでいって魔物の殲滅を兼ねた示威行為を行う。そして首謀者のクズ貴族が何の痕こん跡せきも残さず行方不明になる。ついでにクズ貴族に慰み者にされていたエルフやドワーフ、ラミアなどの違法奴隷の亜人女性に惚ほれられる。

　そんな感じでこの一週間を過ごした。女難ばかりだよ！　どうなってるんだよ！

　今日は今日で東の海上に現れて通商の邪魔をしている巨大なサメの魔物を倒してきたのだ。なかなか標的が見つからず探すのに時間がかかった上に、見つけてからもあの魚類逃げに徹しやがって相当苦労させられた。

　そんな俺にこイのル悪さ魔んはワンモアセッ！　とか言って更に働かせようとしてます。何なの？　俺を殺す気なの？　俺死ぬの？

　というかもうすぐ夕方だよ！　ぬわあああん疲れたもおおおおおん！

　あれですかね、第一王女のマールだけでなく第二王女のティナーヴァ王女まで毒どく牙がにかけてしまった俺を合法的に抹殺しようとしてるんですかね。でも俺の記憶が確かならティナーヴァ王女をけしかけたのはあんたイルさんと義に兄いさんですよね。

　それとも『娘が欲しくば父である俺を倒せ。というかマジでてめぇぶっ殺す』的なノリで襲い掛かってきたお義と父うさんをボコボコにしたのを根に持ってるんですかね。

「貴方あなたにとっては片手間で済む仕事でしょう？」

「俺の魔力が空になるような毎日を片手間と仰るか!?」

「帰ってきたら可愛かわいい女の子三人がかりのご奉仕が待ってるじゃない」

「あれはご奉仕ではなくて搾取ではなかろうか？」

　美女というか美少女というか、美しい女三人に寄って集たかって求められるのは男冥みよう利りに尽きるってものだが、それにも限度というものがある。いくら始原魔法を用いて翌日までに魔力を回復させるためとはいえ、ほぼ魔力が空でヘロヘロな所を三人がかりで襲われるというのはキツい。腎じん虚きよで死ぬんじゃないだろうか、俺。

「男の子は細かいことを気にしちゃダメよ。獣人達を保護できる自分だけの領地を手に入れるんでしょう？　貴方の望みを叶かなえるために必要な事なんだから、頑張りなさい」
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　イルさんに言いくるめられた俺はミスクロニア王国の首都クロンのお隣、衛星都市ミーミルを訪れていた。言いくるめられた後そのままこっちに飛んできたのだ。文字通りに魔法で空を。

　空を飛ぶのにももう慣れてきた俺の巡航速度は音速を超えている。本気を出せばもっと速く飛べるが、魔力の消費が馬鹿にならない。魔力の回復量と消費量がギリギリ釣り合うのがこの速度であり、これを巡航速度としている。

　生身でスーパークルーズ性能を有するとかいよいよ人間離れしてきたな、俺。

　ちなみにスーパークルーズというのは超音速で長時間安定して飛行できることを指す航空機の用語である。今の俺は生身で元の世界の最新戦闘機を凌りよう駕がする性能を持つのだっ！

　はい、どうでもいいですねすみません。

　で、衛星都市ミーミルを訪ねる理由は俺としては気の重い内容である。ミスクロニア王国の女勇者との会食だ。マール達は今朝からそちらに移動しており、向こうで待っているらしい。そうなると俺としてはミーミルに行かざるを得ない。汚いな、流石さすがイルさん汚い。

　この女勇者は十三年前にミスクロニア王国に現れた勇者で、本人の戦闘能力もさることながら戦争用の優れた魔動具や優れた戦術をミスクロニア王国に提供し続けているらしい。

　地面を整地しながら進むことによって馬車に不整地踏破能力を持たせる例の魔動具を考案、作成したのもその女勇者なのだとか。この発想力はこの世界の人間のものじゃないのではないかと思う。俺と同じような転移者なのではないだろうか？

　そうなると、俺とその女勇者が出会うことで何が起こるかわかったものではない。もしかしたら敵対することになるかもしれない。

　そう考えると自然と気持ちが引き締まってくる。

　そもそもこの前ボコボコにした王様おつさん以外の勇者に会うのはこれが初めてだからな……王様は『この世界産』の勇者であろうということが予想できたが、どうもこれから会う女勇者の情報からは『別世界産』の匂いがプンプンする。

　超音速で飛び始めて少しすると眼下にミーミルの街が見えてきた。中央に綺き麗れいな水場があり、星形の城壁に囲まれた美しい街だ。星形の城壁の外には深そうな水堀が備えられており、跳ね橋で街と街の外に広がる農地を結んでいるようだ。

「星形城壁に水堀……こりゃ間違いなさそうだ」

　上空に止まって街並みを観察しながらボソリと呟つぶやく。

　この世界に来てからこんな形の城壁を見るのは初めてだ。殆ほとんどの街の城壁はだいたい方形か円形で、こんな星形の城壁なんて見たことがない。

　星形城壁の利点は星形の各頂点を起点とした防御射撃で十字砲火を形成できるために防御側の火力の集中が容易である点と、曲面を用いないために死角がない点だ。

　弱点は仰角のついた砲撃や航空攻撃となるわけだが、それは城壁そのものが持つ共通の弱点である。死角がないという星形城壁の防御性の高さは城壁という建造物の完成形と言っても良いだろう。

　それがこの街にだけある意味は推して知るべしだ。
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　この街の領主である勇者邸に辿たどり着いた俺はすぐさまこの邸宅の主である女伯爵の許もとへと案内された。貴族の邸宅としては多少煌びやかさが控えめに思えるが、俺としてもあんまりギラギラしてるのは好みではないので目に優しくて助かる。

　案内された先は落ち着いた佇まいの応接室だった。毛足の長いふかふかの赤い絨じゆう毯たんに、座り心地の良さそうな上等なソファと黒く磨き上げられた木製のローテーブルがあり、その他の調度品も全てよく手入れされた落ち着いた色合いで統一されている。大きな窓から取り入れられた光が室内を明るくしている。

　一言で言えば見事な応接室だ。その見事な応接室にはドレスを着た四人の女性と、メイド服を着た数人の侍女が待っていた。ドレスを着た女性のうちの三人は知った顔である。

「タイシさん」

「お怪け我がはありませんか？」

　俺の入室に気づいたマールとティナがすぐに席を立ち、俺の側まで歩み寄ってくる。少し離れた場所には二人と同じく綺麗な青いドレスに身を包んだフラムもいた。

　マールは淡い桜色のドレス、ティナは明るい薄萌もえ黄ぎのドレスで二人ともよく似合っている。

「大丈夫、怪我ひとつないよ。三人ともよく似合ってるな、綺麗だ」

「えへへ、ありがとうごさいます」

　俺の言葉にマールがはにかんだ笑みを浮かべる。うむ、可愛い。ティナとフラムも嬉うれしげに微笑ほほえんでくれた。うむ、可愛い。

「お熱いこと。私の存在、忘れられてる？」

「すみません、マリアさん」

　呆あきれたような女性の声にマールとティナが慌てたように俺から身を離す。

　声の主、シドウ伯爵と呼ばれる女伯爵は──一言で言えば、不気味な女だった。

　髪の毛の色は俺やフラムと同じ漆黒。少しウェーブのかかったその漆黒の髪の毛を腰近くまで伸ばしている。体たい軀くには特筆すべき点は見当たらない。

　背丈は１６０㎝前後で、女性としてはほぼ平均的だ。この世界の女性としても平均的と言えるだろう。体つきも貧相でもなく、ふくよかでもなくといった具合だ。




　──ただ、その赤い瞳ひとみだけが異彩を放っている。




　血のように赤い瞳。流れ出て時間が経たち、腐ったかのような穢けがれた赤。その赤い瞳が俺に警戒心を抱かせる。どこか粘つくような視線を俺に向けながら彼女は口を開く。

「初めまして、私の名前はマリア＝シドウ。ミスクロニア王国で伯爵位を戴いただいているわ。『あなたと同じ』勇者よ。よろしくね？」
















「タイシ＝ミツバです。マーリエル王女とティナーヴァ王女の婚約者で、『あなたと同じ』勇者です。宜しく、シドウ伯爵」

　お互いに『あなたと同じ』を強調して挨あい拶さつを交わす。

　今確信した。こいつは俺と同じ世界──あるいは類似した別世界を知っている、異世界人だ。

　そう確信した瞬間、ごく自然な動作でシドウ伯爵の両手が上げられた。まるで降参でもするかのような仕草だ。

「警戒するのは仕方ないかもしれないけれど、私は貴方あなたと敵対する気はないわ。私は今の生活に満足しているし、壊されたくないからね。貴方の力を詮せん索さくするつもりはないし、私の力を教えろというなら教えてあげるわ」

　不意に俺と女伯爵の間に走った緊張にマールはあまり動じず、逆にティナはオロオロしている。フラムは鋭い目で女伯爵を見ていた。

「とりあえずね、意図としては面識を得ておきたかったのよ。基本的に勇者に対抗できるのは魔王か、同じ勇者だけだからね。貴方がどういう人物なのか知っておきたかったってわけ……まぁ立ち話もなんだし、席に着いてくださるかしら？　勇者様」

「では失礼しましょう、シドウ伯爵」

　勧められるまま席に着くと、メイド達がテキパキと動いてお茶の用意をする。お茶菓子はなんと大福だった。柔らかい餅もちの中に詰まった粒あんの優しい甘さが俺のささくれ立った心を癒す。

「私の事はマリアでいいわ……気に入ってくれたみたいね。結構苦労したのよ、それ。お餅にするのに適したお米を探したり、小豆を探したり、あんこの作り方を模索したりね。ああ、砂糖の精製もか」

　虚空を見上げながらシドウ伯爵──マリアが指折り数える。その何気ない仕草一つ一つにどこか蠱こ惑わく的で、引き寄せられるような魅力があるように思える。

「あら？　そんなに熱烈な視線を向けられたら困ってしまうわ。私は貴方のハーレムに参加する気は無いのだけれど」

「いや、そんなつもり無いから。なんつーかこう……お腹壊しそうだし」

「……ぷっ！　あはははははっ！　お腹壊しそう!?　あははははははっ！　凄すごい凄い！　貴方の直観力すごいわね！　私ね、不死身なの。身体からだを引き裂かれても、貪り食われても、焼き尽くされても細胞の一片まで消し飛ばされても死なないのよ。死ねないって言った方が良いかもね。そしてね、私の能力はノロイ還し。恨み辛みや苦痛をそのまま相手に還して害する能力よ。別にそれだけじゃないけどね」

　そうして語り始めたこの世界に来てからの彼女の体験は想像を絶する過酷なものだった。

　俺のようなメニュー機能は無いし、勿もち論ろんストレージの能力やスキルシステムもない。あるのは不死身の肉体と、ノロイ還しの能力のみ。しかもこちらの世界に来た場所が恐らく大樹海東部。

　ノロイ還しの能力とは、自分が受けた苦痛や傷をそのまま対象に還す能力。体を裂かれれば対象の体も裂け、目を抉えぐられれば対象の目も抉れる。今では対象やタイミングを任意に調整できるようになったが、当時は自らの死をトリガーとしてしか能力を発動できなかった。

　魔物に身体を貪り食われ、その結果周囲の魔物がノロイ還しで死に、その死体を狙って現れた魔物にまた身体を貪り食われる。悪夢のような日々の末にノロイ還しの使い方に習熟し、魔法の使い方を覚え、渇きと空腹、病気や毒、集ってくる虫に苦しめられながら当てもなく彷徨さまよった末になんとか大樹海を抜け、人の悪意に晒さらされながらも成り上がって今の彼女がある。

「……壮絶だな」

「今は悠々自適の貴族生活だけれどね。こんなに苦労したのに男運に恵まれないのが不満だわ」

　マリアの言葉にマールとティナがなんとも言えない表情をする。なんだろうか。

「そういえばタイシ君は──タイシ君って呼んで良いわよね？　タイシ君はエルをボコボコにしてくれたんだっけ。よくやってくれたわ。今晩の食事は期待してくれていいわよ」
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「私が住んでいたのは日本州カントウ地区ね。大きな災害があって、それに巻き込まれて死んだみたい。覚えているのは冷たい水の感触と、苦しさと、死にたくないって思いだけで具体的に何が起こったのかは覚えてないんだけどね」

「待て、日本州？　日本じゃないのか？」

「えっ？　日本は太平洋戦争で負けてステイツに併合されたでしょ？」

「なぬ？」

　お互いに頭の上にクエスチョンマークを浮かべあいながら俺とマリアは同時に首を傾げる。

「このテンプラという食べ物は美お味いしいですね」

「ミスクロニア王国では割とありふれた料理ですけど、確かにカレンディル王国では見なかったですね」

「今度カレンディル王国の料理も食べてみたいですね」

　嫁三人はそんな俺達をよそにキャッキャウフフと楽しいお食事タイムである。いや、俺もテンプラ食ってるけど。えびおいしいです。

「まぁ、異世界があるなら平行世界があってもおかしくないわね」

「期せずして衝撃の事実が判明したな」

　俺達の相互理解は早かった。俺とマリアの『元の世界』は似て非なる別の歴史を歩んだ世界なのだろう。地理条件的には似たような地域から呼び出されているっぽいが。なにか関連性があるんだろうか。

「私は死と闇の神、ヘイゲルにこの世界に連れてこられたの。なんでも元の世界で一気に予定外の人が死にすぎて処理能力がパンクしかけたから、緊急措置として別の世界に予定外の死者を『流す』ことになったんですって。すぐに死んだら帳ちよう尻じりが合わなくて困るからとりあえず不死身の身体と適当に加護与えるから後は勝手に生きろって言ってたわ」

「めっちゃいい加減だな！」

「ま、その後どうにかこうにか会うことができて、めんどくさいから私が満足するまで好きなだけ不死身にしてくれるってことになったんだけどね」

「めっちゃいい加減だな!?」

　なんというかこの世界の神は色々緩すぎやしないだろうか。

「で、まぁその時にマールちゃんのご両親と色々ね。助けたり助けてもらったり……」

　そう言ってマリアは少し寂しげな笑みを浮かべた。その視線はテーブルの上に活けられている薄紅色の花に向けられる。たしかシャイアンの花だっただろうか。クロスロードで駆け出しの冒険者をしていた頃にマールと一緒に摘みに行った覚えがある。

　なんとなく場がしんみりとしたが、その後は他愛もない雑談をして会食はお開きとなった。

　俺に宛あてがわれた部屋は屋敷の別棟で、マール達やマリアの部屋とはかなり離れている。ここの所は激務の後に奉仕と称した搾取が続いていたから骨休めとしては良いかもしれない。ちょっと寂しいけど！

　部屋に備え付けの風ふ呂ろもあったので、とっとと入ってサッパリした。残念ながらメイドさんが来てお背中お流ししますとかいうムフフイベントは無かった。

　え？　来たら？　断らないよ？　あっちも仕事だし、実際問題自分で背中流すより綺麗になるだろうし、他人に背中ゴシゴシされるの気持ち良いしね。むしろ断る意味が俺にはわからんね。

　まぁ来なかったから断るも何も無かったんだけど。くそう。

　メイドさんが夜よ伽とぎをいたしますとかいう素敵イベントもなく、早々に就寝タイムである。これは来ても流石さすがに断るけどね。別棟とはいえ同じ敷地内に嫁が三人いるのにそれは流石に不ま味ずい。修羅場ってレベルじゃねーことになります。

　ええ、俺も命が惜しいのでそういうのはお断りです。お断りなんですよ？

「どうしてこうなってる」

「寝物語でも聞かせてもらおうと思って、ね？」

　圧迫感と危険察知によって目を覚ましたら、爛らん々らんと輝く穢れた赤い瞳が俺の顔を覗のぞき込んでいた。彼女が着ているのは地肌が透けて見えるようなネグリジェだけで、その下には下着の類を一切つけていない。

　ツンと立った蕾つぼみやらなにやら見え放題である。

　ベッド脇のナイトテーブルに備え付けられた香料入りの蠟ろう燭そくがジジジ、と燃える音が聞こえる。その香料の匂いか、それとも俺の腹の上に跨またがってマウントポジションを取っている穢れた赤い瞳の主が放つ体臭か──酷く甘ったるい、腐った果実のような匂いがする。

「シドウ伯爵。何のつもりかな」

「あらタイシ君。淑女が深夜に殿方の閨ねやを訪れてすることなど決まっているのではなくて？」

「冗談はよしてくれ。さっきも言っただろ、あんたを食べるとお腹を壊しそうだ。いくら甘い香りを放っていても腐っていることが知れているものを食おうとは思わないよ」

「そう嫌わないでも良いじゃない。一度食べたら病みつきよ？」

　マリアの顔が唇が触れそうな距離まで迫ってくる。酷く甘い香りが鼻をつく。

　マリアのひんやりとした手が熱く火照った俺の身体を這はい回る。痺しびれるような快感と脱力感が俺を骨抜きにしようとする。

「止めろよ。本気で抵抗するぞ」

「……はぁ、流石に規格外ね」

　急にやる気がなくなったかのようにマリアが俺の上で身を起こした。相変わらず俺の腹の上に跨ったままだが、とりあえずの危機は脱したようだ。ぶっちゃけかなり危なかった。あれ以上なにかされそうになったら、別棟を跡形もなく吹っ飛ばす勢いで魔力爆轟フオースデトネーシヨンでもするしかなかった。

「何が目的だよ。事と次第によっちゃガチの殺し合いをすることになるぞ」

　相変わらず身体は動かないが、魔闘術で身体能力を最大まで強化すれば俺の身体を縛っている何かを引きちぎることができる。そういう確信がある。ベッドはバラバラになるだろうが、この際仕方あるまい。

「あなたの目的を聞き出そうと思っただけよ。あなた、カレンディル王国だけでなくミスクロニア王国でも随分と力を誇示しているじゃない。世界征服でもするつもり？」

「こんなことせんでも普通に聞きゃいいだろ……別にそんな意図はねぇよ。カレンディル王国で拾った獣人どもが平穏無事に過ごせる土地が欲しかっただけだ。カレンディル王国にはもう話を通してあるから、あとはミスクロニア王国に話通すだけなんだよ。その対価としてイルさんに仕事を振られてるだけだ」

「……どこに土地を貰もらうつもり？」

「大樹海だ。広大な樹海の奥地を切り拓いて街を作る」

「あの大樹海を……？」

　俺の腹の上に跨ったまま、マリアは腕を組んで何かをじっと考え始める。

　真面目な顔して考えるのはいいんですがね、意外と形の良いおっぱいとかその先っぽのアレとか女性らしいくびれのある艶なまめかしいお腹とかその下とかスッケスケのネグリジェのおかげで丸見えなんですがそれは。あと無意識なのかなんなのか知りませんけど微妙に腰揺するのやめてくれませんかね。本能的に拒絶はしてても視覚効果が絶大すぎておっきしちゃうんですが。

「いずれ辺境伯にでもして、最終的に独立させる気かしら……？」

「考えるのは部屋に帰ってからでもゆっくりしてくれませんかねぇ。あと、身体の拘束解け」

「そうね……ところで結構元気になっているみたいだけれど、やっぱりお相手しましょうか？」

　ひんやりとした手が俺に触れてくる。

「おいやめろバカ！　いいから早くどけ、こんな所をマール達に見られたら地獄の宴が始まるだろうが！」

「うん、それね？　もう手遅れよ？」

「ぎゃー!?　気がついたらもうすぐそこまで来てるぅぅぅ!?」

　ドバァンッ！　とけたたましい音を立てて部屋の扉が開かれる。

「そこまでです！」

　なんとか首を横に向けると、枕を小脇に抱えたマールが勇ましい声を上げている所だった。その後ろには枕を両腕で抱きしめながら涙目でこちらを見ているティナと、据わった目でこちらを見ているフラムの姿もある。

「マリアさん約束が違いますよ！　タイシさんには手を出さないって約束だったじゃないですか！」

「ごめんね？　どうしても聞きたいことがあったの。でも、何もしていないわ。タイシ君も紳士的だったわ。こうなってしまうのは……男の子だから、ね？」

「うひょうっ!?　ちょ、おいどこ触ってんだバカやめろ！　あ、すみませんやめてください握らないで!?」

「ギルティですね」「ギルティです」「うぅっ、ギルティですっ」

「待て！　落ち着け！　やめて！　すみませんごめんなさウボァーッ！」

　未だにマリアに拘束され続けている俺の身体は動かず、嫁三人の突撃をまともに受ける。というか誰だ、膝立てて俺の腹に落下してきたのは！　死んじゃうだろ！

「それじゃあごゆっくり。別棟からメイドは退去させておくわね」

「待てコラァ！　せめてこの身体の拘束を解け──ひえぇ！　ステイ！　三人ともステイ！」

　目が据わった三人が俺の寝間着を文字通り剝はぎ取っていく。やめて！　破かないで！　というか三人ともなんか様子が普通じゃないぞ。完全に野獣の目だ。なんだこれは。

「ほんの少しだけ欲求に素直にしてみたわ。ほんのお詫わびね」

「何余計なことしてんの!?　くぉっ!?　こ、このままでは終わらんぞおぉぉぉっ！」

　断末魔じみた俺の叫びが夜の屋敷に響き渡る。ああ、今回も駄目だったよ……。







　　　第三話　～着々と下準備を進めることにしました～







　シドウ伯爵家での騒動からさらに一週間。

　いやぁ、ひどい事件でしたね……詳細は話せないが、嫁三人の心の奥底に秘められていたものが曝さらけ出されてヤバかった。特にフラムとティナは正気に戻ってからが大変だった。

　フラムは暫しばらくの間芋虫みたいに丸まって現実逃避してたし、ティナは俺の顔を見るたびに顔を真っ赤にして逃げ出す始末である。マールだけは平常運転だった。普段から割と本能というか、欲望に忠実に生きているからだろうか。

　というかね、本当にもう一週間こき使われたよ。嫁の実家がブラック過ぎる……田舎に引きこもりたい。

「酷くね？」

「外の世界はおっかねぇなぁ。でもまぁ、因果応報って言葉もあるし諦あきらめろよ」

「俺が一体何をしたというんだ」

「綺き麗れいな嫁さんが三人も居てその上複数の女に言い寄られてるんだろ？　世の中の男どもから妬ねたみとか嫉そねみが集まってるんだよ察しろ」

　木片をナイフで削りながら狼獣人のソーンが気のない返事をしてくる。

　暖かな日差しが差し込む昼下がり。超絶ブラックな二週間の苦行から解放された俺は獣人達の村を訪れてソーンを相手に愚痴っていた。

　生活に余裕ができたからか、周りには俺達と同じようにお茶を飲みながら談笑している獣人達の姿がある。テーブルも椅子も茶を飲むカップも全て木製で、辺りに漂う木そのものの香りが心をリラックスさせてくれる。

　まぁ、テーブルと椅子はほぼ丸太なので素朴というよりは質素と言った方がしっくりくるくらいだが。

「で、今日はどうしたんだよ。まさか姑しゆうとめのいびりの愚痴を聞かせに来ただけか？」

「それもある。後はシータンとかシェリーを愛めでたり、結界のチェックをしたり、物資の在庫を見たり、村の状況を調べたりだな」

「相変わらず忙せわしないやつだなぁ……もっとのんびりしろよ、早死にするぞ」

　ソーンはそう言って苦笑いを浮かべながらテーブルの上から木き屑くずを払った。手に持っていた木片はいつの間にか花や草を彫り込んだ掌サイズの板になっていた。微妙に湾曲しているが、なんだろうか。

「上う手まいもんだな、何に使うんだ？」

「あん？　ああ、趣味の彫り物だ。シェリーにせがまれてな、髪留めが欲しいんだとよ」

「ふーん、ちょっと見せてくれよ」

　ソーンから彫り物を受け取り、色々な角度から観察する。鑑定眼で見ると『未完成の木彫りの髪留め（良質）』と表示された。完成したら普通に売れるレベルだな。

「完成させたら王都でも普通に売れるレベルの出来だと思う、すごいと思うぞ」

「そうか？」

　そう言われて悪い気はしないのか、ソーンがニヤニヤする。ソーンは二足歩行する狼──つまり狼男みたいな見た目なので、ニヤニヤすると鋭い牙きばやら何やらが見えて威圧感がある。本人は気づいてないだろうが、子供が見たら泣くな。

　ソーンを伴って備蓄倉庫に移動すると熊と馬がいた。

　見覚えのあるごっつい金棒と体たい軀く、あれはデボラだな。見た目の割に乙女チックなところがある可愛かわいいやつだ。いや、いい歳の女らしいけど。

　馬の方は確かヤマトだったか。出来る男の雰囲気を持つ馬男である。正直あまり深く接していないのでよくわからん。

「よう、調子はどうだ？」

「あら、久しぶり。良い所に来てくれたわ」

「おお、タイシ殿」

　ヤマトの手にはいつか見た帳面のようなものがあった。確か備蓄している物資を記録しているものだったはずだ。

「んーと、そろそろ一ヶ月か。物資が足りなくなって来たか？」

「今日明日どうにかなるわけではありませんが、心許なくなってきています」

「そっか、ならサクッと用意してくるかな。王都の商業ギルドに手配はさせてあるんだよ」

「そうしていただけると。それとこちらにお持ちいただきたいものが」

　ヤマトはそう言うと俺を備蓄倉庫の中に案内した。

　備蓄倉庫を埋め尽くす勢いであった物資はかなり減っていたが、代わりに村で作ったものと思しき干し肉や木の実などが増えている。他には乾燥させた植物や陶器で作られた小型の甕かめのようなものが並んでいた。魔物から剝ぎ取った素材のようなものもある。

「これは森で採れた薬草を乾燥させたもので、こちらの甕にはビッグホーネットの蜜が入っています。他には魔物から剝ぎ取った皮革や牙、爪や骨などの素材です」

「くれるなら貰うが、大丈夫なのか？」

「一方的に寄りかかり、依存するような関係は不健全です。ソーンやデボラから貴方あなたの思惑は聞いています。貴方は私達に安全と物資を提供し、我々はその対価にこういった品を納める。そうしてこそ我々の関係は健全で、かつ対等なものになるのではないでしょうか」

　ヤマトはそう言ってブルルンと鼻息を荒くした。

　確かに、全部が全部俺におんぶにだっこというのは不健全な関係かもしれん。今は大だい氾はん濫らんの影響で村そのものの生産力が落ちているから俺が支えなければ自立できなくなっているだけで、本来は自給自足が成り立っている村らしいしな。

　当面はしっかり予算を管理させて、俺と共同で村を運営していくって形にした方が良さそうだな。

「わかった。俺に納める物資の目録は勿もち論ろん作ってあるよな？」

「こちらです」

　ヤマトがそう言って俺に納める物資の目録を差し出してくる。フォーマットは前回俺が物資を持って来た時に渡した商業ギルドのものに倣ったらしい。なんて出来る馬なんだ。

「じゃあ商業ギルドで品物を引き取ってもらって、その明細も貰もらってくるとしよう。管理はお前に任せるが、良いか？」

　俺の問いにヤマトは頷うなずいた。やる気は十分のようだ。後々領地の運営を本格的に始めたらマールと相談して色々と仕事を任せても良いかもしれない。

「村の方は特に変わったことはないか？」

「平和なものよ。畑や家の修繕もひと段落して、少し余裕ができてからは活気が出て来たわ。貴方の張ってくれた結界のおかげで夜中に魔物に怯おびえることも無くなったしね。狩人かりゆうど達も行動範囲を少しずつ広げて狩猟で得られる獲物や採取できる植物や木の実も増えて来たわ」

「なるほど、良い傾向だな。さっき見せてもらったんだが、ソーンの彫刻はなかなか良い腕をしてるな。きっと街で売れると思う。余裕が出て来たならああいう売れそうなものを作ってみるのも良いかもな。必要な道具や素材があるなら用意するから話し合ってみてくれ」

　俺の提案にデボラとヤマトは頷いて答えた。俺はそれを見てから次の話題を切り出す。

「で、カレンディル王国だけでなくミスクロニア王国の了承も取り付けることに成功したぞ。なんと俺はミスクロニア王国の子爵位を戴いただいた、つまり貴族様だぜ。凄すごいだろ？」

「普通なら法ほ螺ら話だと笑い飛ばすところなんだろうがなぁ」

「タイシだものねぇ」

「確固とした地位をタイシ殿が手に入れたというのは喜ばしいことですな」

　狼、熊、馬の反応は三者三様である。まぁ一応好意的に受け取られたようだ。半ば呆あきれているようなソーンとデボラの反応は実に解せぬ。

「早速移住するのですか？」

「まさか。流石さすがに俺も魔物が跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする未開の原生林にお前らを移住させるような無理はしないよ。正式に領地と爵位を貰ってからアルケニアと話をつけて候補地を選定、俺が魔法である程度整地と開墾をしてからだな。まぁ、そんなに待たせるつもりは無いけど」

「んじゃこっちも移住に向けて人員を選んでおいた方がいいな。差し当たっては家作りと畑作りか？」

「そんなところね。護衛も必要でしょうから、狩人組にも話を通しておくわ」

　ソーンの言葉にデボラが頷く。この三人はこの村のまとめ役みたいだからな。人員の選別なんかは任せておくのが良いだろう。

　できることはできるやつに任せて楽をする。働きたくないでござる。

「じゃあそういう方向で。俺は王都で物資の調達をしてくる……前にモフモフしてくる」

「早く治るといいな……」

　ソーンが可哀想なものを見る眼で俺を見つめてくる。別にこれ病気とかじゃねぇから、正常だから。そこにモフモフした少女がいたらモフりたくなるのは世界の真理だから。
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「久しぶり、今日は随分顔色がいいな」

　モフモフを堪たん能のうした俺はカレンディル王国の首都アルフェンにある商業ギルドへと足を運んだ。

　今日も商人や冒険者、依頼者である貴族の使いらしき人々に下働きであろう少年少女など商業ギルドは人で溢あふれかえっている。

「この世の天国を見てきたからな」

　商業ギルドで半ば俺の専属職員と化しているヒューイの言葉にそう答えて俺は思わず笑みを浮かべる。

　今日は犬娘のシータンだけでなく狐娘のシェリーと羊娘のカレンもモフらせてくれた。ほぼイきかけました。もうね、ヘヴン状態でしたよ。

　エルフのメルキナに汚物を見るような目で見られたり兎獣人のパメラに生温い目で見られたりしたが、俺は気にしない。いや、パメラのあの長い耳や尻しつ尾ぽのふさふさは一度触らせてもらいたいので少し気にしよう。何かプレゼントでも持っていったら触らせてくれるだろうか。

「なんかよくわからんが突っ込まないぞ」

「おう。物資の用意は出来てるな？」

「ああ。正直集積場を圧迫してて肩身が狭いんでな、とっとと回収してくれ」

　早速立ち上がって歩き始めたヒューイの後ろをついて行き、商業ギルド裏手の物資集積場へと移動する。窃盗を警戒してなのか、集積場の周囲には厳重な警備体制が敷かれていた。

　雇われの冒険者ではなく専属の警備スタッフが警護についているのだろうか？　警護の人員は全員がお揃そろいの制服と警棒を手にしているし、動きもキビキビとしていて錬度も高そうに見える。冒険者なら普通装備も恰好もバラバラだろうし、あそこまでキビキビとはしていなそうだが。

「ああ、彼らは一応軍人だよ。街を守る衛兵と同じだ。彼らは商業ギルドの警備専属だけどな」

「衛兵、警備兵か……」

　まだ先の話だが、街を作って交易を始め、外部の人間が街に出入りし始めるとなればそういった存在は必ず必要になってくるだろう。法整備もしなきゃならないな。それに衛兵や警備兵は法律をある程度覚え、判断するためにもある程度の教育も必要になるだろう。ううむ、やるべきことは多いな。

「着いたぞ、ここからあそこまでが用意した物資だ」

「すげぇ」

　山のように積み上がった物資が商業ギルドの物資集積場のかなりの範囲を占拠していた。いったいどれだけあるんだ、これは。

「この前引き渡した物資の二十倍だ。どこかと戦争でもするつもりか？」

「そんなわけないだろ。俺が戦争するのにこんなに物資が必要だと思うか？」

「それもそうか。ならなおさらわけがわからん」

　首を傾げているヒューイをよそに俺は次々と集積されている物資をストレージに格納していく。先日受け取った物資、正規兵五十人が一ヶ月間活動できる量を一つにまとめてあるコンテナが二十個、つまり一千人分。

「まぁ未来への投資ってやつだな。ここだけの話だが、ミスクロニア王国でまともな交易路も持たない小さな村と縁が出来てな。まぁその土地を治めている領主にも了承を得て俺の租借地って形にしてもらったんだよ」

「へぇ、じゃあ将来に向けての勉強ってところか。嫁さんが第一王女なんだから、そのうち領地を運営することになるんだろ？」

「まぁな。だから今のうちに俺にゴマすっておけば後々得になるかもしれんぞ」

「平穏な生活と天てん秤びんにかけるとちょっとなぁ」

　そこは卑屈に媚こびるとこじゃないのかよ。真顔で悩むなよ。商人らしく野望と大志を抱けよ！　まぁいい、予定も詰まってるし用事をさっさと済ませよう。

「ああ、あと買取り頼むわ。その村で採れた薬草とか魔物の素材が結構有るんだ。それと取引できる商品の目録も用意しといてくれないか？　チョイスは任せるが、娯楽も何もない辺境の村で喜ばれそうなもの中心で頼むわ。次回来た時に注文するからさ」

「わかった、用意する……ってなかなか良い薬草だな。数もかなりあるし、助かるぜ。薬草は需要に供給が追いついてなくてな、品薄なんだよ」

「そうか、あとで明細をくれよな。俺は冒険者ギルドと贔ひい屓きにしてる防具屋回ってくるから、よろしく頼むわ」

　薬草やら魔物素材やらを鑑定しているヒューイにそう告げて俺は商業ギルドを後にした。次に向かうのは通りをはさんでお向かいさんの冒険者ギルドである。

「いらっしゃいませ、冒険者ギルドへようこ……ひっ」

　相変わらず受付嬢は俺を見るなり喉のどの奥で悲鳴を上げやがる。ちょっと絡んできた冒険者を一ひと捻ひねりしたり鋼鉄製のメイスを握り潰したりしただけなのに。

「おっす。前に出してた依頼、報告上がってきてる？」

「ふぇっ!?　あ、あの、あひゃぁっ!?　わったった!?」

　めっちゃテンパって書類の山を崩したりその上にインク壺つぼの中身をぶちまけそうになったりしてるんだが、大丈夫かこの子。

　ようやっと目当ての書類を見つけたのか、それを手にとって俺に差し出してきた。なになに？

「ビエット村の人々は現在新市街に建てられた集合住宅で生活中、バイソン氏は数名の老人とともに村に残り、その後の消息は不明、か」

　俺はストレージから血けつ痕こんのついた壊れたクロスボウを取り出し、銀貨２枚とビッグホーネットの蜜が入った瓶と一緒にカウンターの上に置く。

「もういっちょ依頼だ。この壊れたクロスボウと蜂はち蜜みつをビエット村の人の所に届けて欲しい。俺が直接行きたくはあるんだが、忙しくてな」

　壊れたクロスボウとビッグホーネットの蜂蜜を見ればきっとあの村の人なら解るだろう。いずれあの村に戻るんだろうか……あ、そういやソーン達が微妙に略奪めいたことをしていたな。
















　うーん、まぁ置いていったものだし大丈夫だろう。バイソンさんの遺品とビッグホーネットの蜂蜜で許してほしい。

「は、はい、承りました。あ、それと先日持ち込んでいただいた魔物ですが、悪魔族であることが判明しました」

「悪魔族？」

　ソロモン七十二柱とかそういう類のやつだろうか。あんまり詳しくないんだけど、そういうの。

「はい、召喚術師の召喚に応じて喚びだされ、使役されると言われる強力な魔物です。魔法を使う種も多く、力も強く、しかも狡こう猾かつであると言われています。召喚術師が喚びだす他には大氾濫の際に何ど処こかから湧き出てくるとか。稀まれに古代遺跡の深部で見かけられることもあるようですね」

「なんというか、ようだとか言われていますとか不確かな情報ばかりだな」

「ひっ、す、すみません！　すみません！」

「いや別に怒ってはいないからそんなに怯えるなよ。大方召喚術師の数が少ない上に目撃例が極端に少ないとかそういうことなんだろ？」

　俺の言葉に受付嬢は涙目でガクガクと首を縦に振る。

　そういうのやめてくださいませんかマジで。傍から見たらまるで俺が受付嬢にクレーム入れて泣かせてるみたいじゃないですかやだー。

「あー、んー、わかった。わかったから泣かないでくれ。納めた素材はどうなったんだ？」

「ひぅっ、あ、あの、申し上げにくいのですが、貴重なサンプルということでギルドで買い取らせていただきたく……」

「……まぁ、いいけど。いくらで？」

「さ、三体分で金貨20枚ではいかがでしょうか……？」

　は？　あの強きよう靭じんな皮膚を持つ竜魔人を入れてたったの20枚？　確かにトロールよりは小さいが、その頑丈さはトロールの比じゃなかったし、かなり良い素材になるはずだ。

　トロールでさえ一体で金貨30枚なのに、竜魔人だけでなくもう二匹いた黒い不気味な雑ざ魚こも合わせて20枚はないだろうよ。

「話にならん、上の者を呼べ！　と、言いたい気持ちがいっぱいだが俺は忙しい。それでいいからとっとと金持ってこい、はよ」

「は、はいいぃぃぃぃぃっ！」

　受付嬢が泣きながらギルドの奥へとダッシュして行く。なにやら非難の視線が向けられている気がするが、無視する。

　確かに今の俺は金持ちさ。だが、だからと言って金のやり取りで細かいことを気にしないとかそういう感じになる訳にはいかないのだ。それは間違いなく金銭感覚崩壊の序曲だからな。

　今更感もあるが、領地を運営して領民になる奴らを不自由させることなく食わせていかなきゃならんのだ。今後は財布の紐を緩めっぱなしにしておくわけにはいかない。

　最近サボってたが、一回自分の資産をしっかり把握しておくべきだな……ストレージに金貨が１６２０９枚入っているのはわかっているんだが。

　えっと、日本円換算で大体十六億二千九十万円くらいか。個人の資産としてはとんでもない額なんだろうけど、領地の運営資金としてはどうなんだろうな？

　後でヒューイとかジャック氏辺りにでも聞いてみるか。

　資金の運用に関しては専門家を雇った方が良さそうだなぁ。やり手の商人か、財務系の役人か……おそらく最初は資金の運用って言っても交易や必要な資材、物資の買い付けとかになるだろうから相場に詳しい商人が適しているかな。

　資金の多寡の件と合わせてヒューイに聞いてみよう。

　顔面を蒼そう白はくにしてチワワみたいにプルプル震えている受付嬢から金貨を20枚受け取り、その足でペロンさんの防具店に向かう。

「まいどー、ペロンさんい……る？」

「だ、だめだペロン！　その金は結婚記念日を盛大に祝うためのへそくりなんだ！」

「ええい！　うるさいよ！　あいつに出来て私に出来ないなんて業腹じゃないか！　私も神銀を作るんだ！　邪魔するんじゃないよ！」

　ペロン防具店に入ってすぐ目に飛び込んできた光景。それは金が入っていると思われる革袋を手にしたペロンさんに半泣きのリッツ氏が取り縋すがっているというものであった。

　なんだこれ、どういう状況だよ。

「だめだぁ！　そんなこと言ってまたミスリルとオリハルコンのインゴットを駄目にするんだろ!?」

「もうちょっと！　もうちょっとで出来る気がするんだよ！　私達ドワーフの悲願を横から搔かっ攫さらわれたままじゃいられないんだ！　そのためだったら結婚記念日くらいなんだってんだい!?」

　ここまで聞けば大体理解できる。恐らくペロンさんは俺が渡した神銀に触発されて自分でも作ろうと躍起になった挙句、失敗を続けて身を持ち崩しかけているんだろう。

　そこまで入れ込むとは、流石はドワーフと言うべきかなんと言うべきか……結婚記念日は大事にした方がいいんじゃないかな、うん。

「そんなこと言うなよ！　あっ!?　いいところに！　ペロンを止めてくれ！」

「来たね!?　ブツは出来てるよ！」

　涙目と明らかにイッちゃってる目が俺に向けられる。リッツ氏はともかくペロンさんの目が怖い。あれは目的のためにならなんでもやるヤバいヤツの目だ。

　というか見た目幼女のペロンさんがガタイの良いリッツ氏を引きずっている。うわようじょつよい。

「まぁブツは貰もらっていくけども……そんなに神銀の製造方法を知りたいのか？」

「当たり前だろ！　ドワーフの悲願なんだよっ!?　今まで一体何人のドワーフが神銀を創り出すために身を持ち崩してきたことか……」

　ペロンさんが無念そうにその小さくて柔らかそうな拳こぶしをグッと握り込む。ちなみに柔らかそうなあの手で粗悪な鉄鉱石を握り砕いている光景を俺は見たことがある。見た目に騙だまされてはいけない。

　しかし神銀の製造で身を持ち崩すドワーフか……まぁオリハルコンもミスリルも結構な値段の品だもんな。精製に失敗したらクズ鉱石確定だし、そりゃ身も持ち崩すわ。

「できれば神銀の製造法を……いや、これはドワーフが独力で到達しないと。でも、背に腹は代えられない……くっ！　なんでもするから教えなっ！　教えてくれるなら煮るなり焼くなり好きにすれば良い！」

　ペロンさんの言葉に俺の中の黒い部分が鎌首をもたげる。自然と口が笑みの形を作り出した。きっとリッツ氏はニタリ、と嗤わらう俺の顔に戦せん慄りつしていることだろう。

「ん？　今なんでもするって言った？」
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「あぁっ！　そんなに搔き混ぜちゃだめっ……！」

　俺の動きにペロンさんが悲痛な声で抗議してくる。しかし、俺はその言い分を無視してより一層動きを激しくした。

　室内は熱気に包まれ、ペロンさんは汗だくだ。俺はまだまだ余裕がある。レベルが違うんだよ、レベルが。

「駄目なもんか。もっと強くいくぞ、そらっ！」

「だっ、そ、そんなに乱暴にしたら壊れちまうよぉ……」

　ペロンさんはもう半泣きだ。それはそうだろう、大事な場所を俺に好き勝手に使われているんだから。だが、それを望んだのはペロンさん本人だ。よって俺は彼女の泣き言を一切考慮しない。

「これくらいで壊れるようには出来てないだろ。ほら、出すぞ」

「えっ？　あ、熱っ！　あ、あぁ……す、すごいぃ、これ凄すごいよぉ！」

　ペロンさんが感極まって恍こう惚こつとした声を上げる。目の端から涙が零れ、顔は興奮で紅潮しきっていた。だが、俺はこれで終わらせるつもりはない。こういうのは何度でも、身体からだが覚えこむまで何度でも教え込んでやるのが大事なのだ。

「まだまだ、もう一回いくぞ。お互いが満足するまで、何度でもだ」

「そ、そんな、満足するまでなんて……それじゃ今日は寝られないじゃないか。それに私の大切な場所が壊れちまうよ」

「その時は俺が責任取ってやるよ。ほら、いくぞ」

「も、もうかい？　あんなに出したばっかりなのに……あんた、底無しなんだね。素敵だよ、リッツはすぐに出し切ってヘタっちまうのに」

「俺と普通の男を比べるのが間違いだな、俺は勇者だぞ。何度でも、満足するまで出してやるよ。壊れちまうまでな」

　そして俺はペロンさんの大切な場所に──。

「うおらぁぁぁぁぁっ!?　お前ら一体ナニやっとんのじゃああぁぁぁぁぁっ!?」

　そうしていると何な故ぜか泣きながら包丁を持ったリッツ氏が鍛か冶じ場に乱入してきた。一体なんなんだ。

「えっ？　神銀の精製だけど」

　搔き混ぜていたのは精製炉で融解していたミスリルとオリハルコンだし、ペロンさんが心配していたのは俺の作業によって精製炉が壊れないかということだ。鍛冶屋にとって金属を熱したり融かしたりする精製炉は大事な場所だからな。

　とりあえず一回手本を見せたが、神銀を作り出すのには細かな温度調整が必ひつ須すなので、一回で覚え切るのは不可能だろう。だから何度も反復しなきゃならない。

　無論、そのためには何度も精製炉を稼働させなきゃならないわけだが、意外と精製炉は魔力を食う。オリハルコンを融解させるような出力では常人の魔力だと精々一日に一回か二回しか動かせない。俺の魔力は底無しだから何回でもいけるけどな。

「どうしたんだい？　昼飯は作り終わったのかい？」

「ち、ちきしょおおぉぉぉぉっ！」

　泣きながら走り去って行くリッツ氏。それを見送ってから俺はぼそりと呟つぶやく。

「夫婦の営みにあんまり口を出そうとは思わんが……いいのか、これで」

「あっはっは、あのナリで子供みたいに甘えてきて可愛かわいいんだよ。さ、真面目に続きをやろうか」

「ハイレベル過ぎるわ……まぁいいけど」

　ちょっと俺も楽しかったしな。合法ロリの姉御肌で且つ人妻でしかもドＳとか色々と属性詰め込みすぎだろう。リッツ氏もそうだが、この夫婦業が深すぎるわ。

「神銀製造方法の対価、忘れるなよ」

「わかってるよ。あんたのとこなら面白い素材には事欠かなそうだからね。ま、リッツは説得するよ。じっくりとね」

　ペロンさんはそう言ってペロリと自分の唇を舌で湿らせ、意味ありげな笑みを浮かべる。これが人妻の色気か……見た目幼女なのにドキッとした。

　こうして俺は優秀な防具職人を未来の俺の領地に誘致することに成功した。




　　　　─☆★☆─




　ペロンさんへのレクチャーを終え、その後商業ギルドや獣人の村で用を足してきた俺はさっさとミスクロニア王国へと戻ってきていた。ゾンタークに捕まると厄介だからな。あの悪人顔、未だに俺にカレンディル王国の貴族の娘を宛あてがおうとしてくるんだぜ。面倒臭いったらない。

　何事も無く無事平穏に夕食を終えた今は、だだっ広い寝室に置かれているソファで風ふ呂ろ上がりの嫁三人とベタベタイチャイチャしている。

　ミスクロニア王国は水資源が豊富なので、普通に風呂に入る文化がある。魔動具の技術も高いので、湯沸かし器などもカレンディル王国に比べると大分普及しているらしい。

　無論、王城にも浴場が多数あったりする。いつでも風呂に入り放題だ。

「うーむ……」

「どうしたんですか？」

「いや、現状に対して色々と思うところがあってな」

　ソファに座った俺の股またの間に座って俺の胸に体を預けているというベタベタ度ＭＡＸなマールさんが胸元から俺を見上げてくる。石せつ鹼けんの香りがふわりと漂ってきたりもするし、実にあざとい。ポニーテールにしている髪の毛を下ろすといつもよりもよりコケティッシュな感じになる。濡ぬれた髪の毛が実に艶なまめかしい。

「美少女の姉妹丼を食べ放題ですよ。なにか不満があるんですか？」

「お前あれだよな、自分で自分のこと本当に臆おく面めんも無く美少女って言うよな」

「はい、事実ですから」

　ドヤァァァァと全力で主張するマールの鼻を軽く摘つまんでグリグリしてやる。ふははは、良い顔だ。それにしても鼻小さいな、ほっぺもすべすべだしやわらかいし。グリグリ。

「むにゅぉー」

　謎の奇声を発するマールを解放し、その頭をグリグリと撫なでてやる。ふと隣を見るとティナーヴァ王女──ティナが羨うらやましそうな顔をしていた。や、君とフラムは髪の毛長いしこんなにグリグリしたら大変なことになるだろう。

　フラムの濡れ羽色の髪の毛も、ティナの鳶とび色いろの髪の毛も腰まで届く見事なロングヘアーだ。ケアするのは大変みたいだけども、俺は大好きだ。

「ええと、タイシ様は現状になにかご不満が？」

「いやいや、ご不満は無いよ。美味い飯、可愛い嫁、使いきれないほどの財貨、強大な力に比類なき名声、貴族としての地位に自分で自由にできる領地。これだけ満たされていて不満に感じるところなんて何も無い。ただなぁ」

　ティナの言葉にそう答えながら、俺は天井を見上げる。汚れ一つない白い天井と、魔動具を組み込まれて白い光を発するシャンデリアが目に入った。

　蛍光灯のような白い光が俺の目を灼やき、自然と目が細まる。

「ただ、なんですか？」

「どうにもイルさんとアルバートの思惑が解せんのがなー……俺的にはありがとうございますなんだが、理解できなくてどうにも居心地が悪い」

　前にもイルさんに言ったが、マールと俺がくっついてる以上、俺とミスクロニア王国の繫つながりは磐ばん石じやくであるはずだ。何故わざわざあんなことをしてまで俺とティナをくっつけたのかがわからん。

「ママの思惑を完全に理解するのは難しいと思いますよ。ぽやっとしてるように見えてえげつないことを考えてますから。この前も言いましたけど、ティナがそう望んだ、うちの家が個人的にあの外道王子が嫌い、タイシさんを確実に取り込みたい、あとはうちの家訓を優先とかですかね」

　そう言いながらマールはぐでーっと俺に体重を預けてきた。女の子特有の柔らかさと心地よい重みが俺の胸に乗っかってくる。

　ちなみにメルキスというのが例のゲッペルス王国の王子の名前らしい。あまり覚える気もないが。

「一応うちは勇者の家系ですからね、可能な限り勇者の血を取り込むべしという家訓があります。それで必ずその子供が勇者になるってわけじゃないですけど、そうでない場合に比べて明らかに確率が高いですし、やはり有能な子に恵まれる場合が多いそうです」

「種馬扱いかよ……まぁ男としては願ったり叶かなったりだが。うーむ」

「ご主人様は自己評価が少々低すぎるきらいがあります。今のご主人様と敵対しようと考える人間はよほどの愚か者か、破滅願望の持ち主です。可能な限りの手を使って味方に引き入れようとするのはおかしいことではないと思います」

　フラムの言葉にそんなもんだろうか、と首を傾げる。ゲッペルス王国という国家を相手取る覚悟をしてまでやることか？　と思ってしまうのも無理は無いと思う。

　もしこれが原因で国家間の関係が拗こじれれば、経済的な影響も大きいだろう。もしかしたら戦争になる可能性だってある。流石さすがにそこまでの価値を自分に見出すほど自うぬ惚ぼれてはいない。

「実際の所、ゲッペルス王国と敵対してでもタイシ様を確実に味方に引き入れる方がメリットが多そうだ、とお兄様も仰ってました」

「私とティナはタイシさんの首輪ってわけですね。ママとお兄ちゃんにしてみれば可愛い娘、妹を二人やるから絶対に裏切るなよってことでしょう。あからさまですけど、それだけタイシさんに価値を見出していると同時に恐れてもいるってことです。大丈夫です、あまりうじうじと考えずドンと構えていきましょう。ドンと」

「そうだな……そうしよう」

　実際の所、マールの言うようにウジウジ考えていても仕方ない。考えても結論が出ないのがわかっている問題に思考時間を割くのは無駄というものかもしれない。まぁ、どうしてもとなったらもう腹を割ってあの二人とじっくり話せばいいか。うん。

「それよりもタイシさん、私としてはそろそろ獣人の村やアルケニアの里に案内して欲しいです」

「獣人の村……？　なんの話ですか？」

　マールの申し出にフラムが怪け訝げんな表情をした。そういえばフラムには領地関係の話を殆ほとんどしてなかったな。いつだったか獣人について話を聞いた時にもあまり獣人に良い印象を持っていなさそうだったから敢あえて伝えてなかった。

「あー、すまん。フラムには話してなかったな。ティナも聞いてくれ」

　フラムに一言謝り、俺は構想中の領地運営について話し始めた。
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「獣人達の国、ですか」

「あまり乗り気じゃなさそうだな」

　俺がそう言うとフラムはなんとも言えない複雑な表情をして黙ってしまった。ううむ、カレンディル王国における獣人差別の根は深いようだ。

「いえ、そういうわけではありません。ただ、何故わざわざ獣人やアルケニアといった存在を主な国民としようというのかが理解できません。他に『楽』な方法はいくらでもあるのでは？」

「モフモフしたいからだ」

「えっ」

「獣人の耳や尻しつ尾ぽのふっさふさの毛を思う存分モフりたい。モフモフしてクンカクンカしてペロペロしたい。流石にモグモグしたいとまでは言わないが」

「ええっと……？」

　フラムが困惑した顔でマールを見て、マールは何故か深刻な表情で首を振っている。ティナは何かポカンとした顔で俺を見ていた。一体なんなんだ、この反応は。

「えっと、タイシさんって実は獣人が好きなんですか？」

「モフモフは正義だ。サラサラなのもフワフワなのもちょっとゴワゴワするのも良い。程よい体温、匂い、肌触り、一つとして同じものがない上に、しかも日によって微細に変化すらする。こんな素晴らしいものが他にあるだろうか？　いや、無……いや、おっぱいには通じるものがあるかもしれない。しかしだからと言ってモフモフの素晴らしさが減じることなど無い。無いんだ。わかるな？」

「は、はい」

　マールがドン引きしている。何故だ。

「領地獲得に関する俺の行動原理はそれが全てだ。俺は奴らをモフモフしたいから、奴らを保護する。奴らは俺の国民となり、庇ひ護ご下に入る。そしてモフモフされる。ぶっちゃけアルケニアはついでだな。有能そうだし、言葉が通じるなら組み込んじまえってことで制圧した」

「今制圧とか不穏な台詞せりふが聞こえませんでした？」

「森の中を走っていたら馬鹿でかい蜘く蛛もの巣で捕まえられて脅かされたのでついカッとなってやった。話を聞いてみると気の良い奴らだったし、奴ら自身は人間に対して敵意を持っていないどころか、むしろ森で死にかけていた人間を保護してるくらいだったから平和的に話しあったよ。結果として傘下に収まってくれることになったよ、やったね」

「明日あしたアルケニアの里に連れて行ってくださいね、絶対にですよ」

「はい」

　マールさんが何か必死になってらっしゃるので素直に頷うなずいておく。そういやアルケニアの里にはあれから一度も行っていないな、そろそろ顔を出しておくか。

「実はマールとの結婚を認めてもらうための実績作りにしようとも思ってたんだよな。なんか本末転倒な感じになったけど」

「そんなことを考えていたんですか。実績はカレンディル王国の大だい氾はん濫らんを跳ね返しただけでもお釣りが来ますよ」

「そうだったみたいだな、俺的には割と楽勝だったから今ひとつ実感が湧いてなかったのかもしれん」

「なるほど、ご主人様らしいですね」

　納得したように頷くフラム。

　一体どういう意味なんでしょうか、それは。俺が常識知らずということですかね。いや、実際そうなんだろうけども。

「あの、タイシ様。タイシ様は獣人の方を側室に取るのですか？」

「え？　いや、今の所そのつもりは無いけど？」

「そうなんですか？」

　ティナと俺はお互いに首を傾げ合う。何な故ぜそうなる。

　ああいや、待てよ？　モフモフしたいという欲求がそういう方向に結びつけられているのか。違う、それは違うんだ。

　そこにあるのは確かに一つの愛の形ではあるが、それは男と女のそれでは無い。モフモフに対する愛とはある意味それよりも高次なものだ。

　つまりこれはエロスではなくアガペー、肉体の愛ではなく魂の愛なのだ。

「タイシ様？」

「これは高尚なことを考えているように見えてその実とても下らないことを考えている顔です。空気でわかります」

「ああ、これはそうですね。私の胸とマール様の胸を見比べながらたまにこんな顔をしてます」

「そうですか……私ももう少し欲しいです」

「ちっぱいも好きです。ちっぱいも好きです。大事なことだから二回言いました」

　マールさんのおっぱいは少し育って微乳から美乳になりつつあるからね。ティナの微乳ポジは重要だ。フラムのおっぱい様は二人に比ぶべくもないボリュームだ。大きくて形も良い素晴らしいおっぱい様です。

　やっぱ身体からだを鍛えているからかね、垂れることが想像できない美しさだ。仰向けに寝ても形が崩れないって凄すごいよな。

「で、気になってるんだが実際のところゲッペルス王国との関係は大丈夫なのか？　ぶっちゃけ俺が王子の立場ならブチ切れてもおかしく無いと思うんだが」
















「そうですねー、正直大問題です。既に正式な外交ルートで厳重な抗議を伝えて来ています。ゲッペルス王国はミスクロニア王国とカレンディル王国との貿易ルートでもありますから、その貿易ルートに対する締め付けをちらつかせてきているようです」

　俺の質問にはマールが答えてくれた。しかしゲッペルス王国はまだ大氾濫の影響も残っているだろうに、そんな状況でもしっかり抗議してくるんだな。

　王族同士の婚姻の話だし、当たり前か。

　油断があったとは言え、俺も随分と大それたことをやらかしたもんだ。隣国の王子と婚約関係にあるお姫様を、酒の勢いでペロリと平らげてしまいました、テヘペロ。

　間違いなく打ち首獄門というか極刑ですよね、これ。うん、あまり深く考えないようにしよう。

「経済制裁かー。それってミスクロニア王国だけじゃなくカレンディル王国にも影響あるよな？」

「そうですね。ゲッペルス王国から見ればカレンディル王国とタイシさんは懇ろな関係と映っているでしょうし、何よりミスクロニア王国の有力な貿易相手国でもありますから。恐らくそちらからの圧力も期待しているのでは無いでしょうか？」

　ゲッペルス王国からもたらされた報せを聞いて叫びながら頭を抱えるゾンタークの姿が容易に想像できる。ほとぼりが冷めるまで絶対に会わないようにしよう。いよいよもって刺されるか、あらゆる手を使ってカリュネーラ王女を側室にねじ込んできかねない。

　風の噂では我わが儘ままな性格も大分落ち着いて淡々と修道院生活を送っているらしいが、さてどうなることやら。なんとなくだけど、最終的には嫁に貰もらわなきゃいけなくなるような気がしないでもない。まぁ今は深く考えないでおこう。

「んじゃあれか。俺に求められているのは早急な新貿易ルートの開拓ってことか」

「そうなりますね。とは言ってもミスクロニア王国はそれなりに地力がありますから、ゲッペルス王国の経済制裁ですぐに干上がるということはないです。幸か不幸かカレンディル王国ではタイシさんの活躍によって物資が余り気味な状態ですから、そこまで早急にどうこうしなきゃいけない状況では無いですよ」

　俺に寄りかかってきているマールを軽く抱いたまま、現状でミスクロニア王国とカレンディル王国間のルートが開拓されたらどうなるかをシミュレーションしてみる。

「早い段階で交易路を作っちまえばゲッペルス王国の経済制裁を逆手に取れそうだな。既存のルートを締め付けてくれれば割とあっさり新規ルートに移行しようって商人も増えるんじゃないか。そうなると逆にゲッペルス王国が干上がるんじゃね？」

「……有り得る話ですね。もしかしたらそれを見越してゲッペルス王国を煽あおっているのかもしれません」

「まさかイルさんってゲッペルス王国を狙ってるのか？」

　ゲッペルス王国もそれなりの規模の国であるらしいので、その程度で潰つぶれたりはしないだろう。

　だが、交易量の減少は交易によって金を稼いでいるゲッペルス王国にとって大きな痛手となりかねない。貿易ルートに対する締め付けという手段はゲッペルス王国にとってはまさしく諸もろ刃はの剣と言える一手だろう。

　今までの三国間の関係はミスクロニア王国が塩と先進的な魔動具を握り、ゲッペルス王国が流通と他大陸との交易品を握り、カレンディル王国が食料とドワーフの工芸品を握ることによって保たれてきた。

　だが、大樹海に交易ルートが確保されるということになればこの関係は大きく変わることとなる。ミスクロニア王国とカレンディル王国がゲッペルス王国の頭越しに物資や情報を自由にやり取りできるようになれば、両国に対するゲッペルス王国の影響力は大きく低下することになるだろう。

　大氾濫、ケンタウロスとの内戦、交易の鈍化、三国間での影響力の低下、果たしてゲッペルス王国は今までの権勢を維持できるだろうか？

　そして弱り切ったゲッペルス王国にイルさんはきっとこう言うのではないだろうか。

『手伝ってあげましょうか？　ただし国土が真っ二つよっ♪』

　黒い笑顔であらあらうふふするイルさんの姿が脳裏によぎる。超怖い。

「それは……考えすぎでは？」

「流石にお母様もそこまでは……」

「真っ二つは無いんじゃないですか？　恐らく南部平原地帯くらいかと思います」

　俺の考えを聞いたフラム、ティナ、マールの弁である。マールさんの答えが具体的過ぎて怖い。俺はもしかしてとんでもない陰謀の片棒を担がされているのではないだろうか。

　とりあえず翌日はアルケニアの里を訪ねるということに決まり、今日のところはしっかりと体を休めることにした。







　　　第四話　～何故か嫁が一気に増えました～







「というわけなんだよ」

「いつの世も人の世界はドロドロしておるのう。もちっとこう、ゆるりとできんのかお主らは」

「人間は短命だからな、お前さん達のようにはいかんさ」

　ここ二週間の間にあったことをクスハに聞かせつつ、俺は味わい深い色合いの茶ちや碗わんから緑色の液体を啜すする。ううむ、苦い。だが香りは良いな、なんか落ち着く香りだ。俺は元の世界で本格的なお抹茶というのは飲んだことが無いのだが、こういうものなのだろうか。

　嫁三人を連れてアルケニアの里に入った俺はクスハのねぐらを訪れていた。嫁三人も一緒にお茶を啜っている。マールは気に入ったようだが、フラムとティナは今ひとつお茶の風味がお気に召さなかったようで、一口飲んでから手をつけていない。

　俺は嫌いじゃないけど、まぁ好みは分かれるかもな。

「それで、今日は何の用じゃ？　茶飲み話をしにきたわけではあるまい。貢物を所望か？」

　蛍光灯のような白い魔力灯に照らされた室内でクスハの額にあるルビーのような三対の複眼がキラリと光を放った。うーむ、美人が凄むと迫力があるな。

「や、貰えるもんは貰うけど一方的に搾取するつもりは無いぞ。今日の用事は顔出しと、妻達を紹介しに来たのと、正式にミスクロニア王国からもカレンディル王国からも樹海の領有権を認められたから相談にな」

「相談、か。好きに支配すれば良いではないか、お主の力に抗える者などそういまいて」

　皮肉げな笑みを浮かべながらそう言ってクスハが肩を竦すくめた。

「そう卑屈にならんでくれよ。そりゃお前の言う通り力で支配することに違いはないが、それでも先にこの土地に住んでいるお前達を蔑ないがしろにするつもりはないんだ。どうしたんだ？　今日は随分と不機嫌だな」

「ふん、三人も侍らせおって。不潔じゃ、ケダモノじゃ、変態じゃ。爆発しろ」

「……いやいやいや、なんでそこに怒るんだよ」

　拗すねたように唇を尖とがらせてそっぽを向くクスハ。その上なんか呪じゆ詛そのようなものまで呟つぶやいていらっしゃる。なんでこいつ唐突に嫉しつ妬とオーラ出してるの？　嫉妬ウーマンなの？

「まぁ、まぁまぁまぁタイシさん。ここは一つ私達に任せてください。女同士の方が話しやすいこともありますし。その他の話も進めておきますから」

　なんだか妙にニコニコしてるなぁ。マールがこの顔をしている時は要注意だ。間違いなく何かやらかそうと企んでいる顔だ。そういやなんか最近見たと思ったら、イルさんの笑顔にそっくりじゃないですかやだー。

　実際の所、企んでいることは想像がつくけどな。

　大方俺のハーレム増員でも企んでるんだろう。だがクスハは筋金入りの五百年乙女、そう簡単に籠ろう絡らくされることはあるまい。

　え？　アルケニアみたいな異形でも良いのかって？　まぁ確かに人によっちゃ嫌悪感を抱くだろうし、蜘く蛛もは絶対にＮＯ！　って人も居るだろう。

　だが世の中には魔物娘萌もえという概念もあるのだ。俺の海のように広く深いストライクゾーンの範はん疇ちゆうである。何よりクスハは超がつくほどの美人だしな。

「まぁ……いいけどな。程々に頼むぞ」

　俺はこの場をマール達に任せてアルケニアの里を見て回ることにした。交渉に関してはマールに任せておけば間違いないし、フラムもいれば万一何かあったとしてもそうそう遅れをとったりはしないだろう。ティナは……まぁ可愛かわいいからよし。

　しかし、マールのあの悪癖はどうにかならないものか。




『タイシさんほどの立場と甲か斐い性しようを有する男性は多くの女を囲ってみんなを幸せにすべきです！』




　最近のマールはそのようなことを豪語して憚はばからない。

　や、赤ん坊の生存率とか男の死亡率とかそういうものを考慮してこの世界では一夫多妻制が一般的ってことはよくわかったよ。貴族のゾンタークやカレンディル王国の王様は勿もち論ろん複数の女性を伴はん侶りよにしているようだし、少し裕福な家庭だと二人、三人奥さんがいる人というのも珍しくないらしい。

　クロスロードのギルドのおっさんことウーツのおっさんにも実は奥さんが二人居るらしいし。ドワーフはそういう習慣がないみたいなんだけどな。

　おっと、話がそれた。

　俺としてはティナの件は俺にも非があったから何も言えないのだが、これ以上はあまり増やして欲しくないんだけどな。なんせ多くなれば多くなるほど一人一人との時間が減るわけだし。

　ここは男らしくはっきりとＮＯと言うべきだろうか。いやしかし、次々に新しい『自分の女』が増えていくことに愉悦を感じている自分がいることも確かだ。

　結局のところ、今の俺を思い悩ませているのは約三十年にわたって元の世界で培ってきた倫理観や貞操観念だ。この世界では枷かせにしかならないものであるかもしれない。

「あー、やめやめ」

　思考がどツボに嵌はまりそうになっているのを自覚した俺は頭を振って頭の中身を一度空っぽにしようと試みる。マールのやることだ、ここは信用して任せるとしよう。

　さて、そうなると途端に暇を持て余すことになるわけだが、どうしたものか。村を見て回ろうとは思ったものの、案内もなく好き勝手にうろつき回るのも気が咎とがめる。

　辺りを見回してみるとアルケニアの里の家屋、というか建物は実のところ片手に数える程しかない。殆ほとんどは半地下のシェルターのような住居のようだ。

　どうしたものかと考えていると、視線を感じたのでそちらに目を向けてみる。

「……」

　あの建物は確か食料庫だったか。その陰からこちらを覗のぞく顔が幾つか見える。どうやらアルケニアの里の子供達らしい。微笑ほほえみながらちょいちょいと手招きすると向こうも笑みを浮かべながら物陰から出てきた。

　アルケニアの少女二人と少年が一人、人間の男の子と女の子が一人の合計五人だ。よく見るとアルケニアの少女のうち年とし嵩かさの子の背中には赤ん坊が背負われていた。子守もしているのか。

「こんにちは、この里の子達だな？　俺はタイシだ、よろしくな」

　挨あい拶さつをした俺はストレージから獣人の村で手に入れた丸太を切っただけの椅子や簡素なテーブルを取り出し、子供達とおしゃべりをする。アルケニアは椅子に座れないので藁わら束たばをクッション代わりに出してやった。

　子供達からはアルケニアの里の色々なことを聞き出すことができた。

　例えばアルケニアの一般家屋についての話。地面に穴を掘り、床や壁、天井に当たる部分はアルケニア達の粘着糸で固めているのだそうだ。冬は暖かく、夏は涼しいらしい。

　他にはこの里にいる人間のことだ。子供達の話を要約するに、彼らは元冒険者であり、大樹海を探索した末に魔物に敗北して死にかけているところを偶然アルケニア達に助けられた人々であるのだとか。

　親達のことを聞いてみると、アルケニアとの間に生まれる子供が必ずしもアルケニアになるわけではないということもわかった。実際、年嵩のアルケニアの女の子が背負っている人間の男の子は彼女の弟なのだという。




「俺は襲い来る蛇じや龍りゆうの頭をブン殴った！　こうだ！」




　俺はそう言って魔力を込めた拳こぶしをアッパーカット気味に天に向かって振り抜いた。瞬間的に魔力が放出され、大気を割ってゴウン、と低い音が鳴る。子供達は発生する音と光にキャッキャと無邪気に喜んでいた。

　ちなみに今の一撃は寸分違わず八岐やまたの大蛇おろちの頭部を一つ消し飛ばした一撃である。やはり臨場感を出すには本気でやるべきだろう。

　何をしているのかというと、村のことを教えてもらった代わりに子供達に強ね請だられて冒険の話をしていたのだ。とりあえず外の世界の話をして無茶されると大変なので、大樹海の中で出遭った八岐大蛇討伐の話をしている。

「これがその時に尻しつ尾ぽから出てきた剣だ、不思議な色をしてるだろ？　おっと、刃の部分は触れるなよ、すぱっと指くらい簡単に落ちるぞ。そしてこっちが魔力を生み出し続ける蛇龍玉だ、触るとほんのり温かい」

　男の子達は大蛇龍の剣骨に、女の子達は不思議な光を放つ蛇龍玉に夢中だ。目が爛らん々らんと輝いている。

　というかいつの間にか大人まで集まってきていた。興味深げに蛇龍玉や大蛇龍の剣骨に視線を向けている。

「本当に貴方あなたが一人で倒したのか？」

「ああ、本当だぞ。ほら、こいつが剝はぎ取った素材だ」

　八岐大蛇の皮革や牙きば、肉を取り出して見せると大人達の間でも驚嘆の声が漏れた。皮革や肉はまだまだ大量にあるので、少しお裾すそ分わけを……いや、良いこと思いついた。

「この皮や肉、牙と何かを交換しないか？　樹海で取れる特産品や、あとは装身具やアルケニアの糸で作った服や布なんかが欲しいんだが」

　八岐大蛇の皮や牙、肉をアルケニアの里の特産品と次々と交換していく。食料庫の食料は里の共有財産で流石さすがに持ち出しできないらしいが、各々蓄えている食料品やアルケニアの糸製の服や布、樹海の古木で作った杖つえや合成弓などが手に入った。

　この合成弓が正に逸品だった。

　樹海産の強きよう靭じんな複数の木材と魔物素材、そしてアルケニアの強力な糸も用いた合成弓で、弦もアルケニアの強靭な糸をより合わせて作った強弓だ。

　見た目は取り回しの良さそうなただの短弓なのだが、驚くほどよく飛ぶ。鑑定してみると『アルケニアンボウ（優秀）』と表示された。鑑定眼で表示される品質ランクはなんでこんなに細かいのかと文句を言いたくなるほど細かいのだが、『優秀』となると経験則上はかなり上位の評価だ。

　大まかには品質が低い順に廃棄品、最低品質、低品質、通常、良質、上質、優秀、最高品質、超越的といったような感じだ。ただ、物によっては『粗製』とか『美品』とか『特上品』とか通常の表示方法に当てはまらない表示が出たりするのでなんとも言えない。

「これは良い弓だな。兵士でも冒険者でも狩人かりゆうどでも、欲しがる奴はいくらでも居そうだ」

　そう言うと弓を持ってきたアルケニアと人間の夫婦は純粋に嬉うれしそうな表情を見せた。

　妻である人間の女性は左足の膝から下を失っている。彼女は元冒険者の斥候で、樹海の探索に五人パーティーで訪れ、魔物に襲われたところを今の夫であるアルケニアに助けられたらしい。

　色々と大変だったが、今は弓職人としてこの村で過ごしているのだとか。ちなみに先ほどの赤ん坊を背負ったアルケニア少女の両親であるようだ。ううむ、生命の神秘だな。

「タイシさん」

　行商人の真ま似ね事ごとをしながら里の話を興味深く聞いていると、話し合いを終えたマール達が戻ってきた。クスハも一緒に現れたためか、周りの里の人々が頭を下げている。

「話し合いは終わったのか？」

「はい！　村作りに良さそうな場所も教えてもらえましたよ。あと、樹海に住む他の友好的な種族とも顔を繫つないでくれるそうです」

　流石にマールさんは格が違った。割と頑なな態度だったクスハから穏便に様々なものを引き出してくれたようだ。無言で頭を撫なでてやるとグリグリと頭を押し付けてきた、可愛いやつめ。

　クスハに視線を向けると何な故ぜか視線を逸らされた。なんか微妙に顔が赤くなっている上に、目を逸らしたと思ったらチラチラと視線を向けてくるし、目が合うと凄すごい勢いで顔を背ける。なんか反応が怪しいな……どんな話し合いが行われたんだ。ちょっと怖くなってきたぞ。

　フラムとティナが何故か困惑したような表情をしているのがそれに拍車をかける。

　うん、マールのやることだから大丈夫だろう。少なくとも俺に対する悪意は絶対に無いと確信できる。それが俺に直接的間接的になんらかの被害が発生しないということではないけど。

　一番重くても同じベッドの中で過ごす人数が増えるだけだろう。いや、クスハがベッドで寝るかどうかは知らんが。そもそも寝る時ってどうしてるんだろうか。

「よし、俺はこれから獣人の村に行ってマール達の入村許可を取ってくる。すまんがここで待っててくれ」

「わかりました、クスハさんと一緒にお茶でも飲んでいますね」

　マールの言葉に片手を上げて応え、フラムやティナとも視線を交わしてから俺は獣人の村へと長距離転移を行った。
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　一瞬の視界のブレと浮遊感の後、辺りの景色が一瞬で切り替わって獣人の村へと到着する。転移場所はいつも通り、村の入り口付近だ。

　村の入り口から村全体を見渡す。

　半壊したり全壊したりしていた建物の修理は全て終わっており、その上荒れていた道や柵さく、畑などの補修も完了している。俺の助けがあったとはいえ、この短期間でよくここまで立て直したな。大したもんだ。

　そんなことを考えながら村の様子を見ていると、広場の方からソーンが現れた。匂いで気づいたのだろうか？　犬みたいな奴だな。いや、犬だったか。

「おう……ってなんだよ、妙な目で見やがって」

「いや、犬だなと」

　不思議と主が帰ってくると出迎えてくれるんだよな、犬って。自動車で移動してるから匂いとかもわからないはずなのに、帰ってくる少し前に玄関口に移動して待ち構えてたりするし。

「犬じゃねぇよ、失礼なやつだな。匂いでわかっただけだ」

「お、おう。ヤマトとかデボラはいるか？」

　内心『犬じゃん！』と思ったが、口に出すと話が進まないのでここはぐっと堪えて話を進めることに邁まい進しんする。どうやら出来る馬男ことヤマトと声だけセクシー熊さんことデボラは村の中央広場にいるらしい。

　ソーンに案内されて中央広場に行くと、そこには村人達が集まっていた。男女は問わず大人達が集まっているようだ。菓子好き駄エルフとお子様達は見当たらない。俺の癒しであるシータンがいないとかテンション下がるわー、モフモフしたいわー。

「あら、良いところに来たわね」

　デボラが俺とソーンに気がつき、声をかけてくる。それに反応して獣人達が俺の方を向いた。その視線は概ね友好的で中には手を振ってくる者もいる。誰かと思ったら兎獣人のパメラだった。いつかあの長い耳をモフモフさせていただけないだろうか。

「なんの会合だ？」

「新しい村を作ることになりますからな。それに向けて人手をやりくりする必要がありますので、その話し合いです。とは言っても今は支援物資のおかげで無理に狩りに出なくとも食い繫ぐことができますし、結界のおかげで夜間警備の人員を減らすことができているので問題はないでしょう」

　ヤマトが何か細かく字が書き込まれた紙束を見ながら報告してくれる。

「そうか。今日は朝から現地のアルケニアの里で開拓に良さそうな場所の情報や、他に手を組めそうな友好的な種族の情報を得てきた所だ」

「まだ現地には行ってないのね？」

「ああ、これからだな。午後には現地に行って地じ均ならしとかしてくる予定だが。ああ、それと嫁達をこの村に連れてきてもいいか？　紹介しておきたいんだ」

　俺が伺いを立てると満場一致でＯＫが出た。今までの俺の行動と経た時間を鑑みて、当初心配したような獣人狩りの恐れはないだろうと信じてくれたらしい。

　長い時間をかけて信頼を勝ち取った甲か斐いがあるというものだな。最近は犬娘のシータンだけでなく狐娘のシェリーと羊娘のカレンもモフらせてくれるようになったし。

　この調子で村人達の信頼を勝ち取り、行く行くは全ての獣人を好きな時に好きなだけモフモフできる立場となるのだ。俺の野望はとどまる所を知らない。

　全てのモフモフをこの手に！　フフフ、ハーッハッハッハ！

「おい、いきなり笑い出したぞあいつ。大丈夫か」

「そっとしておいてあげなさい」

　なんだか気の毒なモノを見る目とか異様に慈愛に満ち溢あふれた目で見られた気がするが、そうとなれば善は急げだ。早速嫁達を連れてくるとしよう。

「では今から連れてくるので、盛大に出迎えてくれ。行ってくる」

　そう言って俺は早速アルケニアの里への長距離転移を実行した。




　　　　─☆★☆─




　さらっとやってるけどこれ片道何百㎞くらいだろうな？　カレンディル王国の王都アルフェンからクロスロードまでが馬車で片道二日、馬車の速度が元の世界で自転車漕こいだのと同じくらいの速度だったように思う。となると時速十五㎞くらいか？

　で、休み休みだけど一日六時間は走っただろうから一日九十㎞。二日だから百八十㎞。

　クロスロードから樹海の入り口までが早朝に徒歩で出て、日が落ちる頃に着くくらい。戦闘とかもあったけど結構歩いたからなぁ。人間の徒歩の速度が時速五㎞くらいだったはずだから、三十㎞くらいか。そこからアルケニアの里まで……ああ、獣人の村からアルフェンまでの距離も考えないとな。

　とりあえず片道だけで四百㎞くらいはぶっ飛んでそうだな。徒歩で二週間が一瞬かぁ、転移魔法の力ってすげぇ。

　まぁこの前飛行魔法で音の壁を突破したから、俺が本気で飛んだら約二十分で着くけど。どっちにしろあれだな、元の世界のビジネスマンも真っ青の距離を一日で移動してるな、俺。

　え？　なんで唐突にこんな益体もないことを考え始めたのかって？　うん、それはね、なんというかこう、ほら、アレだよアレ。

　マール達を獣人の村に連れて来るまでは良かった。何故かクスハが交じってたけど。獣人の村人達に嫁達を紹介し、逆にソーンとデボラとヤマトを嫁達に紹介し終え、和やかな雰囲気で交流が始まった。

　フラムはなんだか居心地が悪そうだったが、マールとティナはすぐに村人達と打ち解けて談笑を始めたんだ。アルケニアのクスハは流石に怖がられてちょっと微妙な感じになってた。うん、そうなるよね。

　なので、俺はクスハとソーンを連れて村に張ってある結界を見て回ることにした。まぁ問題なくて、すぐに戻ってきたわけだが。

　戻ってきたところでマールによって爆弾が投下された。彼女は唐突にこう切り出したのだ。

『一つ確認させてください。この中でタイシさんと番つがいになりたいと思っている女の人は居ますか？　居るなら今、名乗り出てください。後からは無しですよ、今すぐ名乗り出る覚悟がない人は諦あきらめてくださいね』

　何言ってんだこいつ、と思いましたよ。ええ。

　それと同時にそんなのいるわけねぇだろとも思っていましたよ、ええ。流石にそれは無いだろうと。

「は、はいっ！　はいっ！」

　真っ先に反応したのはシータンでした。小さい身体からだを精一杯に伸ばして両手をぶんぶん振る姿はミラクルラブリー。ぴょんぴょん跳ねながら尻しつ尾ぽをフリフリ振っているその姿は天使以外の何者でもなかったね。

　そしてその後ろに隠れるように手を上げているシェリーと、何故か雄々しく拳こぶしを天に突き上げ、しかも土魔法で足場まで作ってアピールしているカレンの姿。

　幼女三人があらわれた！

　いや、村人達から向けられる視線が『生温い』に留まっていたのが救いだった。この広場にいる人全員に汚物を見るような視線を向けられていたら即死だったな。精神的に。

　まぁこの三人は嫁にするって言ってもほら、色々早いし所謂いわゆるマスコット枠だろう。もっと大人になって成長してからだな、色々と。

　俺は紳士なのでＹＥＳロリータ！　ＮＯタッチ！　を守っていこうと思う。いや、どうだろう。大丈夫だろう、きっと。

「あ、はいはい私も」

　気楽な様子で手を上げる駄エルフことメルキナ。

　え？　お前いつの間にフラグ立ってたの？

「嫁になれば毎日お菓子が食べられるってカレンが言ったから」

「安いなおい!?」

　食い物というか菓子に釣られただけだった。お前それでいいのか。
















「あと私、発情期に入ったのよね。獣人との間には子供ができないから、人間かエルフの男見つけないといけなかったのよ、ちょうど良かったわー」

　そう言ってメルキナは笑顔を見せた。あ、これあかん、魔性の笑みや。ズキューンと来たぞ、今の。汚ないな流石エルフきたない。今までツンツンだったのにいきなりそんなふにゃっとした笑顔見せられたら惚ほれてまうやろが。




　発言の内容はすげぇ即物的ってか夢も希望も愛も無いけど。




　というかエルフって発情期とかあるんだね。前の世界で色々とエルフの出てくる物語は読んだけど、そういうのはあまり見たことがなかったよ。

　あと不動の一番はマールさんなんでビキビキしながら相手を睨にらむのはやめていただけますか、横で見ててマジ震えてきやがりますんで。

「そんな軽い気持ちでいいんですか？　言っておきますが、タイシさんはこれからドンドン成り上がりますよ。その分横に立ち続けるにはそれなりの覚悟が必要になります。貴女にその覚悟はありますか？」

「だいじょうぶだいじょうぶ、精々四十年か五十年くらいでしょ？　それくらいの時間をタイシのためだけに使うのくらいなんでもないわ。貴女こそ大丈夫なの？　短命な人間はすぐに心変わりするじゃない」

「良い度胸です、気に入りました。始原魔法の餌食にするのは最後にしてあげます」

　本気で心配しているらしいメルキナに口元をひくつかせるマールさん怖いです。メルキナさん早く謝って！　ベッドの上でとても他人には見せられない顔でダブルピースさせられる前に早く謝って！

　あ、いや、いいや。是非そうしてもらおう。

　エルフに色々な意味でロマンを感じるのは男の子なら仕方ないよね。

「あ、わ、わたしも……」

　でかい体を出来うる限り小さくしたデボラが遠慮がちに手を上げていた。

　ブルータス、お前もか。

　いや、この熊とのフラグは立っていたかもしれない。認めたくなかっただけだ。

　確かにデボラの熊さんボディはモフモフだし尻尾は丸くて可愛かわいい。出るとこもずどーんと出ているし、しっかりと割れた腹筋は見る人が見れば肉体美を讃たたえずにはいられないだろう。

　でもなぁ、熊さんなんだよなぁ。嫁にしたとして、俺はちゃんと夫の役目を果たせるだろうか。俺のストライクゾーンはかなり広めだと自負してはいるが、ガチのケモナーではないのでその辺はかなり未知数である。

「今日一日で一気に三倍になりましたね、タイシさん。すごいなー、あこがれちゃうなー」

　マールの視線が俺に突き刺さる。顔は笑っているが、目が全く笑っていない。

　俺？　会合を開いていた広場のど真ん中に正座させられてるよ。完全に公開処刑の流れである。

「ええと……姉様？　自分でけしかけておいてその言い草は流石さすがに理不尽ではないでしょうか」

　いいぞティナ、もっと俺をフォローしてくれ。そもそも獣人の村でのこの結果は俺としては不本意なのだ。俺は幼女達やデボラに対してエロス、つまり肉体的情念的な愛ではなく無私無償のモフモフ愛、つまりアガペーによって接していたのだ。

　まさかそれがこのような嫁大量生産に繫つながるとは思っていなかった。全くの誤算である。つまり俺は無実ということになるのでは無いだろうか？

　過失は過失だしそもそもそういう問題じゃ無い？　というか無私無償どころか私欲に染まってたし対価として国民領民になることを強いてる？




　はい、その通りですサーセン。




「聞けば抱っこしてひたすらすりすりなでなでしてたらしいじゃないですか！　ずるいです私もタイシさんにすりすりなでなでしたいしされたいです！」

　むきー、と悔しげな様子で地団駄を踏むマール。あ、怒ってるってそういう。最近マールさんの怒りポイントが常識に囚われなさ過ぎてよくわかりません。

「いや、それはほら、別腹っていうかなんというか。自信を持って言うが、俺の一番は間違いなくマールだぞ。これだけははっきりと公言させてもらう」

「なら私をすりすりなでなでして癒しを得てください！　あれですか、もふもふの耳や尻尾が無いからダメなんですか!?　こうなったら生やす薬を開発するしか……ッ！」

「その薬は是非開発して欲しいが、マール相手にそんなことしたらそれで収まらないだろ。大勢の前で言わせんな恥ずかしい！」

「タイシさん！」

「うおぉっ!?」

　胸に飛び込んできたマールをしっかりと抱きしめる。ふわっと香ってくるマールの匂いが俺を安心させてくれる。それに最近はおっぱいも育ってきたので実に抱き心地が良い。ああ、あったかいなぁ。
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「……ん？」

　気がついたらあれだけ人がいたはずなのに広場はガランとして人ひと気けがなくなっていた。いや、よく見たらソーンだけがだらしなく丸太椅子に座ってバリバリと耳とか首の辺りを搔かき毟むしっていた。なんだ、ノミかダニでもいるのか。

「あー、痒かゆい痒い。あ？　終わったか？」

「……他の人は？」

「お前らがいちゃつき始めたらとっとと退散した。案内役だからって俺だけ残されたんだぜ、貧乏くじもいいとこだ」

　ソーンがうんざりした表情で手についた抜け毛を振り払い、そう答えた。解せぬ。

　未だにバリバリと耳の辺りを搔いているソーンに連れられて井戸の方向へと移動するとフラムとデボラ、兎獣人のパメラに黒くろ豹ひよう獣人のレリクスがいた。

　む、なんか微妙な雰囲気だな。

「おい、どうしたんだ？」

　ソーンが率先して声を掛けると全員の目がこちらに向いた。俺の姿を認めたフラムの表情が気まずい雰囲気を帯びる。デボラは困ったような雰囲気で、パメラとレリクスも微妙な表情だ。ふむ？

「そちらのお嬢さんがちょっとね」

　そう言ってパメラが肩を竦すくめる。

　フラムかぁ、フラムは生粋のカレンディル王国人だからなぁ、すぐに獣人や半獣人と打ち解けるのは難しいのかね。

　でもそういう差別的な感情が発露したにしては獣人の反応があまり怒っていないというか、むしろ同情的だな。

「どうしたんだ、フラム」

　俺が近寄って話しかけるとフラムは眉まゆ根ねに皺しわを寄せ、困ったような表情を俺に向けてきた。どうしたんだろうか。

「いえ、私の持っていた価値観というか、常識はちっぽけなものであったと思い知っていたところです。こうしてみると、人間となんら変わりないのに……」

　そう言ってからフラムは視線を村のいたるところに向けた。そこには協力しながら屋根の修繕を行う獣人の男達の姿が、洗濯をしながら談笑する獣人の女達の姿が、追いかけっこをしながら楽しげに笑う獣人の子供達の姿があった。

「歴史的に浸透してるものは、まぁ難しいよな。誰が悪いわけではないというか、諸悪の根源はとっくにくたばってるんだろうから、恨んだり後悔したりするのはあんまり前向きじゃないだろ」

「そう、でしょうか」

「そうさ、だから俺は獣人達やアルケニア、人間、その他諸々の種族問わずに生きていける国を作ろうとしてるんだ。前向きだろ？　俺の国で分け隔てなくそういう奴らが幸せに暮らしているのを見せつければ、カレンディル王国もそのうち考えが変わるだろ。俺の、俺による、俺のための独裁国家だけどな！　はっはっは！」

　そりゃ民主主義は尊いと俺も思うが、それでは俺の好き勝手に国を作れない。無論、周囲の意見は聞くつもりだし、全部が全部自分でできるとは思っていないので、任せられるところは任せられる人材に任せるつもりだ。

　最終的な目標は俺がいなくても国の運営が滞りなく行われて、かつ俺が好きな時に好きなように口を出せるような国だ。

　都合が良い？　我わが儘まま？　他よ所そはどうか知らないが、俺の思い描く王様像はそういうものだ。それで上う手まく回るかはわからんがね。まぁトライアンドエラーを繰り返して行けば良いだろう。

　幸いそういった統治のノウハウに関しては頼れる相手が何人もいるしな。

「言ってることは普通に考えれば戯ざれ言ごとなんだけどね。やり遂げつつあるから凄すごいわ」

「タイシは着実に目的に近づいている。尊敬に値する」

　パメラとレリクスがそれぞれ俺をヨイショしてくる。もっと褒めて良いのよ。

「それはもうタイシさんですからね！　これくらい序の口ですよ、ね？」

「マールさんハードル上げるのやめてくださいますか」

　これ以上何を成せと仰るのでしょうか。いや、まだ道半ばだけども。

　狼狽うろたえる俺の様子がおかしかったのか、フラムがくすりと笑みをこぼした。

「前向きに……私も何かできるか考えてみます」

「そうしてくれ。何か考えついたら相談してくれよ？」

「私にもですよ？」

「はい」

　俺とマールの言葉に先ほどまで物憂げな表情だったフラムが笑顔を見せてくれる。うむ、やっぱり美人は笑ってた方が良いな。

「ほら、デボラも行きなさいよ」

「あ、あれに入って行くのはまだちょっと」

　ぐいぐいとあまり大きいとは言えない身体でデボラの巨体を押すパメラ。兎と熊がじゃれついているようでどこか微笑ほほえましい絵面だな。

「デボラさん、私にもっと獣人のことを教えてくれますか？」

「へっ!?　え、えぇ、私で良いなら」

　急にフラムに話を振られて狼狽えるデボラ。おかしいな、こいつこんなキャラだったっけ。やたら声だけセクシーなリアリストっぽい熊というイメージから無駄に乙女チックな熊にクラスチェンジしてないか？

　フラムと仲良くなってくれるのは願ったり叶かなったりだけども。

「代わりにご主人様のことを教えますね」

「待て、何を教えるつもりだ」

　詰め寄ったが女同士の秘密です、と笑顔で返されてしまった。そう言われると問い質し難い。

　ぼくそういうのはずるいとおもいます。
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　何やらマールも含めて女同士の秘密の会話ということでその場に居づらくなった俺とソーンとレリクスはその場を後にして食料庫に向かうことにした。腹が減ってきたので何か食えるものをかっぱらいにいこうというわけである。

「この前仕留めたヒュージフォレストリザードの燻くん製せいが出来ているはずだ」

「フォレストリザードの肉は食ったことあるけど、ヒュージフォレストリザードってのは同じようなもんか？」

「ヒュージってだけあって大きさが全然違うけどな。馬よりふた回り以上でかくてな、俺達くらいの大きさの獲物なら丸まる吞のみにしちまうようなやつだぜ。味は似た感じだが」

「何それ怖い」

　ちょっとした恐竜じゃないですかやだー。まぁフォレストリザードの串くし焼やきは美味かったし、期待出来そうだな。

　食料庫が見えてきたところでクスハとティナを見つけた。意外な組み合わせだ。

　食料庫の周辺には丸太テーブルや椅子、その他にも炊事用のかまどなども多数併設されていてちょっとした青空食堂のようになっている。

　二人はテーブルに着いてお茶か何かを飲んでいるらしい。

「あ、タイシ様」

「主殿か」

　俺に気づいた二人が声をかけてくる。レリクスとソーンは食料庫に食料を漁りに行った。勝手に漁るとヤマト辺りが激おこプンプン丸になりそうだが、大丈夫なんだろうか。まぁ怒られるのはきっとソーンだろうから良いか。

「二人は休憩中か」

「まぁそのようなものだの。あまり妾わらわがうろつくと怖がらせてしまいそうじゃし」

「私はクスハさんにお付き合いを」

　そう言って微笑むティナ。多分だが、自分がクスハの傍に居ることによって過剰にクスハが恐れられないように配慮してるんじゃなかろうか。クスハもそれを察しているのか優しげな表情でティナを見ている。

「よく出来た娘じゃな」

「そりゃガチのお姫様だしな。城の宝物庫から色々かっぱらって家出したよく出来てない方のお姫様もいるが」

「あれは酷かったです……おかげで私もタイシ様に出会えましたけれど」

　ティナがそう言って苦笑いをする。俺がティナの立場だったらおそらくマールの首の一つや二つは絞めてると思うので、本当に出来た子だと思う。

「もう……子供じゃないんですよ？」

　何となくティナの頭を撫なでると困った表情をして見せる。だが止めようともしないので、言うほど嫌ではないのかもしれない。

　そうしているとかまどでお茶を淹いれてきたらしい獣人三人娘がこちらに歩いてきた。

「嫁として私もなでなでを所望する」

　カレンがティナに抱きつき、モフッとティナの頭を撫でる俺の手に割り込んでくる。いきなり抱きつかれてティナは一瞬驚いた顔をしたが、すぐに笑顔を見せた。カレンのこれは俺のなでなでにかこつけてティナとのスキンシップを図ろうということなのだろう。

「よーしよしよしよし」

「撫ですぎ……」

　撫でる手に残像がつくくらいの速度で撫でたら鬱うつ陶とうしそうな視線を向けられた上にペシッと腕を払われた。ご無体な。

「あ、あのっ、私ならいくらでも撫でて良いですから。泣かないでください、ね？」

　払われた手を所在無さげに漂わせていたらお茶をテーブルの上に置いたシータンが俺の手を取って自分の頭の上に引き寄せてくれた。シータン健気すぎる天使か。

　シータンの頭をモフモフしながらクスハに視線を向けるとシェリーに追加のお茶を注がれている所だった。その視線がピクピク動くシェリーの狐耳に向けられていることを俺は見逃さない。同志よ、そこにいたか。

「クスハ、褒めてやるのには頭を撫でてやるのが一番だと思うぞ」

「お？　おお……そうじゃな、うむ、うむ」

　お前天才だなって目で俺を見たクスハが厳かな表情でシェリーの頭を撫でる。勿もち論ろんその手はシェリーの頭についているモフモフの狐耳にも触れる。おいクスハ、口元がにやけてるぞ。気持ちはよくわかるが。
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　そのまま席に着いてシータン達が淹れてくれたお茶を飲んでいる間にソーンとレリクスがヒュージフォレストリザードの燻製をはじめとした食料を持ってきた。




「おい、でかすぎるだろ」

「皆で食えば割とすぐ無くなるもんだぜ」

　でかいという話は聞いていたが、皿というのもおこがましいような木の板に載っているそれは想像以上にでかかった。どうやら後ろ足丸々一本のようだが、身長１７５㎝の俺が両手で抱えるくらいの大きさがある。

　軽々とその皿を運んでくるソーンの後ろではレリクスが果物やパンを満載した籠かごを抱えている。ちょっと食うどころか普通に昼食レベルの重さじゃないか。

「蜘く蛛ものねーさんも一緒に食おうぜ」

「む……」

「姿形が違うくらい、我々にとってはどうということもない。我々は親子でも大きく姿形が違うものが多いからな」

　いつもは寡黙なレリクスがそう言いながら燻製を切り分け、パンと一緒に皿に盛り付けてクスハへと差し出した。何このイケメン。

「そうか……感謝するぞ」

　クスハは微笑んで燻製肉とパンの盛り付けられた皿を受け取った。レリクスは無言で頷うなずいて黙々と燻製肉を切り分ける。クールでかっこいい男だな、レリクスは。ハードボイルドというのはああいうのを言うんだろうか。いや、どちらかというと父性を強く感じさせるな。ダディクールか。

　俺も取り分けてもらった燻製肉を頰張る。

　まず感じるのは想像以上に柔らかい肉の食感と程よい塩気、そして熟成された肉の旨味だ。次の瞬間には燻製独特の香ばしい香りが鼻をすっと抜けて行く。

　また、脂の乗った肉は燻製肉にもかかわらずジューシーで少し硬めのパンと良く合う。

　ふとティナを見ると周りの見様見真似でパンの上に燻製肉を載せ、恐る恐る口に運んでいた。はむっ、と齧かじったところで俺と目が合う。俺が頷くと少し苦労しながら硬いパンを載せた燻製肉ごと食い千切った。

　そのままお上品にもぐもぐと咀そ嚼しやくしてからごくりと飲み込む。

「こんな食い方は初めてだろ？」

「はい。直接パンにかぶりつくなんて、こんなことしたら侍女に怒られてしまいます」

　そう言って笑いながらティナは燻製肉を載せたパンに目を落とした。普段ティナが食べてきたであろう料理に比べると、なんとも雑で料理とも呼べないようなものだろう。しかし、ティナの表情はどこからどう見ても楽しげだ。

「でもこういうの、ちょっと憧あこがれてました」

　そう言ってにっこりと浮かべたティナの笑顔にドキッとする。

　ぐぬぬ、流石さすがは姉妹、笑顔の破壊力はマールと同等か。そういえばマールもお上品な感じの料理よりはどちらかといえば雑で大味な料理の方が美お味いしそうに食べている気がするな。

　ただ塩振って豪快に焼いただけの肉とか串焼きとか、塩漬け肉と乾燥野菜で作ったスープとか雑炊もどきとか、小麦粉を練って棒に巻きつけて焼いただけのパンもどきとかな。

「これからもこういう風に食う機会はあるんじゃないかな」

「楽しみにしておきます」

「おう」

　とは言ってもティナは戦闘向きのスキルを殆ほとんど持っていないので、相当テコ入れしないと冒険に連れて行くとかはちょっと難しいだろうな。

　レベルやスキルから総合的に判断すると嫁の中ではクスハとメルキナが図抜けて強い。二人とも森での戦闘を得意とするアルケニアとエルフだし、やりあったらかなり良い勝負をするんじゃないだろうか。

　次点がデボラ。マールとフラムだと今はマールの方が強いだろう。というかマールは錬金術で作り出した爆弾やら毒ガスやら酸やらを駆使するので、初見だとクスハやメルキナも撃破するかもしれない。少し前に『なんでもあり』で模擬戦をしたらえらい目にあった。

　カレンとシェリーは魔法を使う上にすばしっこいので、やりようによってはフラムが負けるか……？　あれ、そう考えると現状では戦闘経験者だとフラムが一番弱いのか？

　レベルは勿論のこと、魔法の有無の差は結構大きいからなぁ。今度みっちりと剣術や魔法の訓練をしてやるべきだろうか。

　ティナとシータンはというとぶっちゃけ論外だ。まずもって戦闘系のスキルを殆ど持っていない。鑑定眼で見たステータスはこんな感じ。





　【名前】ティナーヴァ＝ブラン＝ミスクロニア




　【レベル】２

　【スキル】礼儀作法３　演奏２　交渉１　奉仕１　水魔法１　王族のカリスマ（愛）




　【称号】ミスクロニア王国第二王女（王位継承権三位）　不幸属性（元）




成功者（現）　運命を覆す者




　【賞罰】なし







　【名前】シータン




　【レベル】４

　【スキル】料理１　家事１　裁縫１　奉仕１　解体２　超嗅きゆう覚かく　獣化




　【称号】獣人　村娘　至高のモフモフ

　【賞罰】なし






　ご覧の通りである。

　ティナは水魔法１を持っているからまだ辛うじて可能性があるが、シータンは全く戦闘系のスキルを持っていない。まだまだ若いから訓練次第では伸びるかもしれないけども、性格的にもこの二人は戦闘に向いているとも思えない。

　ティナの称号とかシータンの解体スキルとか獣化とか気になる項目もあるけどね。

　そんなことを考えながら食事をしていると女子会をしていたマール達がやってきた。

「ああっ、何か美味しそうなものを食べてる!?　ズルいですよタイシさん！」

「いや、そんな騒がんでもお前の分もあるって」

　俺の隣に駆け寄ってくるなりあーんと口を開ける食い意地の張ったお姫様の口に燻くん製せい肉を放り込んでやる。

　むぐむぐと幸せそうに口を動かすマール。ほんと可愛かわいいなこいつ。

　ふと視線を横にずらすとマールをじっと見つめている熊がいた。

「へいデボラ、あーん」

「へっ？　え、いや、私は」

「あーん」

「……」

「あーん」

　慌てて断ろうとするデボラに対して俺は容赦なく燻製肉を突き出し続ける。やがて観念したのかデボラも俺の手から燻製肉を口にした。

「ふはははは、美う味まいか」

　なんとなく勝った気分になったので高笑いしながらそう言ったらデボラに恨めしげな顔で睨にらまれた。何な故ぜだ。
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「で、結局どうなったんだ？　当事者の俺が未だに開拓予定地の詳細を知らんのだが」

　いつの間にか俺達だけでなく村人の獣人達も集まって半ば宴会のようになっていたが、今はそれも落ち着いて食料庫前の広場にはまったりとした雰囲気が流れている。宴会とは言っても流石に酒を吞のんでる奴は──。

「んふー……」

　駄エルフが幸せそうに酒瓶を抱えて寝ていた。駄エルフマジ駄エルフ。

　とりあえず見なかったことにしてマールとクスハに視線をやると、クスハがそれに応えて話し始めた。

「我々の里から東南東に暫しばらく行った場所じゃ。アンデッド──というかスケルトンの巣そう窟くつでな。かなりの広さの開けた場所じゃよ。近づくと大挙してスケルトンどもが押し寄せてくる厄介な場所じゃが、彼奴きやつらさえ排除できれば色々と都合の良い場所じゃろ」

「スケルトン達がいるせいで近くには他の知的種族が集落を構えていないそうですし、通常の魔物の数も少ないらしいです」

「樹海のど真ん中になんだってそんな場所が……？」

「妾わらわは知らん。あの樹海に移り住んだ時には既にあの場所は在ったからの」

　肩を竦すくめるクスハに俺は首を傾げざるを得ない。クスハがいつ頃にあの樹海に入ったのかは知らないが、ここ数十年って話ではないだろう。

　そうしているとフラムが控えめに手を挙げた。なんだろう、と視線を向けるとそれを発言の許可だと受け取ったのか口を開く。
















「確証はありませんが、恐らくは樹海開拓のために組織されたカレンディル王国の征伐騎士団の成れの果てではないかと」

　そう言われて思い出した。そういえばいつだったか、アルフェンの魔法学院の図書室でマールと一緒に勉強した時にそんな記述を見たような気がする。

　確か樹海を開拓するために大量の兵を差し向けたはいいものの、大した成果も挙げられずにズタボロにされたとかなんとか。あれって何年位前の話だったっけか？

「正確な年数は覚えていませんが、確か三百年ほど前だったと思います。五千の軍と数百の冒険者を送り込んで帰ってきたのはその一割にも満たなかったとか」

　ティナがフラムの話をそう補足する。都合五千人くらいがあの樹海に飲まれたってわけか。胸は熱くならないな。酷く面倒な予感しかしない。

　とりあえず場をお開きにしてサクッと現地に行ってみるとしよう。







　　　第五話　～ＳＡＮ値がピンチになりかけました～







　クスハを里に送った後、俺達はカレンディル王国の王都アルフェンにある屋敷へと転移した。ティナが屋敷に行きたいと言ったのもそうだが、俺自身の準備をするためでもある。

「タイシさん、やっぱり一人で行くんですか？」

　先日ペロンさんに作ってもらった竜革の鎧よろいを俺に着せるのを手伝いながらマールはそんなことを聞いてきた。フラムとティナは屋敷の案内のために席を外している。

「うむ。というか大量のスケルトン相手なら一人の方が都合が良い。ぶっちゃけいざとなったら空中から極大爆破で吹き飛ばせばいいし」

「あまり慢心しすぎないで下さいね？　タイシさんは強いですけど、完全無敵ってわけじゃないんですから」

「む……うん、そうだな。肝に銘じておく」

　マールの真剣な表情に俺は素直に頷いておく。

　確かに少々慢心していた感は否めない。スケルトンと言えば様々なゲームで雑ざ魚この代名詞だし、今の俺の能力的に考えれば雑魚はどれだけ居ても相手にならない。一対一よりも一対多の方が得意なスキル構成だからな。

　細かいことを考えずに強力な範囲攻撃魔法で敵を吹っ飛ばすだけだと考えていたので、確かに緊張感に欠けていたかもしれない。

「とはいえ試したいことも色々あるんだよなぁ……」

　自由に過ごしているように見えて、実のところ色々なものに追われて自分の持っているスキルの検証や研けん鑽さんに励む機会が少ない。

　空いた時間を使って作成した新装備も試したい。新装備っつってもそんなに手の込んだものじゃないけど。

「ほどほどにしてくださいね」

「アイマム」

　ピシッと背筋を伸ばしてそう答えると、マールは苦笑しながら竜革の鎧を身に着けた俺の胸を叩たたいた。
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　迫る剣閃。

　ただこちらの命を奪うという殺意のみが乗せられたそれを魔力を纏まとわせた手刀で弾き、カウンターで胸骨のど真ん中──本来であれば心臓があるであろう部分に掌打を見舞う。

　先ほどの手刀と同様に魔力を纏った一撃が肉の無い骨だけの身体からだを文字通り木っ端微み塵じんにして消し飛ばした。

「うーむ、こんなもんかね」

　次々に四方八方から剣で、槍やりで、斧おので、終いには素手やその剝むき出しの歯で攻撃しようと飛びかかってくる白骨死体。

　その正体はスケルトン。

　この世界では不死者──アンデッドと呼ばれる魔物の一種で、放置された死体に怨おん念ねんと魔力が染み付いて発生するらしい。

　所謂いわゆる動く死体ことゾンビよりも強い怨念を宿していることが多く、魔力を持った武器か魔法でないと有効なダメージを与えられない。

　この世界では厄介な部類の魔物であるらしい。まぁ確かに、単純な打撃だと粉々に骨を砕いても再生して襲いかかってくるので厄介と言えば厄介だろう。

「オラオラオラオラオラオラァッ！」

　しかしその、豊富な魔力と高い魔力出力を持つ俺にしてみれば雑魚以外の何者でもないわけで。

　片足を軸に独こ楽まのように回りながら肘打ちや蹴り、膝蹴りに掌打、手刀を繰り出しているだけでスケルトン達は木っ端微塵になって吹っ飛んで行く。世紀末覇者に立ち向かう雑魚も真っ青のやられっぷりである。

　え？　近接戦闘なんてしてないで魔法で吹き飛ばせって？

　いやいや、確かにそれは楽だけども色々と試したいじゃないですか。素手での戦闘って意外とする機会が無いんだよ。まだ試してない装備もあるしね。

　これは慢心ではない、研究なのだ。必要なものなのだ。

「ふーむ、しかしこれはあれかね。確定かね」

　今しがた豪ごう奢しやな感じのスケルトンから奪い取った盾を眺めつつ呟つぶやく。

　そこに刻まれているのはカレンディル王国の王家の紋章。鎧もボッコボコにしてしまったが回収した。剣はどこかで無くしたのか盾で殴りかかってきていた。実に惜しい、きっと名のある宝剣だったろうに。

　恐らくだが、フラムの予想通りこのスケルトンどもはカレンディル王国の征伐騎士団の成れの果てで間違い無いのだろう。




　結果は見ての通り。




　大樹海に入った騎士達の多くは帰らぬ人となり、こうして三百年も樹海に囚われている。お勤めご苦労様というかなんというか、宮仕えは辛いな。

「夏草や、兵どもが夢の跡ってか。なんまんだぶなんまんだぶ」

　とか言いつつ、俺はその死体に鞭むち打うってるわけですがね。罰が当たるだろうか？　いやいや、俺はこうして現世で彷徨さまよっている人々を解き放っているのだ。うむ、そういうことにしよう。

　なので、この世に残った装備品の類は俺が有効活用してやるから速やかに成仏してくれ。なぁに、古ぼけてそのままじゃ使えない武器も鋳い潰つぶしてインゴットにしてしまえばいいのさハッハッハ。

　まさに外道。

　でも三百年も経ってたら身元の確認もできないだろうし良いよね？

「ん？」

　不意に働いた危険察知に従ってその場から飛び退く。

　すると次の瞬間、俺が今まで立っていた場所をピンク色の細長い物体が貫いた。先端は杭くいのように鋭く、そのくせにゅるにゅると蠢うごめいている。

　あれはそう、アレだな。

　アレだよアレ、絡みついたり締め上げたり出たり入ったりして哀れな犠牲者を凌りよう辱じよくするファンタジーには欠かせないアレだよ。

「俺の触手プレイとか誰得なんだよ」

　次々と襲い来る触手とスケルトン。

　触手は俺に飛びかかってくるスケルトンをも容赦なく貫いているようだが、スケルトン達はまるで拘泥しない。そりゃそうだよね、アンデッドだし。

　対して触手は的確に俺を狙ってきている。徐々に攻撃の精度が上がってきているし、退路を塞ふさぐかのように地面から突き出てくることすらあるのだ。

「魔力爆轟フオースデトネーシヨン！」

　圧縮された魔力が俺の全身から爆発的に噴出し、衝撃波となって周囲のスケルトンどもや触手を消し飛ばす。

　やはり対多数戦ではこれが使いやすい。威力も高いし魔力効率も悪くないからな。問題は敵味方入り乱れる乱戦では少々使いにくいというところか。今は周りに敵しかいないから気にする必要も無いけど。

「ちぃっ！」

　周囲のスケルトンどもはあらかた吹き飛んだが、どういうわけか触手は一瞬動きを止めただけで、むしろより激しく数を増やして迫ってきた。もはや壁の如くだ。

　危険察知がガンガンと警告を鳴らしまくる中、俺は全力で空に向かって跳ぶ。

　今の俺のＡＧＩアジリテイは１５００オーバー。一般人は大体二ふた桁けたは越えないし、一流の冒険者でも４００に届くかどうかであるらしい。

　何が言いたいかというと、俺が全力で垂直に跳んだ場合それはちょっとした逆バンジージャンプになるということだ。

「うげぇ、まだ来るのかよ」

　うぞぞぞぞ、と身の毛もよだつような音を立てながら触手が俺を追って伸びてくる。俺を捕らえて酷いことするつもりなんでしょう!?　エロ同人みたいに！　エロ同人みたいに！

　マジでやめてくださいお願いします。というか本当に誰も得しないよ！

『触手プレイ、触手プレイはよ！』

「うるせぇ殺すぞ！　久々に出てきて最初の発言がそれとかドン引きだわ！」

『●ＲＥＣ』

「ＵＺＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ！！！！」

　突如聞こえてきた名めい状じようし難がたい存在の声に心の底から絶叫しながら風魔法で飛行を始める。マジでくたばりやがれください。

　その間も触手どもは諦あきらめずに追ってきた。ずいぶん伸びるなおい。

『へいへーい、ピッチャーびびってるー』

「びびってねぇよ！」

　脳裏に響く名状し難い声に怒鳴り返しながら腰のホルダーから一本の金属の棒を取り出す。金属の棒、というか杭だ。直径25㎜、長さ１００㎜──単二電池を二本繫つなげたくらいの太さと長さである。

　材質は高い魔力抵抗を有し、硬く、重い黒鋼。それを振り向きざまに全力で投とう擲てきする。

「そぉぃっ！」

　ドォン！　とまるで投擲とは思えない音を立て、大気を砕きながら黒鋼製の杭が触手の群れの先端へと到達する。その速度はいかほどか？　速度計があるわけではないので正確なところはわからない。

『弾け飛んだね』

「対物ライフルどころか戦車の主砲くらいの威力出てるかもしれんね」

　直接的に黒鋼の杭と接触した部分は言うまでも無く、弾道の周囲の触手もまとめて弾け飛んでいた。投擲時の音からして衝撃波的なものが発生していたのかもしれない。

「追撃だおらぁ！」

　黒鋼の杭の一撃で怯ひるんだ触手どもに向かって純粋魔法レベル４の爆ばく裂れつ光こう弾だんを連続でお見舞いしてやる。爆裂光弾は爆発力、破壊力、連射力に優れるイカしたヤツで、飽和攻撃を行うのに非常に適した魔法だ。

　触手の群れに着弾した爆裂光弾が次々と爆発を起こし、粉ふん塵じんが舞い上がって視界を覆いつくす。

　某野菜の王子様がやると大体死亡フラグだけども、あれはあくまでもああいう演出であって、実際にやるとこの『面制圧＋飽和攻撃』というのは実に有効な手段だ。

『やったか!?』

「おま、わざとフラグ立てるんじゃうおわーッ!?」

　多数の爆裂光弾の着弾により発生した粉塵、その中から一直線に伸びてくる最大級の危険を感じ、咄とつ嗟さに軸をずらして逃げる。

　一拍遅れて粉塵の中から伸びた紫色に発光する帯が先ほどまで俺の居た空間を薙なぎ払った。紫色の帯の行く手にあった雲が真っ二つに裂け、霧散していく。

「おいおい……スケルトンを駆除するだけの簡単なお仕事じゃなかったのかよ」

　ずずずずず、じゅるじゅる、ぎゅるるるる、と妙に湿っぽい不快な音がスケルトンどもの跋ばつ扈こしていた開けた場所から聞こえてくる。それと同時にパキパキメキメキ、と乾いた音がしているのは恐らくスケルトン達の破壊音だろう。

　粉塵の奥から再び這はい出してきた触手に目を凝らす。





　【名前】受肉した意識集合体




　【レベル】76

　【スキル】捕食吸収（魔力）　捕食吸収（魂）　捕食吸収（肉体）　魔力眼　破壊光線（闇）　自己再生




　【称号】摂理に反するモノ　不死者　貪食者　魔王　神意の代行者

　【賞罰】なし






「これアカんやつや！」

『でしょ？　ソレ、目覚めて周囲の魔力とか魂を食い始めると際限無く成長するんだよね。だからまぁ予備プランとして温存してあったんだ』

「予備プランってなんのだよ？　ってか際限無く成長とか洒落しやれにならねぇ」

『さぁなんのでしょう？　実は大だい氾はん濫らんと結構関係あったりなかったり？』

　はぐらかす名状し難い声を聞き流しながら神しん銀ぎん棍こんをストレージから取り出し、間髪容れずに極大爆破を発動する。

　今まであまり日の目を見なかった神銀棍だが、魔法主体で戦うのであればこちらが楽だということに最近気が付いた。

　単純に接合剣よりも神銀の量が多いせいかより大量の魔力を纏わせる──充じゆう塡てんすることが可能で、しかも制御が容易なのだ。

　それはともかくとして、極大爆破が粉塵の中に消えて炸さく裂れつした。ドン、と腹の底に響くような音と衝撃波が発生して粉塵を吹き飛ばす。

「効いてなくね？」

『ヒント：捕食吸収（魔力）』

「うげぇ」

　純粋魔法というのはその名の通り純粋な魔力による攻撃魔法だ。多用している割に細かい理論はよく知らないが、その威力と汎はん用よう性の高さから属性魔法よりも上位の魔法なのではないかと俺は考えている。

　特にこれといって苦手な相手というものも少なく、威力も大きい上に誘導性能を持っていたりするんだから、そう考えるのが妥当だと思うんだよな。

「そしてなんかキモいの出てきた」

『アレが本体でーす。まぁ、頑張れ？』

　粉塵を突き破って現れたのはどう見てもＳＡＮ値直葬モノのグロい物体だった。

　見た目は脳を連想させるような皺しわの寄ったピンク色の肉塊で、大きさは……恐らく三階建ての建物より少し大きいくらいだろうか？

　所々に人間の顔のようなものが浮かんでは消え、中心に近い場所には巨大な目玉がついている。感情の欠片かけらも感じられないその目玉はしっかりと俺の方を見据えていた。

　肉塊からミチミチと嫌な音を立てて触手が発生し、その先端に中央にあるのと同じような目玉が現れる。

「もしかして、フルバーストですかぁ!?」

『Ｙｅｓ！　Ｙｅｓ！　Ｙｅｓ！　Ｙｅｓ！　Ｙｅｓ！』

「Ｙｅｓ！　Ｙｅｓ！　じゃねぇ馬鹿死ね！」

　心の底から名状し難い神のような何かを罵ば倒とうしながら危険察知に従って回避行動に移る。




　まさに飽和攻撃。




　先ほどのお返しだと言わんばかりに避ける間もなく発射された紫色に発光する帯が俺を貫──かなかった。

「発動見てから回避余裕でした」

『転移で避けるとか美しくない！』

　なんか騒いでいるが戦いに美しさなど要らない。勝てばよかろうなのだ。そして思った、純粋魔法が効きにくいなら属性魔法をぶっ放せば良いじゃない。




「土葬濫牙グランダツシヤー！」

「凍葬崩撃ゼロブレイク！」

「火葬轟炎ロアフレイム！」

「風葬螺旋スパイラルエンド！」




　ということで、属性最強魔法を立て続けにぶつけてみた。

　無数の土の槍やり、というか太くて硬くて黒い土製の牙が肉塊を捕らえて咀そ嚼しやくするように押し潰つぶす。所々に穴が空いているが元々が軟体っぽいせいかあまり効いているようには見えない。

　次に着弾した水球が一気に冷気を放出して肉塊をガッチリと凍りつかせる。触手の殆ほとんどがこれで凍りついて砕け散った。これはそこそこ効いてるっぽい。

　次の瞬間には着弾した火球が大爆発を起こし、高熱の爆炎が視界を埋め尽くした。苦しげな呻うめき声が爆炎の中から聞こえてくる。これはかなり効いたらしく、肉塊の全身が焼け爛ただれ、一部が炭化した。

　最後の風の螺ら旋せん撃はごっそりと肉塊の一部を削って挽ひき肉にくにした。これは四つの中で一番ダメージを与えているように見える。

　ちなみに魔法名は俺の趣味では無く技能取得で自然と脳裏に過よぎってきたものだ。俺にも中二病の気はあるが、このセンスは流石さすがにちょっと。

『考えるのに苦労したよ。かっこいいでしょ？』

　駄神がドヤ顔してるっぽい雰囲気だけは伝わってくる。どうでもいいけどもう少し短くしてくれ、唱えるのに舌がもつれそうになる。

　それはそれとして肉塊の方がどうなっているのかというと。

「純粋魔法よか効いてるっぽいなぁ」

　相変わらず紫色のビームっぽいものは撃ってきているが、弾幕と言えるほどの密度は既に無い。魔法でビームを撃つ触手の数が減っているのもあるだろうが、少なくとも純粋魔法の極大爆破を食らった直後のように激しく反撃してこない。

　恐らくは純粋魔法と違って属性魔法は吸収できないか、できるとしても効率が悪いんだろう。土は今ひとつ効きが悪いようだが。

『接近戦、接近戦はよ！』

　しねぇよ馬鹿、どう考えても触手でネチョネチョ展開必至じゃねぇか。

『大好物だよ。今なら理不尽な女体化サービスもつけるよ』

　もうやだこの邪神。

　まぁ物理攻撃がどの程度効くかも試すか。再び腰から黒鋼製の杭くいを取り出す。ちなみにこれは結構前に殲せん滅めつしたオークの黒鋼装備をいくつかちょろまかして鋳い潰つぶして作り上げた一品だ。

　黒鋼は高い魔力抵抗を持つので純戦士の防具素材としても武器素材としても重宝される。これで武器を作ると魔法的な防御を容易に貫通する魔法使い殺しの武器になるのだ。重いし硬いので所謂いわゆる脳筋御ご用よう達たし。

　魔ま力りよく撃げきとは凄すさまじく相性が悪いから俺はあんまり使わんけど。

「ふんっ！」

　全力で投げた黒鋼製の杭が再度大気を砕き、轟ごう音おんを立てながら肉塊に突き刺さる。なかなか豪快に穴が開いた。

　とりあえず大穴を穿うがたれた肉塊は苦しげな呻き声らしきものを上げているので、そこそこには効いていそうだ。

「うーん、延々とこれを投げつけてるだけでも倒せそうな気がせんでもないな」

『あっるぇー？　仕様的には物理的な攻撃はあんま効かないはずなんだけどなぁ？』

　レベルを上げて物理が最強ってのが割とこの世界でも通じるってのがよくわかった。

　というかてめぇ、そういう仕様だってわかってて接近戦を促してたのかこの邪神。

『触手プレイ、触手プレイはよ！』

　だからしねぇっつーの！
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「こんなもんかね」

『念入りに過ぎるくらいだと思うね』

　徹底的にアウトレンジから肉塊を殲滅した俺は周囲一帯の土地を大規模な土魔法で攪かく拌はんし、新たに習得した光魔法で浄化し、また攪拌しては浄化しという感じで念入りに浄化した。

　スケルトンが溢あふれていた呪われし土地が今では一等の聖地並みに神々しい雰囲気で満たされている。

「というかあの肉塊に光魔法使えば良かったんじゃね？」

『うん、多分遥はるかに楽に倒してただろうね』

　おい、教えろよ。

『そういうタイプの縛りプレイなのかと思ってたよ、ハハッ』

　お前本当にいつか奥歯ガタガタ言わせてやるからな、マジで。

『え？　ケツの穴に手を突っ込まれるの？　ちょっとそういうハードなプレイは遠慮したいな』

　うるせぇ！　もう話しかけんな、シッシ！

『あっはっは、またねー』

　奴が去って行ったような気配が伝わってくる。多分だけど。

　さて、状況を整理するか。

　まず眼下には神々しい雰囲気を放つ広大な土地が広がっている。きっちりと整地され、今すぐにでも建物の建築や農地の開発ができそうな土地だ。広さは……クロスロードの街くらいの大きさだろうか。

　とりあえず土地の確保って意味では十全な結果だろう。後で簡易的にでも結界を張っておくとなお良いだろうな。

　で、俺の今の状況。

　身体的なダメージは無し、魔力は残り三割ってところか。今もぐんぐん回復してるし、いざとなればマール謹製の魔力回復薬もあるのでまぁなんとかなる。

　投とう擲てき用の黒鋼の杭は残弾ゼロ、また作らなければ。というか杭の形に拘こだわらなくても良いんじゃないかな、これ。むしろただの丸い鉄球とかのがいいかもしれん。

　新しく取得したスキルは光魔法。これは一気に最大レベルまで獲得した。

　レベル１で光輝と光矢の魔法、レベル２で光付与と拡散光弾、レベル３で光盾と光槍、レベル４で聖光と光条、レベル５で太陽聖槍と聖光波動を習得した。

　光輝は生活魔法の照明の魔法と似ているが、青白い光で魔物やアンデッドの類を退ける効果がある。上位互換魔法みたいなもんだな。

　光矢は射速が速く、貫通力が高い代わりに誘導性の無い魔矢みたいなものだ。ただしアンデッドと悪魔族系に特別効くらしい。

　光付与は武器や防具に光属性を付与して威力を向上させる。常に魔力撃状態になるようなもので、これも特にアンデッドと悪魔族系に効果が高いようだ。

　拡散光弾は短射程、貫通力低めの代わりに破壊力が高い。接近戦で使う分には使い勝手は悪くなさそうだ。

　光盾は展開したまま移動可能なバリアみたいなものだ。純粋魔法の障壁は移動不能だったので、上位互換と言えるかもしれない。

　光槍は魔力で光り輝く武器を作り出す魔法だ。別に槍以外でも作れるが、ストレージのある俺にはぶっちゃけ無用の魔法だな。

　聖光は眩まばゆく輝く球体を発生させる魔法で、この光は強力な浄化作用を持つ。この土地を浄化したのもこの魔法だ。スケルトン程度ならこの光に晒さらされるだけで一瞬で灰になるらしい。邪神が言うにはだが。

　聖光はアンデッドや悪魔族以外には攻撃能力が無いので、誤射の心配がないというのは素晴らしい。

　光条は純粋魔法の魔砲の光属性版だな。若干攻撃範囲が狭い代わりに貫通力は高いように思える。

　太陽聖槍はあれだ、サテライトレーザー的な。空から極太の光の帯が降り注いできて広範囲を爆撃する。ただし日中しか使えないようだ。

　聖光波動は身体からだに光属性の魔力を纏まとった上に身体能力が向上する魔法だ。身体能力の強化魔法ってゲームとかではよくあるんだが、この世界ではまだこれにしかお目にかかってないな。まぁ魔闘術で似たようなことができるけども。

　しかしこの魔法、強力ではあるが魔力が垂れ流し状態なのでお世辞にも魔力効率が良いとは言えない。俺はあんまり価値を見出せない。魔闘術で瞬間的に強化した方がよほど効率的だ。

「うむ、よし」

　一通り魔法を試射して感覚を摑つかんだ。光魔法の総評としては素直で使いやすいといったところだろうか。

　ただ、爆発力が足りない。やっぱ魔法はこう、チュドーン、ドカーンみたいな感じで爆発しないといかんと思うわけですよ。今回は今ひとつだったが、やっぱ俺には純粋魔法が合ってる気はするな。

　え？　あの肉塊からのドロップ品？　ヤツの消滅した跡地に魂こん魄ぱく結晶とかいうヤバげなアイテムがありましたよ。なんかこの前八岐やまたの大蛇おろちから剝はぎ取った蛇じや龍りゆう玉ぎよくよりも遥かに強い力を感じる逸品です。

　何に使えばいいんだろうね、これ。まぁあの肉塊から謎肉とか剝ぎ取れても困るけどさ。食ったら絶対侵されるよね、なんか肉体とか魂とか。

　それはそれとして、数日ここを空ける間にまた妙なものに棲すみつかれても困るので、簡易的な対魔物結界を張っておく。空から結界魔法を込めたミスリルの剣を投げるだけの簡単なお仕事です。

　そうしている間に日が傾いてきた。

　結構長い時間をここで過ごしてしまったな。そろそろカレンディル王国の屋敷に戻るか、と思ったその時だった。

「ん？」

　視界の隅で地面が盛り上がったような気がした。

　よくよくその地面を観察してみると、やはり徐々に盛り上がってきている気がする。なんだ？

　見ていると殆ど無音で地面が盛り上がり、陥没して地面に穴が空いた。人一人が通れるくらいの大きさの穴だ。その中からひょこっと黒いものが顔を出す。

　つぶらな複眼、強きよう靭じんそうな顎あご、ピコピコと動く黒い触角、ここから見える四本の手には鈍く輝くスコップのような道具。

　アレは、そう。元の世界でも見覚えのあるアレだ。となると、様式美としてこう叫ばざるを得まい。

「アリだー‼」

『ぴゃあぁぁぁぁ!?』

　俺の叫び声にビビったのか人間サイズのアリらしき生物は目にも留まらぬ……こともない速さで穴の中に引っ込んでいった。

　今のアリ、明らかに悲鳴あげてたよな。しかも甲高い女の子の声。可愛かわいい女の子の声で喋しやべるでかいアリとか誰得なんだよ。流石の俺もアリはちょっと無理だわ。
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『アレを撃破したでありますか。勇者というのはとんでもない存在なのでありますな』

「俺はちょっと規格外かもしれんけどな、ほれ」

『かたじけないであります』

　木製のタンブラーに蜂はち蜜みつ水を注いで手渡すと、目の前の存在は恐縮したような声でそれを受け取り、一瞬触角を蜂蜜水につけてからタンブラーの中身に口をつけた。

　ちなみにこの声、あの駄神みたいに直接脳内に響いてくるような感じだ。念話とでも言えば良いのだろうか。

『キリングワスプの蜜ではないようでありますな。なかなかまろやかな甘味であります』

「ビッグホーネットの蜂蜜だ。肉はそれでいいか？」

『実に上質な肉であります。不満は無いであります』

　今、俺の目の前では人並みの大きさを誇るアリが少女のような甲高い声を響かせながら片手に蜂蜜水入りタンブラー、もう片手に生のドラゴン肉を持ってゴクゴクムシャムシャしている。なんというかシュール。この見た目と声のアンマッチっぷりが酷い。

「不慮の事故とは言え、お仲間を何人か殺やっちまった件については本当にすまんかった」

『明確に悪意と敵意を持っての攻撃であれば話は別でありますが、そうでないなら十分な補償をしてくれればそれで良いでありますよ。別に我々のうちの十数人が死んでも我々全体が滅びるわけではないでありますから』

　そう、やっちまったのである。

　先ほど念入りに行った整地作業に目の前のアリ──アンティール族というらしい──の斥候十数人を巻き込んでしまっていたのだ。いや、まさか地中にそんなのが居るとは予想だにしてなかったんですよほんと。気配察知も流石に地中まではカバーしてくれないらしい。

　俺の行為に対する彼女らの要求は『損害分』を補ほ塡てんできるだけの食料、というか肉を提供することだった。幸い俺のストレージの中には大だい氾はん濫らん時に撃破したドラゴンの肉やらこの前倒したヒュドラ肉の余りやらがあったのでそいつを提供することにした。

「ちなみに必要量を提供できなかった場合はどういう対応になってたんだろうか」

『損害分を補塡するか出で涸がらしになって死ぬまで色々搾り取らせてもらうだけであります』

「やだこわい！」
















　何を絞られるんでしょうか。きっと性的な意味ではないと思うので怖いです、マジで震えてきやがります。血とかそういうのでしょうか。

「それにしても肉で済むとか命軽いな」

『そこは我々と貴方あなたがたとの機能の違いでありますな』

　彼女（？）の話を聞く限りアンティール族というのは『個』という概念が酷く希薄な種族であるようだ。なんか生き物っていうより機械っぽい印象を受ける。彼女は決して自らのことを『私』とか『自分』とは言わず『我々』とか『私達』と呼称するのだ。『次のクローンは上う手まくやるでしょう』とかそういう類のアレなんだろうか。

『実際の所、アレを倒してくれたことは感謝に値するであります。アレは実に厄介なシロモノでありました。土壌を汚染するでありますし、肉に触れれば同化捕食をしてくるでありますし、その上精神侵食までしてくるでありますよ』

「なにそれ怖い。触手プレイとかそういう以前の話じゃねぇか」

　俺の能力値なら抵抗できてしまうのかもしれんが、あの駄神マジでいつかぶっ飛ばす。落ち着いたら神様をぶん殴る方法を探そう、本気で。

『初めて接触した時には我々もかなり危なかったであります。精神侵食のせいで我々のうちの三割ほどを処分せざるを得なかったでありますから』

「三割って凄すごいな……ってかなんでそんな相手の居るとこにお前さん達は居るわけだ？　そんな危険な相手からは離れてた方が良いんじゃないか？」

『脅威だからこそ監視をしっかりしていたでありますよ。接触時の対処法は確立していたであります』

　命の軽さに突っ込む気も失せてきた。これまでの会話から『対処法』の内容も推し量れてしまうだけになんというかもうね。

　そうしているうちに穴から次々と量産型アリ子が這はい出てきました。いや、量産型ってかどれも見分けつかないんだけども。

『肉を運ぶので出して欲しいであります』

「あいよ。つか地面に直接生肉を置くのは不ま味ずくないか」

『『『『問題無いであります。さぁさぁ』』』』

「うるせぇ!?」

　頭の中に多重に響く声に思わず顔を顰しかめる。微妙に声質の違う少女の声がまるで合唱のように同時に響いてくるのだ。

『『『『ヒャッハー！　新鮮な肉であります！』』』』

　なんか肉を掲げて小躍りしてる。これは酷いカオス。

　想像して欲しい。人の背丈ほどもあるアリが所謂いわゆるマンガ肉にしか見えないドラゴンの尻しつ尾ぽ肉を神み輿こしか何かのように担いでワッショイワッショイしている姿を。しかも頭にキンキン響く少女声で。もうシュール過ぎてコメントも出て来ない。

「あー、喜んでくれて何よりだ。あと、俺はこの更地に村というか街というか、国を作る予定だ。お互い様々な事故を減らすためにルール作りが必要だと思うんだが、どうだ？」

『少々待つであります』

　アリ子が黒い触角をピコピコと動かす。見ようによってはその様子が可愛いような気がしてくるから不思議だ。無論愛あい玩がん動物的な意味で。

　ストライクゾーン広めと自負する俺でも流石さすがに人間要素が欠片かけらも無いデカいアリに欲情するのは不可能である。これが触角付き黒髪美少女だったらなぁ。せめてアルケニアレベルだったらなんとか。

　まぁ嫁はもう十分なのでこれ以上はいらないけど。熊はともかくあれだけの美女、美少女を嫁にしてこれ以上増やそうとは思わない。というか今後のことを真面目に考えると既にキャパシティオーバーしている気がしてならない。

　ああ、皆にミスリルの短剣を作ってやらなきゃならん。

『了承であります。この穴に向かって声をかけてくれれば我々のうちの誰かがすぐ出てくるであります』

「わかった。一応整地した範囲には対魔物結界を構築してあるから、よほどヤバいのが来ない限りは安全なはずだ」

『了解であります。では肉を味わう仕事があるのでこれで』

「おう、明あ日すか遅くとも明後日あさつてには来るわ」

　俺はアリ子にそう声をかけてから長距離転移を発動し、王都アルフェンの屋敷へと飛んだ。なんだかどっと疲れた。







　　　第六話　～皆に真銀ミスリルの短剣を贈ることにしました～







「うーっす、ただいまー」

「あ、おかえりなさいタイシさん！」

「おかえりなさい。ご無事でなによりです」

　鎧よろいを直接ストレージの中に収納しながら屋敷の扉を潜ると、丁度マール達が玄関ホールの階段を上がって二階へと移動しようとしている所だった。軽やかな身のこなしでマールが階段を駆け下り、そのままの勢いで抱きついてくる。

「無事で良かったです。怪け我がはありませんか？」

「見ての通りかすり傷一つ無い。ちょっと厄介なやつがいたけどな」

　正気度喪失必至の肉塊の姿を思い出して気分が悪くなりかけるが、抱きついているマールの体温と柔らかさのおかげで持ち直す。そうしているとティナとフラムもすぐ傍まで歩いてきた。




「ご無事でなによりです」

　ティナがそう声をかけてマールと同じように俺にそっと抱きついてくる一方、フラムはなにも言わずただ傍に寄り添っている。

　家に帰るなり美少女美少女美女の三人に囲まれるなんて俺も偉くなったもんだ。これがリア充ってやつか。今なら何でも出来る気がする。もう何も怖くないッ！

　いや、フラグを立てるのはやめておこう。今なら無理矢理へし折れる気がしないでもないが、死亡フラグさんは侮れないからな。

「首尾は上々だ、かなり広い土地を制圧できたぞ。簡易的にだが対魔物結界を施してきたし、土地の浄化も完了してる。あと、樹海の知的種族と接触した。デカいアリみたいな種族で、アンティール族って名乗ってた」

「おつかれさまです。でかいアリ、ですか。あの辺りには知的種族は居ないって話でしたよね？」

「地中で生活しているようだったしなぁ、見つけられなかったんじゃないか？　それにあの樹海はヤバい魔物も多いし、いくらアルケニアが強力な種族だとしても気軽に情報収集もできないだろ」

　実際あの広大で見通しが悪い樹海を当てもなく彷徨さまよって情報収集するとか苦行以外の何物でもないだろう。俺は空を飛べるから幾らかマシだろうが、徒歩でとか俺も遠慮したいレベルだ。

　ただ、以前に樹海上空を飛んだ時にいくつか遺跡っぽいものを発見したのでいつか暇ができたら調査してみたいとは思う。クスハの言っていた他の知的種族とやらにも接触したいな。ああ、やる事というかやりたい事が尽きない。

「あなた、明日は少し休まれた方がよろしいのではありませんか？　どうしました？」

「いや、あなたって……」

「私達は夫婦になるのですからこう呼んだ方が良いかと思ったのですが……お嫌でしたか？」

　華やかな笑みを浮かべながらそう言ってティナが首を傾げてみせる。な、なんということでしょう。なんだ、なんだこの、この……破壊力は。不意打ちは卑ひ怯きようでしょう。ときめいてしまうじゃないか。

「ティナ……おそろしい子！」

「ふむ、なるほど」

　ティナの言動にマールが白目蒼そう白はくのとても他人には見せられない顔になり、少し離れた所に立つフラムは感心したように頷うなずいている。

　これはフラムさんの不意打ちにも注意した方が良いようですな。いや、もう何というか不意打ち上等ですがね。

　それにしてもあなた、あなたか……胸が熱くなるな。早く色々と片付けて甘い新婚生活というものを体験してみたいものだ。いや、九人も嫁が居たら酸いも甘いも無いかもしれんが。

「いや、全然嫌じゃない。ドキッとした」

　そう言って額にキスをしてティナを抱きしめる。マールとはまた違った抱き心地だ。本当にこう、儚はかなくて折れてしまいそうとでも言えばいいのか。マールは柔らかさの奥にしなやかな芯しんがあるというか、寄りかかれる安心感があるんだよな。

「ちょっと！　ちょっとタイシさん！　私を差し置いてそんな無体な！」

「あーはいはい、わかってるって。マールが一番だ」

　ティナを解放してから涙目になっているマールを抱いてクルクルと回る。あーやっぱマールを抱くと安心するなぁ。回転するのを止めて大きく息を吸い、吐き出す。別に匂いフェチってわけじゃないが、少し甘い匂いに薬草の匂いが混じったマールの匂いを嗅かぐと安心する。

　ひとしきり堪たん能のうしてから解放すると、つい先程まで涙目だったマールがとても機嫌の良さそうな笑顔になっていた。うむ、ちょろ可愛い。

「さぁ、フラムもカモン！」

「えっと……では、お言葉に甘えて」

　少し離れた所に立っていたフラムに向かって両腕を広げてみせると少し戸惑いながらも胸にぽふっと飛び込んできた。正面から抱き合うとフラムの豊かなおっぱいが胸にむにゅりと押し付けられて実に幸福な気分である。

　背丈が同じくらいなので顔が近いのも良い。フラムの端整な顔つきと、黒曜石のような黒い瞳ひとみをじっと見つめていると、不意にその顔が視界いっぱいに広がった。柔らかいフラムの唇が俺の唇に押し付けられる。

「「あーっ!?」」

　何やら横でマールとティナが騒いでいる。

　しっかりと長い時間唇を合わせてからフラムはそっと顔を離し、少し赤い顔で微笑ほほえみを浮かべて見せた。




　　　　─☆★☆─




　戦争が起こった。

　豊かさを誇るカレンディル王国と、勇者の血をその身に宿し、優れた技術と魔力を誇るミスクロニア王国との間にである。

　いくらカレンディル王国が豊かさを誇るとは言えその兵数には二倍の開きがあり、技術と魔力、そして経験に優れるミスクロニア王国に負けはないかと思われた。

　しかし勇者の介入によって戦況は覆されることになる。

　勇者の奇襲によって後方支援を担当していたミスクロニア王国第二軍団は撃破され、前衛を務めていたミスクロニア王国第一軍団はカレンディル王国軍と勇者に挟撃を受ける形となった。

　後が無いと悟ったミスクロニア王国第一軍団も激しく抵抗したものの、豊富な物量を誇るカレンディル王国軍と圧倒的な力を誇る勇者の前に敗北を喫することとなる。

「わ、わらしをたおひれもらいに、らいさんのわらひが……！」

「往生際が悪いぞ、マール。さぁフラムさん、ヤっておしまいなさい」

「ごめんなさいね？」

「あっ!?　ら、らめっ！　そこ……!?」

　引き攣つった声にならない叫び声をあげながら小刻みに震え、マールがぐったりと幸せそうな表情で動かなくなる。蕩とろけたような表情が実に良い。

「うむ、では次はフラムだな」

「えっ？」

「騙だまして悪いが二人きりのこの状況を作るためだったんでな……とりゃー！」

「あーれー、ふふっ」

　ノリの良い反応を返しながら両手を広げて微笑むフラムの大きな胸に飛び込む。夜はまだまだ長い。
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「お館さま、顔色が優れないようですけど、だいじょうぶですか？　マッサージ、しますか？」

「うん、大丈夫。大丈夫だけど後で頼もうかな、腰を重点的に」

「はいっ」

　嬉うれしそうに弾んだ声でそう言いながら少女メイドのメイベルが俺の前に次々と朝食を並べていく。

　あの後、フラムとゆっくりねっとりと過ごした後に眠りに就いた俺は復活したミスクロニア王国軍に朝駆けを受けた。それはもう完全な負け戦である。復ふく讐しゆうは実に苛か烈れつだった。

　しかも後半になって起き出してきたフラムまで何な故ぜかミスクロニア王国軍に加勢したのである。まさかの連合軍結成である。

　どこから取り出したのか怪しげな薬品まで投与されて絞り尽くされた。何故マールの作る薬は俺の毒物耐性を貫通してくるのだろうか。ギャグ補正とかそういう類の神の見えざる手のようなものを感じる。

　あ、嫌な予感がしてきた。出てくるな、出てくるなよ？　よし。

「タイシさん、今日はどうするんですか？」

　妙につやつやとした肌のマールがにこやかに俺に問いかけてくる。ちなみにマールだけでなくティナもフラムもつやつやお肌である。もう三人ともつやっつやである。煤すすけているのは俺だけだ。解せぬ。

「午前中は鍛か冶じ工房だな。午後になったら里を回ってみんな連れて現地入りかな」

「わかりました。じゃあ私達は例のアンティール族について調べてみますね」

「わかった。ああ、ついでにちょっと頼まれてくれるか？　昨日現地で征伐騎士団のスケルトンから手に入れたカレンディル王国の紋章入りの盾があるんだが、これを王城かゾンタークのとこに届けてくれ」

　ストレージからカレンディル王国の紋章入りの盾を取り出し、マールに見せる。マールはそれを受け取り、ひっくり返したりしながら仔し細さいに眺める。

「わかりました、王城に届けておきます！」

「ああ、頼むよ」

　こうして朝のミーティングを終え、出かけるマール達を見送った俺は鍛冶工房に直行……する前に居間でメイベルに踏まれ──いや、マッサージをされていた。

「ここですか？　ここが気持ち良いんですか？」

「う、おぉぉ……そこだ、良いぞー」

「うふふ、気持ち良いんですね。勇者のお館さまがしがないメイドの私に足あし蹴げにされて気持ち良いんですね？」

「あぁぁぁぁー、良いわぁぁぁぁぁぁぁ」




　腰の上に乗ったメイベルが小刻みに俺を踏んで按あん摩まをかけてくる。程よい重さと振動が気持ち良い。別に少女の生足に踏まれることに快感を覚えているわけではない。違うよ？

「……お館様、姪めいに変なことを仕込むのは止めて頂けませんか」

　流石に看過出来なかったのか普段は何も言わないジャック氏が苦々しい声で俺とメイベルの戯れを咎とがめてくる。

「ちょっとした遊び心じゃないか」

「そうですよおじ様」

「もう少し健全なものになさって下さい」

　疲れたような声でそう漏らし、ジャック氏がメイベルをヒョイと抱え上げてソファへと放り投げる。そして絨じゆう毯たんに寝そべっている俺のすぐ傍に屈み込んだ。

「マッサージというものはこうやるのです。ただ踏むだけなど文字通り児戯ですな」




　ジャック氏の手がスルリと俺のふとももに巻きつき、腰に手が添えられる。そして、ギリギリと力が込められ始めた。

「えちょ、何を」

「体から力を抜き、楽になさってください。ふんっ」

　グキィッ。

「アオォッー!?」

　予想外の衝撃に思わず変な声が出る。

「こ、これが本当のマッサージ……」

　メイベルが目を輝かせてジャック氏に尊敬の眼差しを送る。おいやめろ、これを覚えるつもりか。

「私のマッサージ術は百八式までございます。ご堪能ください」

「ま、待って！　あがぁぁぁッ!?」
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「げ、解せぬ……」

　労られているはずなのに何か酷い目に遭っている気がする。なんというか皆様にはもう少しソフトに接して欲しいと願わざるを得ない。切実に。

　というか休めとか言いながら朝駆けしてくるティナさんも侮れぬ。やはりイルさんの血族にしてマールの妹であった。

　さて、それはそれとして久々の本格的な鍛冶作業だ。

　嫁も一気に増えたのでこれを機にミスリルの短剣を人数分作ってしまおうと思う。今までなぁなぁになってしまっていたのだが、ティナに続いて次々と嫁が増えたのでここらで俺の態度をしっかりと示す必要があるだろう。
















　素材であるが、ここは素直にミスリルにしておこうと思う。神銀を使っても良いのだが、マールの分をミスリルで作っているのでここは公平にミスリルにする。

　ミスリルは経年による劣化が少ない上に錆さびないし、またそれなりに丈夫で美しく、色いろ褪あせることのない金属だ。無論頑強さでは黒鋼に劣るし、魔力増幅効率ではクリスタルに敵わない。総合性で言えば全てにおいてオリハルコンの方が性能は上だ。

　逆に言えばミスリルはオリハルコンより入手しやすく加工が容易で、黒鋼より遥はるかに軽く美しく、またクリスタルよりも強きよう靭じんだ。実用性と装飾性を兼ね備えるという意味では最適な素材だろう。

「よっしゃ、んじゃどんなのにすっかな」

　ミスリルのインゴットを用意した俺は石板にデザイン案を消しては書き、消しては書きを繰り返して全員分の短剣のイメージを固めていく。

　この世界では紙と言えば羊皮紙とパピルスっぽい感じの二種なのだが、どちらも消しては書きということがしづらいし、かといって量を揃えるとなるとなかなかにしんどい。こういうトライアンドエラーの繰り返しをする場合は石板に蠟ろう石せきでやるのが便利だ。

　ちなみにこれで地面に名前を書いても異なる世界に召喚されたりはしない。ちっとも残念ではないけども。

「フラムのはー、うーん」

　戦闘技能を有しているフラムは実際に貞操の剣たるこの短剣を振るう機会もあるかもしれない。となると、マールと同様に実用性を重視した方が良いだろう。

　どちらかと言えば控え目な性格だしあまり派手なのは合わない気がする。かといって地味にしすぎるのもよろしくない。貞操の剣とは即すなわち婚約指輪のようなものなので、一目見てそれとわかるようなものが好ましいそうだ。

「うむ、こんなものか」

　出来上がったのはシンプルな諸もろ刃はの短剣だ。切っ先は鋭く、刀身は厚め。

　斬撃よりも刺突を主眼に置いた品で、魔法刻印を施すことによって折れず、欠けず、曲がらず、血や脂によって切れ味が鈍らないという特性を付与している。

　鍛冶のスキルをレベル５にした時に得た知識を最大限活用して打ったこの品は周囲の魔力を自動的に吸引して半永久的に効果が持続できるようになっている。魔剣と称しても良い逸品だ。

　刃物としての性能を最大限に活かす、その一点に比重を置いた品と言える。

「理想のキッチンナイフ……いや、これ以上考えてはいけない」

　見てください、凍ったお肉も固い根菜も楽々！　魚だって骨ごと行けます！　しかもお手入れ不要、水でさっと流すだけで清潔にお使いいただけます！

　妙に甲高い声の派手な恰好をしたおっさんが脳内で宣伝を始める。いけない、これ以上いけない。考えないようにしよう。

　なめしてあるドラゴンの革を使って鞘さやを拵こしらえれば完成だ。





　【名称】ミスリルダガー

　【品質】超越的




　【特殊効果】不朽






　鑑定眼で見てみるとこんな感じ。それにしても不朽とは大きく出たな。

　まぁ作り手としては魔法刻印の効果が発揮されれば鑑定の通りほぼ不朽なのは保証するところではある。魔力供給を断って魔法刻印の効果を無効化してからなら破壊はできると思うが、今の状態だと俺でも力ずくで破壊するのは難しいと思う。

　ちなみにこの不朽の魔法刻印は刀剣類にしか付与できない上に、他の特殊効果と共存ができない仕様である。いいとこ取りはできないし、また防具や刃物以外の武器には使えないわけだ。いつか克服してやろうとは思うが、緊急性は低いので後回しだ。

　さぁ、次にかかろう。
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「これで良し」

　最後に仕上げたデボラの短剣──というにはあまりに見た目が分厚く重そうな剣けん鉈なたを仕上げて一つ息を吐く。

　ドラゴン革の鞘に収まった分厚い剣鉈の刀身には精せい緻ちな装飾を彫り込んである。鞘に収まったままでは一見無骨だが、抜けば白銀に輝く刀身と彫り込んだ装飾が映える逸品だ。捻ひねりが無いが、これにも不朽の魔法刻印を施してある。ちなみに柄はしっかりと艶つやが出るまで磨いた木材だ。

　見た目無骨、中身乙女とか正にデボラって感じでピッタリだと思うんだがどうだろうか。

　フラムの短剣の次に作ったティナの短剣には魔法の発動体としての機能と、鞘に収めたまま対象に触れさせることによって傷を回復し、浄化を行う魔法刻印を施した。無論普通に鞘から抜いて斬りつければ斬れる。

　鞘に収めないと効果が発揮されない理由は単純で、刀身と柄に彫り込んだ魔法刻印だけでは俺が満足できるだけの性能を発揮できなかったからである。

　ティナの短剣は鞘もミスリルで拵えてあり、魔法刻印が施されている。鞘に収めることによって鞘側の魔法刻印と短剣側の魔法刻印が接続され、一つとなって初めて効果が発揮されるのだ。

　この魔法刻印というのは以前クロスロード騎士団のトワニング団長が俺を追跡するために使った『秘印』と技術体系としてはかなり近い。というか魔法刻印を元に単純化したものが秘印だと思う。大幅にスペックダウンしてるけど。

　以前調べた所によるとこの魔法刻印というものは廃れて久しいものであるようだ。それもそのはずで、ちょっとした構文の間違いで動作不良や暴発を起こしやがるのである。この辺は元の世界のプログラム言語に似ているかもしれない。

　刻印そのものも結構複雑で、彫るのに神経を使う。使いこなすのには知識だけでなく高い加工技術が必要であるため、失伝するのも止やむなしといったところか。高精度の工作機械でもあればなんとかなるかもしれんけど。

　俺の場合は鍛冶スキル５とインフレしたステータスがあるからなんとでもなるんだけどな。見よ、この鍛造機械も真っ青の超高速ハンマー打ちを。マールに『手の動きが気持ち悪いです』って引かれるレベルなんだぞ！

　あれ、目から汗が。

　うむ、閑話休題。他の短剣の解説に移ろう。

　クスハの短剣は実の所一番の難産だった。デザインは守り刀を意識して鍔つばの無い短刀型ってことですぐ決まったんだが、追加効果を何にするかで相当悩んだ。

　結果、魔法の発動体としての機能と、納刀したまま魔力を篭こめる事によって強力な魔法障壁マジツクバリアを展開できる機能をつけた。そこそこに魔力を食うが、かなり強力な魔法障壁を展開できる。クスハは魔力も高そうだし使いこなせるだろう。

　羊娘のカレンと狐娘のシェリーには機能的にお揃そろい、デザインは別で作らせてもらった。カレンのはシンプルなダガー型、シェリーにはクスハと似たような短刀型にした。

　二人は魔法を使うので、魔法の発動体としての機能を最大限に追い求めた品にしてある。柄の芯しんや装飾に極限まで精錬して真っ青になったクリスタルを併用することによって少ない魔力で高出力の魔法を使えるようにしてみたのだ。

　試しにファイアボルトを撃ってみたらファイアボルトというかファイアレーザーになっていた。何かヤバいものを作ってしまった気がするので、こいつを初めて使うときは必ず俺が傍につくようにしようと心に誓った。

　あとはシータンとメルキナか。

　シータンは全くもって戦うとかそういうイメージが湧かないので、これもまたクスハとは違う意味で難航した。結局は普段使いも気兼ねなくできるように不朽の魔法刻印を施すことにしたけど。

　デザインはシンプルな諸刃のダガータイプだ。片側の刃は鋭利に、反対側の刃はノコギリ状にしてある。肉とかの柔らかいものを切るときは鋭利な方を、ロープや骨、木の枝とかを切る時にはノコギリ状の方を使うというように一本で二種類の使い方ができるように工夫した。

　はい、御察しの通りどっちの面を使っても普通の鉄剣程度ならスパスパ斬れます。意味ないですねこれ。デザインでしかないよ。

　メルキナの短剣は性能的にはマールの短剣の上位互換品のようなものだ。風属性を付与し、短剣の重量を軽減、使用者の敏びん捷しよう性を向上、ついでに魔法の発動体にしてある。

　後発の作品の方が性能が良くなるというのは致し方ない。ただ、こういうものは性能ではなく贈った順番とか経緯が大切だろう。性能が一番低かろうがなんだろうが、一番はマールなのだ。

　まぁ、マールが今持っているミスリルの短剣も一度打ち直している物であるし、マールが希望すれば再び打ち直すという方法もあるだろう。一度も二度も同じと言えば同じだろうし。

「いや、久々にやるとなかなか疲れるな」

　ぐりぐりと肩と首を回しながらしっかりと鞘に収められたミスリルの短剣をストレージに回収していく。後は機を見てサクサクと渡していくとしよう。差し当たってはフラムとティナにだな。

　ああくそ、何な故ぜか気が重い。まさかこれがマリッジブルーとかいうものなんだろうか。

　違いますね、はい。
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「フラム、遅くなってすまなかった。ティナもどうか受け取って欲しい。なんというか、俺の気持ちというか覚悟というか、そういうものだ」

　午後になって帰ってきたマール達を呼び止め、屋敷のリビングで早速午前中に打ったミスリルの短剣をフラムとティナに渡した。ムードとかそういうのはガン無視で、リビングに入るなりすぐに手渡した。

　だってこんな時にどんな話や顔をすればいいのかわからないんだよ。

「……ありがとうございます」

「あなた、ありがとうございます」

　それぞれフラム、ティナの言葉である。

　フラムはなんか泣きそうなくらい喜んでるし、ティナはニコニコと満面の笑みだ。というか俺の呼び方それで固定なのね。

「あー、とりあえず座ろう」

　言葉通りとりあえず席に着き、メイベルを呼んでお茶を用意してもらう。

「やっとですねー。てっきり忘れてるのかと思ってました」

　マールはやれやれといった表情で肩を竦すくめて見せた。すみません忘れてました。だって仕方ないじゃない、こっちの慣習的なものにはまだ不慣れなんだよ。

「いつだったかフラムさんに護身用に剣を持たせてましたよね？　いっそミスリルの短剣にすれば良いのにって思ってましたよ。それから後は全然渡す気配も無かったですし」

「マール様、その辺りでどうか」

「むぅ……まぁタイシさんはフラムさんをデリケートに扱ってましたからね。主人の立場でそんなことしたら強制になるとかそんなことを考えていたんでしょうけど、やっぱり早く渡してあげれば良かったのに」

「マール様」

「はいはいわかりましたー」

　珍しくお小言を言ってくるマールをフラムが諌いさめてくれる。

　なんというか背中にじわりと汗が噴き出してきた。

　言えない、全く考えついてなかっただけだなんて絶対に言えない。これは墓まで持っていくとしよう。知られたら今渡した短剣で速攻で刺されそうな案件である。

「一休みしたらクスハのところに行くぞ。調べてきてくれた件に関してはクスハのところを経由して獣人の村に行った時に話してくれ」

「そうですねー、一度に説明した方が効率的ですし」
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「ふん？　物騒なしきたりじゃの。でもまぁ、うむ。そういうことなら貢物を貰もらってやるのに吝やぶさかではないぞ、うむ。なかなか美しい品ではないか」

　俺の手からミスリルの短刀を受け取ったクスハの反応がこれである。

　口ではこんなこと言ってますが隠しきれない喜びの感情が漏れてますよ五百年乙女さん。ほら、そのウキウキした感じでステップ踏んでる後ろ足のうちの二本とか、隠そうとして隠れてない口元の笑みとか。

「そうやって素直にならないから五百年経ってもおぼこなんですよ」

「嬢は結構辛しん辣らつじゃよなっ」

　クスハの素直じゃない態度にイラっとしたのか、マールの抉えぐるような一言がクスハを襲う。これには流石さすがのクスハも口元を引き攣つらせた。俺としては見え見えすぎて逆に可愛かわいく思えるんだがな。

「さぁタイシさん、次に行きましょう。次です次！」

　なんかマールさんの機嫌が悪い。これが伝説のＹＡＫＩＭＯＣＨＩというヤツだろうか。英語で言うとジェラシー。

　可愛い反応を見せるマールの頭を撫なでて宥なだめながら今度は獣人の村へと転移を行う。
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「うぇるかーむ」

　アルケニアの里を後にした俺達は獣人の村に着くなりいつも通りの眠たげな表情をしたカレンに出迎えられた。

　しかし問題はその場所というか恰好だ。

　あれだ、これはあれだ。海水浴場の砂浜でライフセーバーの人が座ってるようなあの脚立みたいな高い椅子。土魔法で作ったらしいそれに座ってお出迎えである。

　しかも村の出入り口、道のど真ん中である。

　決して丈が長いわけではないワンピースの裾すそからスラリと伸びた足が妙に艶なまめかしい。というか今気づいたんですけど足、蹄ひづめなんですね。顔は人間、羊耳に角、手は人間、足首から先は蹄──うむ、アリだな。

　そしてわざとらしく組み替えられる足。

　そのふともも、その奥に視線が誘導され──はっ!?

「待て、慌てるな、これは孔明の罠わなだ」

「やはりロリコンでした！」

「違うロリコンじゃない！　ロリも好きなだけだ！」

「私が守備範囲ならカレンさんも十分守備範囲ですよね」

　ここでティナさんの自虐的とも取れる爆弾発言である。確かにティナとカレンを比べるとそんなに大差は……いやいや、いけない。これ以上は考えるな俺。

「別に孕はらめるなら歳とかどうでも良いじゃろ」

「流石五百年乙女は言うことが違いますね！」

「よし、その喧けん嘩か買ったぞ小娘ェ！」

　正にカオス。眠たげな表情のままニヤニヤと俺を見下ろすカレン、俺の横で真面目な表情のまま頷うなずいているフラム。ニコニコしながら俺の脇腹を抓つねっているティナ。そしてにゅあぁ、キシャーと奇声を上げながら取っ組み合いを始めるマールとクスハ。というかティナさん痛いんでそろそろ無言で抓り続けるの止めて頂けませんかね。

「何やってんだ」

　いつの間にか現れていたソーンが呆あきれたような声を上げる。こいつのケモ度は最上級。全身毛むくじゃらで顔もほぼ犬──本人曰いわく狼。ただし人間みたいに頭髪がある。足は一応獣足らしく、何度か本物の犬、じゃなくて狼のように四つ足で走る姿を見たことがある。

「なんだよ、ジロジロ見て」

「やっぱお前犬だよな」

「狼だ！」

　いつものように牙きばを剝むいて怒ったので骨つき肉を叩たたき込んでおく。なんか仰向けに倒れて悶もん絶ぜつしているが気にしてはいけない。あれ、ティナさんなんでそんな物欲しそうな顔をしてらっしゃるんですか。さっきお昼ご飯食べたじゃないですか。

　とはいえこのまま脇腹を抓られているのも痛いので干し肉を一ひと欠片かけらティナさんにあーんしてあげました。なんか嬉うれしそうにもぐもぐしてますね。脇腹も解放されました、やったね。

　しかしティナは実は腹ペコキャラだったんだろうか。いや、冒険者っぽいというか骨つき肉とか干し肉とかこういう野趣あふれる食べ物に興味があるだけかな。ジャンクフードマニアみたいな。

　むむ、これはティナにもちゃんと運動をさせるべきか。いや、別に子供じゃないんだから自分のコンディション管理くらい自分で……いや、歳を考えると危ないのか？

　え？　ティナの年齢は幾つかって？　レディの年齢を尋ねるなんてそんな無粋な真ま似ねをするわけにはいかないじゃないかＨＡＨＡＨＡ！　俺より年下だよ、うん。元々の年齢から考えると今の関係が大変危険な香りがするのは否めない。認めよう。

　カレンやシェリー、シータンは？　うむ、危険ってレベルじゃないな。

　だが手を出さなければいいのだ、俺の鋼の意志で。豆腐より脆もろいような気がしないでもないけど。

「ちなみに私は半年前に初物が来てる。ちゃんと妻の役目を果たせる」

「駄目です！　最初は絶対に私です！」

「そんなものは天からの授かり物であろうが。やることをやっていれば後は運じゃろ？」

「私とティナとフラムさんは魔法で止めてるからまだ出来ないんですよ！」

　流石のマールも単純な取っ組み合いではクスハに敵わなかったらしく、糸で梱こん包ぽうされてミノムシのようにされて村の入り口の門に吊つるされている。マールさんの貴重な敗北シーンである。

　すっかり忘れていたけどマール達には避妊の魔法がかかっているんだった。おかげで月のモノが無いし、望まぬ妊娠をする事もない。

　街や村など文明のある所ではかなり普及率が高い魔法であるらしいが、逆に言えばその恩恵の無い未開の地に住んでいたクスハやカレン、シェリー達はそういった魔法を使っていないわけだ。というかクスハにその魔法効くんだろうか？

　一応貴族になって領地を得た以上後継者の問題も出てくる。第一夫人であるマールを差し置いて先に他の嫁との間に子供が出来てしまうのは流石に不ま味ずいのだろうか。まぁ正妻はマールと定めているから大丈夫だろう、多分。

　どんな形になるにしろ養っていく自信はあるし、初めてマールと致した時に覚悟は完了している。

　その後で避妊魔法の存在を知って肩透かし食らったけどな。

「ならとっとと解除してくるんじゃな。さもなくば先に我らが孕んでしまうぞ」

　俺が懊おう悩のうしている間にもクスハは余裕の表情でマールを煽あおっていく。

「ふふふ、そんなこと言ってますが本当に覚悟は完了しているんですか？　タイシさんは初めてでもお構いなしに五回以上もぐぐ」

「やめなさい。やめてください」

　ミノムシマールさんの口を塞ふさいで赤裸々な告白を食い止める。そこまで明け透けなのはどうかと思うよ、うん。

　しかしまぁ、マールを含めて今後、無理に嫁を冒険に連れ出して危険な目に遭わせる必要もない。地位も土地も金もコネも力も手に入れたんだからな。

　後は過ごしやすい環境を作りながら外敵から身内を守っていくだけだ。子供を作って余生をのんべんだらりと過ごしても良いんじゃないだろうか。

　冒険や旅は一人で時間を見つけてやってもいいしな。転移魔法もあるし日帰り冒険者稼業も悪くないだろう。

「じゃれるのはここまで。サクッと色々片付けていくぞ」

　そのためにもまずはしっかりと拠点を構築しないとな。
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「はい、では第一回新天地への移住及び開発会議をはじめまーす。司会進行は私マールが務めます！　拍手！」

　突然の拍手要請だったが、意外と揃そろった調子で拍手が鳴る。

　場所は前回と同じく村の食料庫近くの広場である。簡素な木のテーブルを幾つか寄せて大きな卓を作り、そこに俺やマール、クスハやソーン、獣人の村の出来る馬ことヤマトや熊、じゃなくて嫁のデボラなど獣人の村の顔役とでも言うべき面めん子つが席に着いている。

　ティナやフラム、カレンにシェリーを始めとして、その他の村人達も手を離せない仕事をしている人以外は広場に集まっている。やはり今後の自分達の生活がかかっているだけに関心は高いようだ。

「まずは現状の報告からですね。昨日、タイシさんの活躍によって相当な面積の土地の確保に成功しました。元々は不死者が蔓延はびこる地だったそうですが、タイシさんがそれを排除、土地も浄化済みで今は簡易的な対魔物結界を張って現地を確保しているとのことです」

「どれくらいの広さなんだ？」

「昨日の今日なので正確な測量などはまだですが、タイシさんの話によるとクロスロードの街とほぼ同等程度の更地を確保しているとのことです。クロスロードの街の人口が約一万人だったはずなので、この村とアルケニアの里の全員が移住した上に農地を十分確保したとしてもまだ大幅に土地が余るでしょう」

　ソーンの質問に淀よどみなくマールが答える。

　正確な人数はわからんが、この獣人の村とアルケニアの里を合わせても二百人いるかどうかというところだろう。農地は別に確保するとしても、本来一万人が暮らせる土地というのは広すぎるくらいだ。

「水源はあるのですか？　樹海のど真ん中という話ですが」

「掘ったら出るとは思うが、樹海で手に入れた蛇じや龍りゆう玉ぎよくを使って水を生成する魔動具を作製する予定だ。最初は井戸を利用する形になるが、最終的にはその魔動具で上下水道と農業用水を確保する」

　そう言ってストレージから蛇龍玉を取り出し、皆に見えるように掲げて見せる。おー、と感心したような声が漏れ聞こえてくる。ふふ、解るかこの偉大さが。

「で、それ凄すごいのか？」

「凄いよ、超凄いんだよ！　どういうわけか魔力が湯水のように湧いてくる超素敵なアイテムだよ！　これを動力源にすれば夢の半永久機関が出来るんだよ！」

　全然伝わってなかった。

　そのものズバリ魔動具作製ってスキルが確かあったはずなので、取得して凄いのを作り上げてギャフンと言わせてやろうと思う。

「はい、水源についてはこういうことになっています。今後の大まかな行程としては──」

　悔しがる俺をよそにマールがスラスラと今後の大まかな行程を説明していく。まずは作業小屋の作製や井戸掘りなどの初期準備、測量や区分けなどの開発準備、家屋や各施設、城壁の建設や道の敷設、畑の開墾、インフラ整備等の本開発、それに並行してミスクロニア王国とカレンディル王国間の交易路の開発、各種法整備、有事に備えた戦力の編成、各種人材の招しよう聘へいに商人の誘致など領地としての発展を目指していく。

「目下の目標はミスクロニア王国とカレンディル王国を結ぶ交易路の開通ですね。最低限そこまではやらなきゃいけませんよ！」

「お、おう」

　見る限り、話についていけているのは獣人の村の面子だと出来る馬ことヤマトと兎獣人のパメラ、あと意外と駄エルフことメルキナ辺りか。カレンもなんとなくわかってそうだが。牛獣人のマルクスとか寝てるじゃねーか何のためにここにいるんだよあいつ。

　フラムとティナ、クスハは問題なく理解できているようだ。

「次は樹海の知的種族との付き合いですね。現地でアンティール族と名乗る知的種族とタイシさんが接触したようです。クスハさん、現地には他の知的種族は近づかないという話でしたが、その辺りどうでしょうか？」

「妾わらわ達が樹海に棲すみ着いてから接触したことのない者達じゃな。言っていたようにあの付近は不死者どもが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする場所であったから、それが判明してからはロクに近づいておらんかった。我らがその情報を伝えた故、我らと交流のある他の種族の者達も同様じゃろうから、恐らくその者達のことは知らぬじゃろうな。前情報と相違した件に関しては謝るしか無いの、済まぬ」

「ああいえ、責めているわけではないので！　もし何かご存じだったらと思ったんですよ。ちなみにそのアンティール族に関してはカレンディル王国の首都でも色々と調べてみましたが、それらしい情報は見つかりませんでした」

「情報が全く無いというのは不気味ですね」

　そう言ってフラムが眉まゆを顰ひそめる。それに関しては俺も同意だ。

　つか、あいつらアリだからなぁ。実は共存できるかどうかはかなり不安だったりする。

「一応話し合いの場は設けてあるから、あとは実際に話し合ってみるしかないな。共存できるならよし、できなそうならその時は──仕方ないな」

　話し合って共存できる相手なら良い。互恵関係を作り出して共に歩んでいけば良い。

　共存とまでは行かずとも、不干渉を貫くというのならそれも良い。利害が対立しない限りはこちらからも関わらなければ良いし、外交努力を重ねれば互恵関係を築けるかもしれない。

　だが、話し合いが通じない、あるいは話し合いができても共存ができないと判断した相手に関しては容赦なく綺き麗れいサッパリ消えてもらう。

　別に俺は博愛主義を掲げて国造りを試みているわけではないからな。

　下手に手心を加えた結果、嫁達や領民が殺されたとかなったら悔やんでも悔やみきれない。別に積極的にそういったことをやりたいわけじゃないから、最大限話し合いをしようと思うけどな。

「本音を言えば味方に引き入れたい相手ではある。アリだけに土木工事はお手の物だろうし、数が多いなら戦力としても期待できる。これから街道を作ったりするから、今言ったどちらの面でも大きな力になるだろう」

　俺の言葉に一同も納得したように頷いている。

「ではアンティール族に対してはそういう方針で行きましょう。他の種族についてはクスハさん、教えてくれますか？」

「うむ。ではざっくりとじゃが説明するかの」

　クスハが語ったのはアルケニアと交流している他の四種族に関してだ。

　まず、一つ目は妖よう精せい族。

　大きさはまちまちだが、大体手に乗るくらいの大きさから大きくても人間の赤ん坊くらいまでの大きさであるらしい。概ね若々しい男女の姿をしており、個体によって形などは多少異なるが透明な羽を背中に持っていて、自由自在に飛び回るのだそうな。

　全体的に天てん真しん爛らん漫まんで純真な者が多く、歌や踊りを好む。戦闘能力は低いものの、隠れるのが得意で樹海にある花畑やその近くの樹上に住んでいるのだそうだ。稀まれにアルケニアが獲物を捕らえるために張った蜘く蛛もの巣にかかることがあるとかなんとか。

　二つ目は川の民。

　川の民と一括りにしているが、実際には蜥蜴とかげ人間ことリザードマン、鰐わに人間ことアリゲーティアン、褐色肌の水すい棲せいエルフ、頭部に白い皿と黄色い嘴くちばしを持つサハギン、エラと鱗うろこを持つ魚人のギルマン、上半身が人間、下半身が魚の人魚など水棲および半水棲の種族達が身を寄せ合って住んでいて、彼らをまとめて川の民と呼んでいるのだそうだ。

　今回開拓した拠点予定地は樹海の中央からやや東寄りの位置にあるのだが、その北にちょっとした小山がある。そこから流れ出た水流が北東方向に流れており、その源流から北東にかけて結構広い範囲に網の目状に川が流れている。

　彼ら川の民はその流域に幾つかの集落を作って暮らしているのだとか。

　さらっと流したけどその自称サハギンって河童かつぱじゃね？

　三つ目が鬼人族。大柄な大鬼族と小柄な小鬼族をまとめて鬼人族と言うらしい。

　あっちの世界における鬼のイメージと違わず、フィジカル面で大層強力な能力を持つ種族だそうだ。小柄な小鬼族でも人間とは比べものにならない剛力を誇るらしい。

　その分魔法を扱う才能は殆ほとんど無いのだとか。稀に魔法に似た特殊な力を持つ鬼が生まれる事もあるらしいけど。そういう鬼が里の長に収まることが多いらしい。

　単純にフィジカルが強い彼らは樹海で最も繁栄している種族だということだ。ただ、クスハは当代の里の長とは反りが合わず最近は疎遠になっているとのことである。

　最後の四つ目、クスハ達が守モリ人ビトと呼んでいる存在だ。

　白っぽい石のような金属のような肌と赤く光る一つ目を持つ球体状の種族で、必要に応じてその球体が変形して足だの手だのが生えてくるとか。普段はどういう原理なのか浮遊して移動し、緊急時は身体からだの各所に穴が開いてそこから火を吹いて高速移動する。

「ロボットみたいだな」

「ろぼっと？」

「ああ、簡単に言うと高度な魔動具とからくりでできた人形だな。自分の意思を持ってるならむしろアンドロイドとでも呼んだ方が良いのかもしれないが」

「その二つの違いは何なんじゃ？」

「それは哲学的な問いだな。話すと長くなりそうだから今夜か明日あしたにでもベッドの中で教えてやろう」

「なっ!?　ばっ!?」

　顔を真っ赤にして慌てるクスハをニヤニヤして眺めながら先を促す。

　守人は樹海北西部の古代遺跡を根城としているらしい。内部への侵入を頑なに拒否する一方、娯楽に飢えているのか話好きで古代遺跡に侵入しようとさえしなければ訪れた者を歓待してくれるのだとか。

「そ、そそ、その、本当に、今夜……か？」

「うん、その話は後でゆっくりしような。な？」

　頭から湯気でも吹くんじゃないかってくらい顔を真っ赤にしたままのクスハを適当にあしらう。だって周りの視線の生温さが半端じゃないんですよ。まさかここまで初ウ心ブだとはこの勇者の目でも見抜けなんだ。

「う、うむ」

　そう言ってクスハは顔を赤くしたまま黙り込んでしまった。目を閉じて深呼吸を繰り返して心を落ち着けようとしているようだ。

「むぅ……話を進めましょう。とりあえず妖精と川の民とはできるだけ早い段階で接触しましょう。本来であれば一番栄えている鬼人族に最初に接するのが良いんですが、ちょっと事情があるので後回しです。同様に遺跡の守人も後回しです。話を聞いた限りでは遺跡の外に出てきそうに無いですし、ある程度村の態勢が整ってからで良いでしょう」

　クスハと俺のやりとりを見てマールさんの機嫌が急降下であります。いやいや、マールさん自分でけしかけといて嫉しつ妬と……するのは仕方ないよね。立場が逆だったら居ても立っても居られんよ、俺。でもうん、不謹慎ながら嫉妬してくれるのは嬉うれしい。

　これはまさかあれか、ある意味でのライバルを置くことによって夫婦生活のマンネリ化を防ぐためのマールなりの策なのだろうか。

「食料に関しては最終的には自給自足できるだけの生産力をつける予定ですが、しばらくの間は領主であるタイシさんが持ちます。勿もち論ろん領地周辺の探索や狩り、採集でもある程度は集めますけど。交易が始まれば樹海産の素材や資源でミスクロニア王国やカレンディル王国から仕入れることもできるでしょう。とりあえずは以上です、質問などありましたらどうぞ！」
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　その後、実務的な細かい質問が幾つか出た。食料の配給体制に関する質問や、村の移転関連の質問だ。

　獣人の村と新拠点の衣食住に関しては当面の間、今まで通り全面的に俺が面倒を見る。これはアルケニアをはじめ、新拠点に移住してきた樹海の民も含めてだ。

　カレンディル王国にある獣人の村に関しては一人残らず新拠点への移住を強制する。

　幸いなことに獣人達は今の土地にそんなに拘こだわりはないらしい。折角建物や畑を修繕したのに勿もつ体たい無いなぁという話は出たが、それだけである。

　これは現状の獣人の村がカレンディル王国の領土内に在りながらも、正式に村として認められていないからだ。カレンディル王国の領土を不法占拠している状態だと言い換えても良い。

　この状態だと何が問題なのかというと、カレンディル王国にバレると王国法に則のつとって取り潰つぶされてしまう上に、住人全員が不法占拠の罪で国有の奴隷にされてしまうのだ。これがちゃんと国に申請している開拓村であったりすれば話は別だし、あるいは住人が獣人でなければ事後承諾でもなんとでもなる話らしいのだが、残念ながら彼らは獣人である。開拓村を作る申請そのものが通らない可能性が非常に高い。

　何な故ぜなら、カレンディル王国では獣人達だけで開拓村を作ることが法的に認められていないからだ。なんじゃそりゃと思うのだが、法律でそうなっているのだから納得せざるを得ない。

　カレンディル王国で獣人狩りが横行しているのもこの辺りの法律が関わっている。捕らえた獣人を役所に連れて行けば国が買い取ってくれるのだ。その審査はごく簡単で、連れて行った人間が身分証明書を持っていて、連れて行かれた獣人が奴隷登録されていなければそれだけで良いらしい。獣人側の言い分や主張など一切聞き入れられないと言うのだから恐れ入る。

　身分証明書って言ったってお手軽簡単に発行できる冒険者証でも良いんだぜ。杜ず撰さんってレベルじゃねーぞ。どう考えても悪法にしか思えない。

　国に買い取られた獣人奴隷は専用のルートを使ってカレンディル王国内の貴族に向けて販売される。そう言われれば確かに王都アルフェンの奴隷市場ではあまり獣人の奴隷を見かけなかった。居ても滅茶苦茶高かった。

　貴族御ご用よう達たしなだけあって奴隷としての獣人の単価はかなり高く、ひっそりと暮らしている獣人の集落なんてのはカレンディル王国の冒険者にとっては宝の山なんだそうだ。

　カレンディル王国の貴族にとって獣人奴隷を囲うというのは一種のステータスであるらしい。多ければ多いほど良く、従順で礼儀正しければより良い。

　獣人というのは本質的に卑しく、社会性に欠け、本能的で野蛮である。その獣人に文化的で知的な生活を送らせるのが優れた貴族の証である。そういうことになっているらしい。

　虐殺の方向に動かなかったという点はまだ救いがあるが、これは所謂いわゆる民族浄化というやつである。見た目が人間に近く、教養があり、優れた容姿を持つ獣人奴隷ほど持て囃はやされるらしい。

　獣人の見た目の違いは人間との混血度によって変動する。例えばソーンのようにほぼ二足歩行する獣という容姿はかなり獣人の血が濃いということである。デボラやシータンも同じように血が濃いと言えるだろう。

　カレンとシェリーの容姿はかなり人間に近い。特にシェリーは獣耳と尻しつ尾ぽ以外はほぼ人間と変わらない。ソーン達とは逆で、人間の血が濃いのだろう。やっていることは競走馬や家畜の繁殖や品種改良とそう変わらないのに、どうにも嫌悪感が拭ぬぐえない。

　確固たる人格を持っている獣人や奴隷を家畜のように扱っているからだろうか。ううむ、よくわからん。確固とした理由は見出せないが、やはりこれは元の世界で受けた人権教育というものの成果なのだろう。

　実の所、初めて奴隷市場を目にした時にはかなり動揺したが、この世界の奴隷制度についてある程度理解した今となっては奴隷制そのものにはそこまで忌避感を抱いていない。犯罪者に対する懲役刑のような側面と弱者救済の側面を持つことを知ったからだ。

　奴隷になれば少なくとも飢えて死ぬことはない。病気になって死ぬことは有り得るが、元々病気であったりするのでなければ、基本的に奴隷商人も奴隷に対して相応の扱いをする。碌ろくに食事を摂らせないで病気になったり、身体能力や容姿に悪影響が出れば奴隷の商品的価値が下がるからだ。

　無論、買われた先によっては死んだり、死ぬより辛い目に遭ったりすることもあるかもしれないが、飢えて死ぬよりはいくらかマシだろう。犯罪奴隷に関しては危険な仕事に駆り出されて使い潰されることも多いようだが、それも自業自得と言えるので同情する余地は殆どない。

　冤えん罪ざいで犯罪奴隷にされたり、或あるいは嵌はめられて多額の借金を背負わされて奴隷にならざるを得ないこともあるだろうから、決して万能ではないだろうけどな。司法が万能でないのは元の世界もこっちも同じだしなぁ。まぁこっちの方がかなり洗練されてない感はあるが。

　病気になったりすると途端に奴隷商人の扱いが悪くなってそのまま死ぬってことも珍しくないらしいし。にっちもさっちも行かなくなって餓死したり自殺したりするよりはマシって程度かね。
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　話し合いが終わり、現地に行く準備が慌しく始まった。

　現地を実際に見たいという申し出が殺到したため必要最低限の人員だけを村に残し、動ける者全員で転移門を使って現地を見にいくことになったのだ。

　準備を手伝おうとしたのだが、

「タイシさんは休んでてください。最近働きすぎです」

　と固辞されてしまった。解せぬ。

「タイシ、難しい顔してる」

　仕方ないので忙しなく動き回る獣人やマール達を眺めながら考え事をしていると、いつの間にかカレンがすぐ傍まで近寄ってきていた。カレンがおもむろに俺の頰をその小さな両手でグニグニとほぐし始める。

「そんなキリッとした真面目な表情は似合わない。いつもみたいにだらしなく笑ってるべき」

「だらしなくって、お前ね」

　苦笑いしながら俺の頰を弄っているその小さな両手に俺の掌を重ねる。小さな手の甲は少女特有の柔らかさがあったが、よく見れば幾つもの傷きず痕あとがあった。カレンが今までどんな人生を送ってきたのかはわからないが、きっと平へい坦たんな道では無かったんだろう。

　大人顔負けの戦闘力とそれなりに高度な魔法を操る能力を持つこの少女について今まであまり深く考えたことがなかった。獣人ってなんとなく能力が高そうだからそんなもんなんだろうと思っていたが、冷静に考えればそんなはずがない。

　シータンを見ればよくわかるが、彼女は普通の女の子だ。獣人ならではの身体能力はあるのだろうが、それだけである。カレンとシェリーのように高度な戦闘能力を持つ獣人の少年少女は他にはいない。獣人よりも種として強力であろうアルケニアにさえ居なかった。

「また怖い顔になってる」

「わはっらはら、へほはらひてふれまへんはへぇ」

「共通語でおけ」

　無理言うな。

　俺の頰をびろーんと伸ばしているカレンの手を除けて真正面からしっかりとカレンの顔を見つめる。相変わらずどこか眠たそうな目をしている。その奥にある金色の瞳ひとみもじっと俺を見つめていた。

「カレン達のことを考えていたんだ」

「ぷっ」

「おい笑うなよ!?　笑うツボ無いだろ今の！」

「真顔で『カレン達のことを考えていたんだ』とか言われたら笑わざるを得ない」

「やめろよ！　俺のガラスのハートが傷つくだろ！」

　おおよしよしとか言いながらカレンが俺の頭を撫なでてくる。なんなんですかねぇ、この圧倒的敗北感は。

　俺が圧倒的な敗北感に打ちひしがれている間にカレンが俺の膝の上に座り、背中を預けてくる。

「タイシはやさしい」

「なんだ、唐突に」

「自分のためとか言ってるけど、タイシはやさしい。タイシみたいな人はなかなかいない」

　いつもの淡々とした口調でカレンが言葉を紡ぐ。

「下心あってのことだぞ？」

「それじゃ説明が付かない。私やシェリーやシータンを手て篭ごめにするだけなら、村の人を全員奴隷として売り払った方が遥はるかに効率的。その上で私達を買えば良い」

「手篭めってお前ね、どこでそんな言葉を覚えて来るんだよ」

　目の前で羊耳がピコピコと動く。膝の上に座るカレンの表情は窺うかがえない。

「タイシのやさしさは私を救ってくれた。だから、私もタイシを救ってあげる」

「そうか……あれだぞ？　別にこう、お礼とか何か返さなきゃって義務みたいに思わなくても良いんだぞ？　俺が好きでやってるんだから」

「私も好きでやってる。タイシこそ気にしなくて良い」

「そっか……うん、ありがとな」

「うん。だから思う存分に手を出すといい」

「それはちょっと考えさせてもらおっかなー」

　不満げに唸うなるカレンの頭を撫で繰り回しているとシェリーとシータンもこちらへと寄ってきた。二人ともさほど大きくない荷物袋を背負っている。シェリーはもう一つ荷物袋を抱えているようだが、どうもカレンの荷物らしい。

　シータンもシェリーもめっちゃ尻尾振ってる。可愛かわいい。萌もえ死ぬでこれは。

「よっしゃこい」

「待って……うぎゅうぅっ！」

　腕を広げて見せると二人とも嬉き々きとして突っ込んできた。膝の上に座っていたカレンが突っ込んできた二人と俺に挟まれてくぐもった悲鳴を漏らす。

　こうしてカレン達とくんずほぐれつしている間に準備が整ったようだ。この世の楽園を手放すのは惜しいが、準備が終わったと呼ばれれば腰を上げざるを得ない。

　そう思ってふと顔を上げると、マールさんが眉まゆ根ねを寄せてこちらをじっと見ていらっしゃった。

「むー、なんというかもやもやします」

「そんな理不尽な」

「頭では割り切っていても、感情がついていかないんです！　うりゃー！」

　モフモフ塗れの俺を見てやきもちを妬やいたマールまでもが俺達に突っ込んできた。

　大人気なさ過ぎませんか、マールさん！
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「さて、これから現地に飛ぶ転移門を作るわけですが、その前に済ませることを済ませてしまおうと思います」

　建築資材となる多数の丸太をストレージに収納した俺は集まった獣人達を前にそう宣言した。もうあれだ、長時間生温い視線に晒さらされた今の俺に怖いものなど最早無いのである。もうどうにでもなあれ。

「メルキナ、デボラ、カレン、シェリー、シータンも前に出てきてくれ」

　何が始まるのかとざわついている獣人達の中から五人が進み出てくる。デボラとシェリーとシータンは落ち着かなげにモジモジとしている一方、メルキナとカレンはふてぶてしい程に堂々としている。というかそのドヤ顔をやめろこの駄エルフめ。

「なんというか俺としても唐突な展開で色々と追いついていないわけだが、あの状況下で臆おくさず飛び込んできてくれたお前達にしっかり応えるのが男の甲か斐い性しようじゃないかと思うわけだ」

　そう前置きしてから俺はメルキナ用に作ったミスリルの短剣をストレージから取り出し、手渡す。その後もデボラ、カレン、シェリー、シータンにもそれぞれ用に拵こしらえたミスリルの短剣を手渡す。

「それで急きゆう遽きよミスリルの短剣を用意してきたのね。結構したでしょう？　随分と良い品みたいだし」

　メルキナがニヤニヤしながら俺の渡した短剣を僅わずかに抜き、その刀身を眺める。

「原材料費だけだ。俺のお手製だからな」

「またまた……え？　本当に？」

　俺が無言で頷うなずいて見せるとメルキナは鞘さやから刀身を引き抜き、感心した様子で眺め始めた。

「うーん、意外な才能ね。ただの道楽者の自称勇者ってわけじゃないのね」

「いや、自称じゃないんだけどな？　てかまだそこらへんは信じられてないのか」

　ふとデボラに目を向けるとなんとなく微妙な表情で自分のミスリルの短剣……というか剣けん鉈なたを見ていた。敢あえて柄だけでなく鞘も無骨で頑丈な作りにしてあるからな。他の四人の物と比べるとその無骨さが非常に目立つ。

「まぁ、私にはこういうのがお似合いかもしれないけど」

「腐るなよ。抜いてみろ」

　デボラがその無骨な鞘から剣鉈を引き抜くと、精せい緻ちな装飾の施された美しい刀身がその姿を現した。剣鉈であるために分厚く、また切っ先も鋭いのだがミスリルの曇りなき銀色と細かな装飾が日光を照り返してキラキラと輝きを放つ。

「中身は別だろ？　ちゃんとお前をイメージして作ったんだぞ」

「そ、そう」

　俺よりでかい図体の熊がどこか照れたような雰囲気を漂わせてソワソワし始める。うむ、なんとなく可愛いが全く欲情しそうにないな！　まぁなんだ、そっちはゆっくり考えよう、うん。仲間外れにするわけにはいかないからな。

　実際デボラは見た目の割に中身が乙女で可愛いやつだし、地味に料理も上う手まいし、良い嫁になりそうではある。問題は見た目が二足歩行する熊ってとこだな。モフり対象としては申し分ないんだが。

「ミスリルだからそもそもちょっとやそっとじゃビクともしないが、特にデボラとシータンのは頑丈に作ってある。岩どころか金属に斬りつけても基本的にビクともしないから遠慮なく普段使いしてくれ。カレンとシェリーのはちょっとやり過ぎなくらい魔力を増幅するから扱いに気をつけるように。殺す相手以外には絶対向けるな」

「わかった」

「はい」

「使ってて気になるところがあれば遠慮なく言うように。実用性を兼ね備えさせてるから、できれば大事に仕舞っておくよりもガンガン使ってくれ。俺からは以上だ、皆待たせたな！　出発するぞ」

　獣人達から威勢の良い返事が返ってくる。うむ、出陣だ。

　一部砂糖でも吐きそうな顔をしてる奴らがいたが気にしない。気にしないったら気にしない。
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「広いなぁ」

「予想以上ですな」

　転移門を行使すること二回。無事に村民を現地入りさせた俺は丸太やら何やらの各種建材をストレージから吐き出していた。そのすぐ側でソーンとヤマトが辺りを見回している。

　デボラやメルキナ、豹ひよう獣人のレリクスなんかは早速武器を持って周辺環境の調査に行った。獣人の村の周辺に比べると結構魔物が強めなので絶対に無理をしないように言っておいたが、まぁ最悪死んでさえいなければなんとかできるだろう。

『随分と大所帯で来たでありますな』

「現地を見たいという方が多かったんですよ」

「まぁ、これから自分達が住む場所を見たいというのは当然じゃろうしの。しかしまた随分と広い範囲を更地にしたものじゃ。やはり規格外にも程があるの」

「タイシさんですから仕方ないですね」

　あちらでは干し肉やらドライフルーツを肴さかなにお茶会をしているアリ子と王女二人とクスハ……ってあいつら何やってんだ。まぁ和やかなムードだしいいか。

「土の質は悪くない。というか気味が悪いくらい良い」

「これならすぐに畑を作れそうだね」

「粘土が近くで取れれば良いけど」

　獣耳少女嫁三人を含めた年少組や草食系獣人達は対魔物結界に覆われた整地済みの部分を検分しているようだ。まぁこの中はかなりミキシングしまくったのでほぼ均一な土質になっているだろう。ちょっと柔らかくしすぎてるかもしれんから、建物や道を造るならもう一手間要るかもしれん。

　その辺は土魔法が使えるカレンや俺が頑張ればいいだろう。いや、獣人達のバイタリティを考えると魔法に頼らずやってしまいそうな気もするが。

「物資は以上ですね。今日のうちに幾つか寝起きできる場所を作ってしまいます」

「安全第一でな、怪け我がしないように気をつけろよ」

「大丈夫です、慣れていますので」

　ヤマトはそう言ってブヒヒンと笑うと男衆にテキパキと指示を出して天幕を設営し始めた。これはあれだな、グル？　ゲル？　確か元の世界ではそんな感じの名前で呼ばれてた奴だな。確か遊牧民が使ってたような感じの。普通のテントよりもかなりでかくて頑丈そうだ。これなら夜も快適に過ごせそうである。

「んじゃ俺はアンティール族と話をしてから井戸掘るわ」

「はい、お願いします」

　律儀に頭を下げるヤマトにヒラヒラと手を振ってから優雅なティータイムに突入しているマール達の席へと向かう。

「なんか凄すごい和んでるな」

「アリ子さんとクスハさんに樹海の情勢についてお話を聞いてました！」

『お話を聞かれていたであります』

「所謂いわゆる茶飲み話じゃな」

「私はお茶を淹いれてました」

「どこから突っ込めばいいんだ」

　真面目な話をすると、俺達の村建設に対するアンティール族のスタンスや樹海に住む他の種族の話を聞いていたらしい。

「そういや気になってたんだが、何で鬼人族に最初に接触しないんだ？　こういう時は一番デカい勢力に最初に接触するのが定石じゃないのか？」

「彼奴きやつらは極度の人間嫌いじゃからな。人間を保護している妾わらわ達の里と反りが合わんのじゃ」

「川の民の族長筋とは交流があるようなので、先にそちらに渡りをつけた方が良いというアドバイスがクスハさんからあったんですよ」

「妾の紹介でもあの赤鬼には会えるかもしれんが、彼奴は妾が人間に肩入れしていると決め付けてかかるじゃろうからな。まともな話し合いにはなるまい。じゃが、川の民を間に置けば話くらいは聞くかもしれん」

「なるほど。それで先に川の民を口説き落とすわけか」

「そういうわけですね！」

　ちょっと興味あるんだけどな、鬼人族。話を聞いてみると川の民の領域への通り道に近いところに里があるようだし、少し覗のぞいてみるかね。

　ほら、ありがちな展開だけどいがみ合ってた人間と鬼が力試しの末に互いを認め合ってユウジョウ！　とか憧あこがれるじゃん。

「で、アンティール族の方はどうなんだ？」

『それについては自分が説明するであります』

　アンティール族としてはこの土地の脅威を監視していただけで、その脅威は俺が取り払ったのだから俺の好きにすると良いという考えのようだ。

　ただ、俺達の懸念通りアンティール族はこの土地に隣接する結構広い範囲の地下に住居を造って住んでいるらしい。このままだとやはり生活圏が重なる恐れが高い。

『そちらも周辺で狩りをするのであれば、かち合う可能性はあるでありますな。ただ、獲物の枯渇に関して心配する必要は無いと思うであります』

　アリ子が言うには現在の規模が彼女らの現状での拡張限界であるらしい。これ以上拡張すると食糧の需給バランスが崩れてコロニー崩壊の恐れが出るのだとか。

　アリ子達の戦闘能力は普通の人間よりは高いそうだが、樹海の魔物相手に完全に優越するレベルでもないそうだ。狩りで命を落とす個体も少なくないとのこと。

『当面は現状維持でありますな。というか、基本的なスタンスとしてそちらと敵対する気は無いということを伝えておくであります』

「そうじゃよな。敵対しても殲せん滅めつされるのが目に見えておるしの」

「妥当な判断ですね！」

「お前ら……」

　ティナは沈黙を守って苦笑いしている。実に心外だ。一応粘り強い交渉は行うぞ。一応は。最終的に交渉が決裂した場合は武力行使も辞さないけど。

　え？　横暴だって？　そりゃ俺だって殴らなくても良いなら殴りたくないけど、綺き麗れい事だけじゃ世の中動かないからなぁ。搦からめ手もそりゃあるだろうけど、まどろっこしいことはあんまり好きじゃないしね。

「こっちとしても一方的な従属を強いる気はない……って事でいいよな？」

「そうですね。そうすることは可能かもしれませんが、将来的に見てあまり利がありませんし。互助関係を築ければ理想的ですね。アンティール族としてはどんな利益を私達に提供可能なのでしょうか？　こちらから提供できるのはタイシさんの庇ひ護ご、望むのであればタイシさんの領地内での市民権、ミスクロニア王国やカレンディル王国で流通している食料や様々な物資の提供などでしょうか。他にも色々とありますけど」

　俺の言葉にマールがスラスラと答える。一方アリ子は触角をピコピコと動かして仲間と話し合ってるっぽい。少しして仲間内での合意に至ったようだ。

『私達が提供できるのは労働力と地下資源の類でありますな。土木工事と地下工事はお手の物であります。今の所提供できる地下資源として粘土、鉄鉱石、銅鉱石、銀鉱石、黒曜石、他にも水晶や宝石類も備蓄があるであります』

「なるほど。そっちにその気があるなら交易はできそうだな」

「そうですね。他領への輸出に関しては備蓄量や生産量次第ですけれど、領内の需要を満たせるだけでも十分有用ではないかと」

「領内での立場をどうするかが問題ですね」

　アンティール族は既にこの樹海の地下に自分達の領土を築いている。獣人の村の獣人達と違い、別に俺の庇護下に入らずとも自給自足でやっていくこともできるのだ。そういう意味ではクスハのアルケニアの里も同様である。

「まだちょっとふわっとした考えなんだがな」

　そう前置きして俺は樹海の民達が住んでいる集落に自治権を与えたいという方針を示した。ついでに自治区民が自治区の出入りをするのは自由だが、自治区民以外が自治区を出入りするには領主というか行政の許可証を必要とする事とする。

　自治区は行政の許可証を持たない者が自治区に侵入した場合これを拘束する権利を有する。樹海に通す予定の街道は各自治区から一定の距離を設けることとし、樹海の出入り口に関所を設けてその旨を広く公示する。

　つまり不審者は樹海の住民が取り押さえてよしというわけだ。原則的に殺すのはなしだが、激しく抵抗した場合はそれもやむなし。初犯は厳重注意に留め、二回目以降は罰則を設ける。

　まぁ街道から離れたら多分樹海の魔物の餌食になると思うけどね。街道には魔物避けの結界柱を設置する予定だから、街道にいる限りは安全を確保できるようにするけど。

「という感じで考えているんだがどうだろうか」

「ふむ……かなり妾達に配慮されている法じゃの」

『好き好んで私達の巣に足を踏み入れる人間がいるとは思えないでありますが、もし事が起こった場合には確かにそうでありますな』

「でも問題も多そうです。自治区の範囲設定もそうですし、あまり強く締め付けると冒険者や商人が集まりませんよ？」

「それも尤もつともだが、その辺もある程度考えてる」

　そもそも交易を行う商人が大樹海に入ることは考えられないので、まずここには何もする必要がない。街道しか通らないだろうし、各自治区との直接取引を禁止すればわざわざ危険を冒して各集落に行くこともないだろう。この辺りは各自治区の交易権を侵害することになるが、今まで外部とのやり取りをしてこなかったのだから影響は無いと思って良いはずだ。

　各自治区で生産された特産品の買上額と外部の商人への売却額をしっかりと開示するように体制作りをすれば不満もそう出ないだろう。

『良いのでありますか？』

「別にお前らを利用してアコギにがっぽり稼ぐのが目的じゃないからな。今の時点で金は余ってるくらいだから私腹を肥やそうとも思わん」

「タイシさんのそもそもの目的は獣人の方々が安心して暮らせる場所作りですからね」

「うむ。まぁその中にお前らも入れようってだけだからな」

『そうでありますか』

　アリ子はそう言ってピコピコと俺に向けて触角を動かす。

　とにかく問題は自治区内にずんずん入っていきそうな冒険者の扱いだ。樹海の魔物はかなり強いからそう簡単に樹海を抜けて各自治区に侵入するとは思えないが、大だい氾はん濫らんの時に魔物相手に無双してたＡランクのおっさんトリオみたいな規格外もたまにいるから油断はできない。

「そういうのには関所か領都の冒険者のギルドで各自治区の説明と一緒に探索許可証を発行すればいいだろ。説明を無視して各自治区の住民や財産に手を出したら相応の罪に問うという感じで」

「だが妾達自治区側の戦力で対処できぬ輩やからが現れたらどうする？　取り締まる側の力が及ばない場合大きな被害が出かねんぞ」

「自治区とうちの領の治安維持部隊に俺が自重しないで作った武器を装備させれば問題ないだろ」

「いや、自重してください。タイシさんが自重しないで作った武器とか一振りで騎士小隊が消し飛ぶじゃないですか」

「わかった、自重しない非致死武器の開発をしよう」

　マールに強力な睡眠薬とか催涙ガスとか作ってもらってそれを散布するような感じでも良いかもしれんね。これはおいおい考えよう。

『我々に対する制限は無いでありますか？』

「そりゃ無いわけは無いわな。盗むな、攫さらうな、犯すな、殺すな、火をつけるなは当然として、さっきも言ったように勝手に外部の商人と交易をするなとか、反乱を企てるなとか、その辺は約束してもらうことになるんじゃないか。あと、今の所具体的にどうするかは考えてないけど税を払えとかも出てくるかもな」

『税でありますか』

　アリ子がこてん、と首を傾げる。

　うん、声の通りの外見だったら可愛かわいいのかもしれないけどデカいアリなので微妙だ。

「ぶっちゃけ俺はその辺完全に門外漢だからなぁ。実際にどの程度納めてもらうのが妥当かはちょっとわからん。さっき話したのと重複するが、領主としてはその対価として強力な魔物が出た際の戦力の派遣、病気や怪我の治療の提供、教育支援、雇用の創出、なにか不測の事態が起こっても飢えないようにするとか、そのへんを提供する形になるか」

　俺の言葉にその場の全員が『何か変なこと言い出した』みたいな表情をした。

　あれぇ？　俺変なこと言った？

「いや、領主の仕事が軍事面だけってこたないだろ？　人材育成のために教育は必ひつ須すだし、領民が健やかに過ごして生産性を維持するためにも医療や福祉も必要だ。領内を豊かにするために農業や商業も計画的にやるべきだし、それによって雇用が生まれれば領内で経済が回るようになる」

「教育ってどんなことをするんですか？」

「俺としては一定年齢以下の子供を集めて最低限の読み書きや計算、社会常識なんかを教えることを想定している。確か識字率ってそんなに高くないよな？」

「はい、そうですね。貴族や商家の子供ならそうでもないですけど、一般市民や農民の識字率はそんなに高くないと思います。獣人の皆さんがどうかはわかりませんけど、ヤマトさんはかなり教養がありそうですよね」

　頰に指を当てながらマールがそう答える。うむ、確かにヤマトはやたらインテリっぽいんだよな。でもソーンとかデボラとか絶対文字読めなそう。

　その辺の事情はあとで誰かを捕まえて聞いてみるとしよう。

「妾の里では子供達に読み書き計算は教えておるぞ。里に迎えた人間や老人が教師役をしておる」

『私達は文字という概念は知っているでありますが、文字そのものは用いていないであります』

　クスハとアリ子がそれぞれの教育事情を教えてくれる。ふむ、クスハのとこではすでに教育を行っているのか。どの程度のものかわからんが、場合によってはその教師役の人員をうちで雇っても良いかもしれないな。

　アリ子はまぁそうだろう。意識共有みたいなことしてるっぽいし、文字を使う意義が無さそうだ。覚えさせたらすぐ覚えそうだけどな。

「アリ子達は文字を頑張って覚えてくれ、今後必要になる。あとは医療と福祉か。この辺って普通どうなってるんだ？」

「福祉というのはちょっとよくわかりませんけど、医療に関しては回復魔法を使える魔法使いか錬金術師が開いている施療院か、神殿でお金を払って治療してもらうのが一般的だと思います」

　俺の疑問に今まで黙っていたティナが答えてくれた。目が合うとにこりと微笑ほほえんでくる。何な故ぜかその横でマールが悔しそうな顔をしている。いやいや、張り合わんでいいから。

「ありがとう。俺としては領民に対して限りなく安い値段で医療サービスを提供したいと思っている。周辺の魔物が結構強いから、怪け我が人はそれなりに出ると思うんだよ。今まで住み慣れていた土地とは離れた場所だから、病気も増えるんじゃないかと思ってる。ましてや人が殆ど足を踏み入れていない樹海にはどんな未知の病があるか予測もつかない。そんな中、高くて医療サービスが受けられないなんて事になったら大変だろ？」

「それはそうですけど、実際問題どうやって医療を施すんですか？」

「まぁ最初は高待遇で雇うしか無いだろうな。最終的には回復魔法の使い手を自前で用意できるようになればベストだろうが、まぁそれは先の話だろ」

「ああ、それで教育ですか。いずれは見習いに治療させて一石二鳥にするわけですね」

　マールが納得したように頷うなずく。流石さすが俺の嫁、理解が早い。

「あと、教育を施す学校では給食──無料で昼食を出すつもりでいる。あと、原則的に月謝も取らない」

　この言葉には流石に驚いたらしく、つい今しがた納得した顔をしていたマールもぽかんと口を開けて呆ほうけた表情を見せた。

「いや、考えてみろよ。領民に基礎的な教養を身につけさせるためにやるのに、誰も来なかったら意味ないだろ。子供だって立派な労働力だ。獣人達は俺に言われればそりゃ従うだろうが、なんでそんな事をって思う奴も多いはずだ。だが、無料でしかも昼食の面倒を見てくれるってんなら喜んで学校に行かせるだろ？　親は自分の仕事に集中できるだろうしな」

『幼生体の育成にはそれなりのコストがかかるであります。賄えるのでありますか？』

「子供の五十人や百人くらい何ほどのもんでもない。俺が毎日一時間魔物狩るなり武器作るなりするだけで余裕で釣りが来るさ」

　実際問題そういうわけである。最終的には税収で賄えるようにする必要があるが、軌道に乗るまではそれで十分だ。子供なら一人当たりの食費なんて一食銅貨２枚から５枚程度だろう。百人いたとしても銅貨５００枚、銀貨たった５枚程度だ。

　トロール一体で金貨30枚くらいになる。金貨30枚は銀貨３００枚なので、子供百人を六十日間食わせられる計算になる。余裕だな。実際には教員に支払う給料や文房具代なども必要になるわけだが、なんとでもなる話である。

「次、話を変えるぞ。福祉ってのは全ての領民が最低限の生活は送れるようにしようってことだ。怪我や病気、なんらかの障害でまともに働けなくて明日食うものにも困るとか、飢えて死ぬとか、そういう領民を可能な限り無くそうというわけだな」

「なるほどなるほど、それは治安の向上が見込めそうですね。そういう人達を放っておくとそのうち貧民街ができて様々な犯罪の温床となりますし。それに万一亡くなった方の死体が放置されるようなことがあれば、疫病の発生原因にもなりかねません。あるいはアンデッドになるかもしれません」

　マールが感心したように頷いて小さな手帳のようなものにメモを取っている。今話し合った内容をメモしておいてくれれば後々話し合う時に役立つかもしれないから、助かるな。

「ふむ、道理じゃな。しかし主殿は門外漢と言いつつもよくそういう所に気がつくの？」

「まぁ、俺の住んでた所でそれなりの教育を受けてきたからな。俺の住んでた所の良い所を模倣してるとこも多分にあるよ」

『随分進んだ文化を持つ所であったのでありますな。興味深いであります』

　アリ子がピコピコと触角を動かす。お前達が向こうに現れたら「アリだー！」とか「サ、サンダー！」とかなりそうだからやめとけ。そういやこいつら蟻ぎ酸さんは生成できるのかね？　何に利用できるかわからんけど、錬金術の素材とかになりそうだよね。

「模倣でもなんでも知識を有効利用できるなら大したもんだと思うがの。そんなに卑下することもあるまい」

「私も同感です。武器や魔法と同じでどう使うか、使えるかが大事だと思います。出自は問題ではないですよ」

　クスハとティナがフォローしてくれる。ううむ、励まされてしまった。確かに使えるかどうかが問題で、この際パクりとかそういうのは深く考えないことにしよう。うん。

「さて、いろいろ脱線しましたけどまとめましょう！　差し当たってアルケニアの里とアンティール族はこちらの方針に従っていただけるということでよろしいですね？」

「妾わらわ達は今更じゃろ。従うさな」
















『これまでの話し合いの内容を総合的に勘案した結果、従うという方向で決まったであります』

「はい、ではそういう事で。予算編成や税の設定、法の整備など色々とやることが山積みですが、頑張っていきましょう！」

　綺き麗れいにまとめてマールがそう宣言する。

　俺はまず井戸掘らないとな！







　　　エピローグ　～嫁達との幸せなる日々～







　タイシです。

　はい、領地をまんまと手に入れて下々の者どもを働かせて領地の整備を始めたタイシです。嫁達も精力的に手伝ってくれるそうで、大変助かります。

　五百年乙女さんとの初夜も終えました。いや、大変だった。

　一部始終をお届けしましょう。

「糸で巻こうとするなっ！　落ち着けッ！　目の色変わって──痛ぇ!?　おい嚙かむな馬鹿！　ちょっ、血の味で更に興奮してらっしゃる!?　痛い痛い背中痛い！　引っ搔かくなコラァ！」

　この後滅茶苦茶夜戦した。

　いやもうね、寝物語にロボットとアンドロイドの違いを話すとかそういう次元じゃない。もっと恐ろしいものの片へん鱗りんを味わったぜ。結局はインフレしたステータス頼りに色々頑張ったんですけどね。

　クスハさんは正気に戻った後の惨状に顔を赤くしたり青くしたり信号機みたいになってました。つか持ち込んだベッドとか跡形も無くなってたしね。初夜は自分のねぐらがいいとねだってきたからわざわざ上等なのを持ち込んだんだけど。

　これじゃ危なくて他の嫁とはご一緒できない。




　さて、話を元に戻そう。




　クスハは落ち込んでいるからアルケニアの里に置いてきた。あとで様子見に行くけど。意外とメンタルが弱いというか、失敗するとめそめそする性格のようだ。

　とりあえず今は開拓地に暮らせるだけのインフラを整備しなきゃならない。水、食い物、住む場所だな。

　井戸は昨日のうちに二つ掘った。住宅地とする予定の場所に一つと、農地にする予定の場所にもう一つだ。作業する場所の近くに作った方が効率が良いからな。

　一つは俺が土魔法で掘って見せて、もう一つはカレンとシェリーに魔法で掘ってもらった。以前マールに風魔法を覚えさせる時にやった始原魔法を用いて相手の体に俺の魔力を通して魔法を使わせるアレだ。

　あれをやった後、マールは顔を青くしていたのだが、カレンとシェリーはケロッとしていた。普段から二人の間で魔力を同調させて魔法を使っていたりするから、慣れているのだろうか？

　結果として二人とも俺の使う土木工事的な土魔法を使えるようになったので、人手的な意味で大幅な戦力アップだ。

「タイシが私の中に流れ込んでくる……」

「うぅっ、溢あふれちゃうぅ……」

「君らね。もう少しこう、穏便な表現はないかね」

　声だけ聞くと俺がいたいけな少女に悪戯いたずらでもしているかのような内容である。断じて悪戯などしていないし邪よこしまな気持ちなど抱いていないので勘違いしないでほしい。

「タイシ様ぁ……私にもしてください」

「シータンもやめような？　な？」

　獣人達の視線が生温かった。めっちゃ居心地悪い。




　更に数日。




　メルキナは開拓地をブラブラしたり、狩人かりゆうどに交じって周辺の森を探索している。なんでもこの辺りには北にある大森林でもあまり見ないような貴重な薬草やら何やらが結構生えているらしい。

　いや、現実逃避はやめよう。

「うふふ、タイシぃ？♪　ほら、セネカ草をこんなに摘んできたよ？♪　褒めて褒めて？♪」

　ごろにゃん、と擬音がつきそうなほどベタベタくっついて甘えてくるこいつは一体誰だ？　あのやる気がなくてやたら突っかかってきていた駄エルフは一体どこへ行った？

「よくわからんがよくやった。よーしよしよしよし」

「あんっ、もうっ、髪が乱れちゃう♪」

　ちょっとぞんざいに頭を撫なでてもこの喜びようである。

　なんというかこう、初夜を終えてからメルキナのデレデレっぷりが半端ない。まるで別人の様相だ。どうしてこうなった。

　好いてくれるのは嬉うれしいのだが、割と所構わずベタベタにゃんにゃんしてくるので色々と始末に負えない。しかもマールと反りが合わないのか、事あるごとに挑発しよる。この数日で何度マールが背中に般若を背負った事か……俺の胃がストレスでマッハなんでマジ勘弁してください。

「メルキナ、あまりタイシを困らせないの」

　デボラが俺に絡みつくメルキナの首根っこを摑つかんでヒョイと引っぺがしてくれる。よくやった熊、見た目に反してよく気がつく良妻賢母っぷりがいじらしい熊である。

「タイシが好きで好きでたまらないのはわかるけど、少しはタイシの事も考えてあげなさい」

　そう言ってメルキナを説教するデボラの腰には無骨な剣けん鉈なたと、その鞘さやが常にある。俺がデボラに贈って以来、肌身離さず身につけてくれている。勿もち論ろん他の嫁達も身につけてくれているが、デボラが一番大事にしてくれているように思う。

　マールとティナは俺の左右の腕としてよく働いてくれている。

　俺がストレージから吐き出した資産の管理や、街造りに関する指針を立ててくれたり、俺があまり気の回らないところのフォローをしてくれる。

「うーん、やっぱり本格的な都市計画には専門家を雇った方が良いですね」

「姉様、でも現地に連れてくるわけにもいきません。現時点でアルケニアの存在を漏らされるのは得策ではありませんし」

「都市計画の専門家を集めてデザインコンテストとかするのはどうだ。優れた都市計画を提出した者に賞金授与、みたいな」

「おお、それは画期的ですね！」

「この土地条件に合わせて出題すれば良さそうですね。問題はどうやって告知などを行うかですが……」

　こんな感じで夜な夜な会議が行われる。ベッドの上で。いや、勿論それだけじゃないけど。

　フラムは獣人の狩人や戦士に交じって戦闘訓練をしたり、周囲の魔物退治に参加したりしているようだ。獣人達と積極的に交流を図っているらしく、獣人の子供達と一緒に遊んでいる姿も見かける。

「もう、見てるなら声をかけてください」

「いや、見ててすごい和む絵でな。ついつい見み惚とれてた」

　少し顔を赤くしてプリプリ怒っているフラムを笑いながら宥なだめる。先ほどまで獣人の子供達相手に割と本気で鬼ごっこをしていたのを眺めていたのだが、バレてしまった。

　最近のフラムは生き生きとしている。

　なんというかこう、明るくなったとでも言えば良いのだろうか。別に今までも暗かったわけではないのだが、最近は表情も豊かになって感情が表に出てくるようになったと思う。




　そんなこんなで、なんとか嫁達とも上う手まくやっていけている。

　土地も確保したし、後は発展していくだけだ。いや、大樹海の他の部族とか魔物とか問題は山積しているけどね。でもまぁ、皆がいればなんとかやっていけるだろう。

　俺は一人きりじゃないからな。







　　　あとがき







　この度は四巻をお手に取っていただきありがとうございます！　リュートです！

　29歳独身もついに四巻目……いや、感慨深いものを感じますね。私が小説家になろう様で本作を投稿し始めてからもう二年くらいですか。なんだかあっという間の二年間でしたね。

　実は投稿を始めた直後は失職して次の職に転職する一種の空白期間だったんですよね。失職といっても、まぁ会社の都合で人員というか営業所ごと整理が入ったような形でしたし、会社が次の職場も紹介してくれる状態だったのであまり悲ひ愴そう感は無かったんですけどね。

　次の職場が動き始めるまでの一ヶ月くらいの間はなんというか時間を持て余していまして、かねてから密ひそかな趣味であった小説をガリガリと書き始めて小説家になろう様に投稿したんですよね。

　いやぁ、投稿した直後は本当にもう人生でもトップクラスに感情が揺れ動いた日々だったと思います。お気に入り登録や評価ポイントの増減に一喜一憂したり、徐々に伸びるアクセス数を見て「うひょー！」とか奇声を上げて転げ回ったりしていました。いや、本当に。

　自分の子供の成長を見守るってこんな気分なのかと思ったりしましたね。ええ、私にとって作品はやはり子供のようなものですから。これは小説に限らず作品を作り出すあらゆる作家さんが同じような感情をお持ちなのではないでしょうか？

　その後に転げ回ったのは雑誌のＷｅｂ小説特集の記事で、私の作品を紹介したいというオファーがあった時ですね。その頃は新しい仕事を始めて少し経たっていた頃だと思います。掲載されている雑誌が出版社から届いた時には踊り出すところでしたね。流石さすがに踊りませんでしたが。

　そして出版のオファーがきました。

　いや、正直に言うと最初に思ったことは「事態の進行がトントン拍子過ぎる……ッ！」でしたね。その頃には小説家になろう様の週間や月間ランキングでも上位にいましたし、それだけでも出来過ぎなのに雑誌に紹介記事の掲載、そして出版のオファー。あり得るはずもないドッキリを疑ったくらいでした。

　今書いたような出来事が半年足らずの間に起きたんです。なんというかこう……言葉で表現し難いのですが、何か大きな力というか存在に巻き込まれたような錯覚を抱きましたね。神の見えざる手というかなんというか。

　さて、振り返りはこれくらいにして近況報告を致します。え？　別にいい？　そう言わないでくださいＹＯ！　尺を稼がないといけないんです！（笑）

　皆様がこのあとがきを読んでいる頃にはもうひと段落していると思いますが、書いているこの瞬間が私の本業（作家としての収入の方が高い今、本業と言うべきか副業と言うべきか悩みますが）が一番忙しい時期、繁忙期なのです。

　このあとがきも本業で発生したごく短い隙間の時間に書いています。原稿は進まないし、あとがきもなかなか書けないし担当のＨ氏には本当にいつもいつもご迷惑を……！

　もう今の仕事をやめてこっちに集中しようかと考え始めてもいます。もしかしたらこの本が出る頃にはそうなっているかもしれません。もしかしたら。もしかしたら、ですよ。

　休日にはちまちまと原稿を進めたりしつつ、気分転換にＳｔｅａｍからダウンロードしたゲームで遊んだりしています。オンラインゲームも友人とやったりしていたんですが……オンラインゲームは始めると毎日毎日やってしまって筆が進まないので自粛中です。

　お気に入りはサバイバル系のゲームですね。極寒の雪山で狩猟をしながらサバイバルするゲームとか、ゾンビだらけの世界で物資漁りをしながらサバイバルするゲームとかです。主に海外で開発中のゲーム、それもアルファ版だったりしますが。大きな更新が入る度にデータ全消去でやりなおし、とかもよくありますが頻繁に更新が入ってなかなか楽しいものです。

　自分以外に生存者がいない孤独感、乏しい物資、野生動物や過酷な環境、怪け我がや病気の脅威──そういった根本的な打倒ができないモノに対処し、適応して生存するのが楽しいんですよね。雪山遭難ゲームとかしていると、自然の猛威の前に人間など無力な存在なのだろうなと想像してしまいます。

　それにしても最近のゲームはグラフィックが美麗ですよね。ゲーム内の光景に見入ってしまうことも結構あります。単に普段目にすることのない自然に擬似的に触れるのが楽しいのかもしれません。リアルで雪山遭難とかしたくないですしね！

　しかしアメリカの作品は本当にゾンビとかミュータント好きですよね。日本の萌もえ擬人化にも通ずる執念めいたものを感じます。何かこう、ソウル的な。




　さぁ、作品の話もしていきましょう！　ネタバレしない程度にですけど！

　今回のタイシは地盤固めのため使い走りにされたり、自分以外の『別世界産』勇者と出会ったり、合法ロリな人妻と熱い時間を過ごしたり、嫁が一気に増えたり、名めい状じようし難い触手に襲われたりします。

　割とロクでもない目に遭ってますね、特に最後。

　そうですね、他には現在のタイシの能力について少しお話ししましょう。

　実は作中ではタイシが攻撃を受けることがほぼありませんので本人も気づいていませんが、今のタイシはレベルの上昇とスキルの補正による飛躍的なＶＩＴバイタリテイの向上によって身体からだがとても頑丈になっています。

　恐らく今のタイシなら拳けん銃じゆうで撃たれても「いてっ!?」くらいで済んでしまうでしょう。流石に対物ライフルの直撃を食らえばただではすまないと思いますが。

　その他の能力も軒並み常人離れしてきているので、今のタイシに単純な戦闘力で対抗できる存在はエリアルド全体で考えてもそう多くはありません。その数少ない存在の一人が義父であるエルヴィン゠ブラン゠ミスクロニアです。彼の間合いに捉とらえられ、剣による接近戦を許した場合タイシは高確率で敗北します。今回初登場の勇者にも敗北するパターン──負け筋が存在します。やはり勇者は一筋縄ではいかないということですね。

　他にはそうですね……タイシの現時点での資産とかもお話ししておきましょう。

　正確な金額は最早タイシ自身把握しておりません。

　タイシの資産の大半は大だい氾はん濫らん時に大量生産した武器の売却益で、その他に騎士団との共同で討伐したオーク達から略奪した装備品、大氾濫でタイシが討伐して回収した魔物の死し骸がいの売却益、大氾濫での功績に対してカレンディル王国から与えられた報奨金などを合わせると金貨５万枚近くになっています。金貨１枚あたりの価値が約十万円程なので、五十億円程の現金資産があるということになりますね。

　タイシがストレージの中に収納して持ち歩いているのは１５０００枚前後で、残りは商業ギルドの口座に預けてあります。商業ギルドはカレンディル王国、ミスクロニア王国、ゲッペルス王国の三国に跨またがる組織なので、どこの支部でも現金を引き出すことが可能です。額が額なので一気に全額を引き出すのは難しいですが。

　今後の話をするとネタバレになってしまいますし、どうしましょうかね。食文化とかいってみましょうか。

　タイシが活動しているピート大陸は北側が温暖で、南側が寒冷な気候です。とは言っても寒冷と言えるのは最南端の山岳部や南西部の山脈地帯であるマウントバスくらいで、全体的には温暖な気候と言えるでしょう。

　大陸中央の平原部を支配するカレンディル王国には広大な農地があり、様々な農作物や小麦などが収穫されています。大陸東部のミスクロニア王国では稲作が盛んで、また海に面しているため漁業も盛んに行われています。

　大陸北部の広い範囲を支配するゲッペルス王国は温暖ですが、一年を通して乾燥しているため稲作には向きません。比較的乾燥に強い小麦の他、デーツやトマト、豆類の生産が多めです。海にも面しているため、沿岸部では漁業も盛んですね。

　また、とある事情により魔物の発生数が他二国に比べて非常に少ないため、牧畜も盛んです。そのため食糧事情も相応に良く、人口は一番多いです。兵数も圧倒的ですが、魔物との戦闘が少ないためレベルが低く、他の二国と比べて弱兵と言えるでしょう。

　軍事の話もしたいですが、とりあえず横に置いておきます。

　ノーフォーク農法なども過去に訪れた異世界の勇者によって伝えられ、全体的に良好な食糧事情となっております。実はピート大陸に訪れる勇者は日本人が多く、過去から現在に至るまで多くの日本人が勇者として活動していたりしていなかったりします。特にミスクロニア王国に居着く勇者が多かったため、ミスクロニア王国の料理には日本人受けするものが多いです。無論、それだけではありませんが。

　ドワーフ達が多く住むマウントバスは寒冷な高地で、作物の生育はあまりよくありません。広大な耕地も確保できないので、食生活は自然と狩った魔物の肉が中心になります。

　ただ、マウントバスでは攻撃性の低いミツバチ型の魔物を使った養蜂が行われており、貴重なタンパク源になると共に得られる蜂蜜を使って蜂蜜酒の醸造も盛んに行われています。また、高地で育つ茶の木から取れる香り高い高級茶は武具と共に外資を稼ぐ大きな柱となっています。

　ドワーフ達は武具や高級茶と引き換えに主にカレンディル王国から食料を得ているわけです。交易で得た穀物や芋類を使って蒸留酒も盛んに醸造されています。

　大陸北西部に広がる大森林にはエルフの他にも多くの獣人や他の知的種族が暮らしていますが、外部との接触は最低限です。一年を通して大森林にはなんらかの森の恵みがあり、また食料にできる魔物もそれなりにいるため食うに困ることは無いようです。ただ、塩や嗜好品、金属製品など森では手に入らないそれらの物資を得るために細々と交易が行われています。

　他の大陸にはまた違う国からの来訪者が多かったりして色々と事情が違ったりしますが、それはまた別のお話で。

　では、今回はこの辺りで失礼させていただきます。

　担当のＨ氏、イラストの桑くわ島しま黎音れいんさん、本書の発刊に関わってくださった皆様、何より本巻を手に取ってくださった読者様に厚く御礼申し上げます。

　また次巻でお会いしましょう！
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